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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　基地局装置と通信する端末装置において、
　第１のＵＬ-ＤＬ設定を示す第１の情報、第２のＵＬ-ＤＬ設定を示す第２の情報、物理
下りリンク制御チャネルのモニタリングに用いられる第３のＵＬ-ＤＬ設定を示す第３の
情報、および、スペシャルサブフレームの設定を示す第４の情報を受信する受信部と、
　前記第１の情報によって示される前記第１のＵＬ-ＤＬ設定に基づいて、前記物理下り
リンク制御チャネルでの送信の検出に基づいた前記物理上りリンク共用チャネルでの送信
を行ない、
　前記第２の情報によって示される前記第２のＵＬ－ＤＬ設定に基づいて、物理下りリン
ク共用チャネルでの送信の検出に基づいた物理上りリンク制御チャネルでのＨＡＲＱ情報
の送信を行なう送信部と、
　を備え、
　前記第２のＵＬ-ＤＬ設定を示す前記第２の情報を受信し、且つ、前記ＨＡＲＱ情報の
送信に対して物理上りリンク制御チャネルフォーマット３が設定された場合において、ス
ペシャルサブフレームがＨＡＲＱコードブックサイズの決定から除外されるかどうかが、
前記第４の情報で示された前記スペシャルサブフレームの設定、および、下りリンクのサ
イクリックプレフィックスに基づいて規定され、前記スペシャルサブフレームは、前記受
信された第２の情報で示される前記第２のＵＬ－ＤＬ設定に基いて与えられる
　端末装置。
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【請求項２】
　前記ＨＡＲＱ情報は、肯定応答（ＡＣＫ）または否定応答（ＮＡＣＫ）を示す、
　請求項１に記載の端末装置。
【請求項３】
　端末装置と通信する基地局装置において、
　第１のＵＬ-ＤＬ設定を示す第１の情報、第２のＵＬ-ＤＬ設定を示す第２の情報、物理
下りリンク制御チャネルのモニタリングに用いられる第３のＵＬ-ＤＬ設定を示す第３の
情報、および、スペシャルサブフレームの設定を示す第４の情報を送信する送信部と、
　前記第１の情報によって示される前記第１のＵＬ-ＤＬ設定に基づいて、前記物理下り
リンク制御チャネルでの送信に基づいた物理上りリンク共用チャネルでの受信を行ない、
　前記第２の情報によって示される前記第２のＵＬ－ＤＬ設定に基づいて、物理下りリン
ク共用チャネルでの送信に基づいた物理上りリンク制御チャネルでのＨＡＲＱ情報の受信
を行なう受信部と、
　を備え、
　前記第２のＵＬ-ＤＬ設定を示す前記第２の情報を送信し、且つ、前記ＨＡＲＱ情報の
送信に対して物理上りリンク制御チャネルフォーマット３を設定した場合において、スペ
シャルサブフレームがＨＡＲＱコードブックサイズの決定から除外されるかどうかが、前
記第４の情報で示された前記スペシャルサブフレームの設定、および、下りリンクのサイ
クリックプレフィックスに基づいて規定され、前記スペシャルサブフレームは、前記送信
された第２の情報で示される前記第２のＵＬ－ＤＬ設定に基いて与えられる
　基地局装置。
【請求項４】
　前記ＨＡＲＱ情報は、肯定応答（ＡＣＫ）または否定応答（ＮＡＣＫ）を示す、
　請求項３に記載の基地局装置。
【請求項５】
　基地局装置と通信する端末装置の通信方法であって、
　第１のＵＬ-ＤＬ設定を示す第１の情報を受信し、
　第２のＵＬ-ＤＬ設定を示す第２の情報を受信し、
　物理下りリンク制御チャネルのモニタリングに用いられる第３のＵＬ-ＤＬ設定を示す
第３の情報を受信し、
　スペシャルサブフレームの設定を示す第４の情報を受信し、
　前記第１の情報によって示される前記第１のＵＬ-ＤＬ設定に基づいて、前記物理下り
リンク制御チャネルでの送信の検出に基づいた前記物理上りリンク共用チャネルでの送信
を行ない、
　前記第２の情報によって示される前記第２のＵＬ－ＤＬ設定に基づいて、物理下りリン
ク共用チャネルでの送信の検出に基づいた物理上りリンク制御チャネルでのＨＡＲＱ情報
の送信を行ない、
　前記第２のＵＬ-ＤＬ設定を示す前記第２の情報を受信し、且つ、前記ＨＡＲＱ情報の
送信に対して物理上りリンク制御チャネルフォーマット３が設定された場合において、ス
ペシャルサブフレームがＨＡＲＱコードブックサイズの決定から除外されるかどうかが、
前記第４の情報で示された前記スペシャルサブフレームの設定、および、下りリンクのサ
イクリックプレフィックスに基づいて規定され、前記スペシャルサブフレームは、前記受
信された第２の情報で示される前記第２のＵＬ－ＤＬ設定に基いて与えられる
　端末装置の通信方法。
【請求項６】
　前記ＨＡＲＱ情報は、肯定応答（ＡＣＫ）または否定応答（ＮＡＣＫ）を示す、
　請求項５に記載の端末装置の通信方法。
【請求項７】
　端末装置と通信する基地局装置の通信方法であって、
　第１のＵＬ-ＤＬ設定を示す第１の情報を送信し、
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　第２のＵＬ-ＤＬ設定を示す第２の情報を送信し、
　物理下りリンク制御チャネルのモニタリングに用いられる第３のＵＬ-ＤＬ設定を示す
第３の情報を送信し、
　スペシャルサブフレームの設定を示す第４の情報を送信し、
　前記第１の情報によって示される前記第１のＵＬ-ＤＬ設定に基づいて、前記物理下り
リンク制御チャネルでの送信に基づいた物理上りリンク共用チャネルでの受信を行ない、
　前記第２の情報によって示される前記第２のＵＬ－ＤＬ設定に基づいて、物理下りリン
ク共用チャネルでの送信に基づいた物理上りリンク制御チャネルでのＨＡＲＱ情報の受信
を行ない、
　前記第２のＵＬ-ＤＬ設定を示す前記第２の情報を送信し、且つ、前記ＨＡＲＱ情報の
送信に対して物理上りリンク制御チャネルフォーマット３を設定した場合において、スペ
シャルサブフレームがＨＡＲＱコードブックサイズの決定から除外されるかどうかが、前
記第４の情報で示された前記スペシャルサブフレームの設定、および、下りリンクのサイ
クリックプレフィックスに基づいて規定され、前記スペシャルサブフレームは、前記送信
された第２の情報で示される前記第２のＵＬ－ＤＬ設定に基いて与えられる
　基地局装置の通信方法。
【請求項８】
　前記ＨＡＲＱ情報は、肯定応答（ＡＣＫ）または否定応答（ＮＡＣＫ）を示す、
　請求項７に記載の基地局装置の通信方法。
【請求項９】
　基地局装置と通信する端末装置に搭載される集積回路において、
　第１のＵＬ-ＤＬ設定を示す第１の情報、第２のＵＬ-ＤＬ設定を示す第２の情報、物理
下りリンク制御チャネルのモニタリングに用いられる第３のＵＬ-ＤＬ設定を示す第３の
情報、および、スペシャルサブフレームの設定を示す第４の情報を受信する機能と、
　前記第１の情報によって示される前記第１のＵＬ-ＤＬ設定に基づいて、前記物理下り
リンク制御チャネルでの送信の検出に基づいた前記物理上りリンク共用チャネルでの送信
を行ない、
　前記第２の情報によって示される前記第２のＵＬ－ＤＬ設定に基づいて、物理下りリン
ク共用チャネルでの送信の検出に基づいた物理上りリンク制御チャネルでのＨＡＲＱ情報
の送信を行なう機能と、
　を前記端末装置に発揮させ、
　前記第２のＵＬ-ＤＬ設定を示す前記第２の情報を受信し、且つ、前記ＨＡＲＱ情報の
送信に対して物理上りリンク制御チャネルフォーマット３が設定された場合において、ス
ペシャルサブフレームがＨＡＲＱコードブックサイズの決定から除外されるかどうかが、
前記第４の情報で示された前記スペシャルサブフレームの設定、および、下りリンクのサ
イクリックプレフィックスに基づいて規定され、前記スペシャルサブフレームは、前記受
信された第２の情報で示される前記第２のＵＬ-ＤＬ設定に基づいて与えられる
　集積回路。
【請求項１０】
　前記ＨＡＲＱ情報は、肯定応答（ＡＣＫ）または否定応答（ＮＡＣＫ）を示す、
　請求項９に記載の集積回路。
【請求項１１】
　端末装置と通信する基地局装置に搭載される集積回路において、
　第１のＵＬ-ＤＬ設定を示す第１の情報、第２のＵＬ-ＤＬ設定を示す第２の情報、物理
下りリンク制御チャネルのモニタリングに用いられる第３のＵＬ-ＤＬ設定を示す第３の
情報、および、スペシャルサブフレームの設定を示す第４の情報を送信する機能と、
　前記第１の情報によって示される前記第１のＵＬ-ＤＬ設定に基づいて、前記物理下り
リンク制御チャネルでの送信に基づいた物理上りリンク共用チャネルでの受信を行ない、
　前記第２の情報によって示される前記第２のＵＬ－ＤＬ設定に基づいて、物理下りリン
ク共用チャネルでの送信に基づいた物理上りリンク制御チャネルでのＨＡＲＱ情報の受信
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を行なう機能と、
　を前記基地局装置に発揮させ、
　前記第２のＵＬ-ＤＬ設定を示す前記第２の情報を送信し、且つ、前記ＨＡＲＱ情報の
送信に対して物理上りリンク制御チャネルフォーマット３を設定した場合において、スペ
シャルサブフレームがＨＡＲＱコードブックサイズの決定から除外されるかどうかが、前
記第４の情報で示された前記スペシャルサブフレームの設定、および、下りリンクのサイ
クリックプレフィックスに基づいて規定され、前記スペシャルサブフレームは、前記送信
された第２の情報で示される前記第２のＵＬ-ＤＬ設定に基づいて与えられる
　集積回路。
【請求項１２】
　前記ＨＡＲＱ情報は、肯定応答（ＡＣＫ）または否定応答（ＮＡＣＫ）を示す、
　請求項１１に記載の集積回路。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、端末装置、基地局装置、集積回路、および、通信方法に関する。
　本願は、２０１４年１月１５日に、日本に出願された特願２０１４－００４８６０号に
基づき優先権を主張し、その内容をここに援用する。
【背景技術】
【０００２】
　セルラー移動通信の無線アクセス方式および無線ネットワーク（以下、「Long Term Ev
olution （LTE）」、または、「Evolved Universal Terrestrial Radio Access : EUTRA
」と称する。）が、第三世代パートナーシッププロジェクト（3rd Generation Partnersh
ip Project: 3GPP）において検討されている。ＬＴＥでは、基地局装置をｅＮｏｄｅＢ（
evolved NodeB）、端末装置をＵＥ（User Equipment）とも称する。ＬＴＥは、基地局装
置がカバーするエリアをセル状に複数配置するセルラー通信システムである。単一の基地
局装置は複数のセルを管理してもよい。
【０００３】
　ＬＴＥは、時分割複信（Time Division Duplex: TDD）に対応している。ＴＤＤ方式を
採用したＬＴＥをＴＤ－ＬＴＥまたはＬＴＥ　ＴＤＤとも称する。ここで、ＴＤＤにおい
て、上りリンク信号と下りリンク信号は、時分割多重される。
【０００４】
　３ＧＰＰにおいて、トラフィックアダプテーション技術と干渉軽減技術（DL-UL Interf
erence Management and Traffic Adaptation）をＴＤ－ＬＴＥに適用することが検討され
ている。トラフィックアダプテーション技術は、上りリンクのトラフィックと下りリンク
のトラフィックに応じて、上りリンクリソースと下りリンクリソースの比率を変更する技
術である。ここで、トラフィックアダプテーション技術をダイナミックＴＤＤとも称する
。
【０００５】
　非特許文献１において、フレキシブルサブフレーム（flexible subframe）を用いる方
法が、トラフィックアダプテーションを実現する方法として提示されている。基地局装置
は、フレキシブルサブフレームにおいて、上りリンク信号の受信または下りリンク信号の
送信を行なうことができる。非特許文献１において、端末装置は、基地局装置によって、
フレキシブルサブフレームにおいて上りリンク信号の送信を指示されない限り、フレキシ
ブルサブフレームを下りリンクサブフレームとみなす。
【０００６】
　非特許文献１には、新たに導入するＵＬ－ＤＬ設定（uplink-downlink configuration
）に基づいてＰＤＳＣＨ（Physical Downlink Shared Channel）に対するＨＡＲＱ（Hybr
id Automatic Repeat reQuest）タイミングを決定し、従来のＵＬ－ＤＬ設定に基づいて
ＰＵＳＣＨ（Physical Uplink Shared Channel）に対するＨＡＲＱタイミングを決定する
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ことが記載されている。
【０００７】
　また、非特許文献２には、（ａ）ＵＬ／ＤＬ参照設定を導入すること、（ｂ）いくつか
のサブフレームはスケジューラからのダイナミック・グラント／アサインメントによって
上りリンク、または下りリンクの何れかのためにスケジュールされ得ることが記載されて
いる。
【先行技術文献】
【非特許文献】
【０００８】
【非特許文献１】"On standardization impact of TDD UL-DL adaptation", R1-122016, 
Ericsson, ST-Ericsson, 3GPP TSG-RAN WG1 Meeting #69, Prague, Czech Republic, 21s
t - 25th May 2012.
【非特許文献２】"Signalling support for dynamic TDD", R1-130558, Ericsson, ST-Er
icsson, 3GPP TSG-RAN WG1 Meeting #72, St Julian’s, Malta, 28th January - 1st Fe
bruary 2013.
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００９】
　しかしながら、上述のような無線通信システムにおいて、基地局装置と端末装置が、下
りリンク物理チャネル、または、上りリンク物理チャネルを用いて、通信を行う際の具体
的な手順について記載されていなかった。
【００１０】
　例えば、物理下りリンク共用チャネル（Physical Downlink Shared Channel: PDSCH）
を用いて通信を行う際の具体的な手順について記載されていなかった。また、例えば、エ
ンハンスド物理下りリンク制御チャネル（Enhanced Physical Downlink Control Channel
: EPDCCH）を用いて通信を行う際の具体的な手順について記載されていなかった。また、
例えば、物理上りリンク制御チャネル（Physical Uplink Control Channel: PUCCH）を用
いて通信を行う際の具体的な手順について記載されていなかった。
【００１１】
　本発明は上記の点に鑑みてなされたものであり、その目的は、無線リソースを効率的に
使用した通信を可能とすることができる端末装置、基地局装置、集積回路、および、通信
方法を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【００１２】
　（１）上記の目的を達成するために、本発明は、以下のような手段を講じた。すなわち
、本発明の一態様における端末装置は、基地局装置と通信する端末装置において、ＵＬ－
ＤＬ設定を示す第１の情報、ＵＬ－ＤＬ設定を示す第２の情報、ＵＬ－ＤＬ設定を示す第
３の情報、および、スペシャルサブフレームの設定を示す第４の情報を受信する受信部と
、前記第１の情報によって示されるＵＬ－ＤＬ設定に少なくとも基づき、物理下りリンク
制御チャネルの検出に対応する物理上りリンク共用チャネルでの送信を行ない、前記第２
の情報によって示されるＵＬ－ＤＬ設定に少なくとも基づき、物理下りリンク共用チャネ
ルでの送信の検出に対応するＨＡＲＱ－ＡＣＫの送信を物理上りリンク制御チャネルを用
いて行なう送信部と、を備え、物理下りリンク制御チャネルのモニタリングは、前記第３
の情報によって示されるＵＬ－ＤＬ設定に基づき、且つ、前記ＨＡＲＱ－ＡＣＫの送信に
対して物理上りリンク制御チャネルフォーマット３が設定される場合には、前記第２の情
報によって示されるＵＬ－ＤＬ設定に基づくスペシャルサブフレームが前記ＨＡＲＱ－Ａ
ＣＫのコードブックサイズの決定から除外されるかどうかが、前記第４の情報に基づくス
ペシャルサブフレームの設定、および、下りリンクのサイクリックプレフィックスに基づ
いて規定される。
【００１３】
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　（２）また、本発明の他の一態様における基地局装置は、端末装置と通信する基地局装
置において、ＵＬ－ＤＬ設定を示す第１の情報、ＵＬ－ＤＬ設定を示す第２の情報、ＵＬ
－ＤＬ設定を示す第３の情報、および、スペシャルサブフレームの設定を示す第４の情報
を送信する送信部と、前記第１の情報によって示されるＵＬ－ＤＬ設定に少なくとも基づ
き、物理下りリンク制御チャネルの検出に対応する物理上りリンク共用チャネルでの受信
を行ない、前記第２の情報によって示されるＵＬ－ＤＬ設定に少なくとも基づき、物理下
りリンク共用チャネルでの送信の検出に対応するＨＡＲＱ－ＡＣＫの受信を物理上りリン
ク制御チャネルを用いて行なう受信部と、を備え、物理下りリンク制御チャネルのモニタ
リングは、前記第３の情報によって示されるＵＬ－ＤＬ設定に基づき、且つ、前記ＨＡＲ
Ｑ－ＡＣＫの送信に対して物理上りリンク制御チャネルフォーマット３を設定した場合に
は、前記第２の情報によって示されるＵＬ－ＤＬ設定に基づくスペシャルサブフレームが
前記ＨＡＲＱ－ＡＣＫのコードブックサイズの決定から除外されるかどうかが、前記第４
の情報に基づくスペシャルサブフレームの設定、および、下りリンクのサイクリックプレ
フィックスに基づいて規定される。
【００１４】
　（３）また、本発明の他の一態様における通信方法は、基地局装置と通信する端末装置
の通信方法において、ＵＬ－ＤＬ設定を示す第１の情報、ＵＬ－ＤＬ設定を示す第２の情
報、ＵＬ－ＤＬ設定を示す第３の情報、および、スペシャルサブフレームの設定を示す第
４の情報を受信し、前記第１の情報によって示されるＵＬ－ＤＬ設定に少なくとも基づき
、物理下りリンク制御チャネルの検出に対応する物理上りリンク共用チャネルでの送信を
行ない、前記第２の情報によって示されるＵＬ－ＤＬ設定に少なくとも基づき、物理下り
リンク共用チャネルでの送信の検出に対応するＨＡＲＱ－ＡＣＫの送信を物理上りリンク
制御チャネルを用いて行ない、物理下りリンク制御チャネルのモニタリングは、前記第３
の情報によって示されるＵＬ－ＤＬ設定に基づき、且つ、前記ＨＡＲＱ－ＡＣＫの送信に
対して物理上りリンク制御チャネルフォーマット３が設定される場合には、前記第２の情
報によって示されるＵＬ－ＤＬ設定に基づくスペシャルサブフレームが前記ＨＡＲＱ－Ａ
ＣＫのコードブックサイズの決定から除外されるかどうかが、前記第４の情報に基づくス
ペシャルサブフレームの設定、および、下りリンクのサイクリックプレフィックスに基づ
いて規定される。
【００１５】
　（４）また、本発明の他の一態様における通信方法は、端末装置と通信する基地局装置
の通信方法において、ＵＬ－ＤＬ設定を示す第１の情報、ＵＬ－ＤＬ設定を示す第２の情
報、ＵＬ－ＤＬ設定を示す第３の情報、および、スペシャルサブフレームの設定を示す第
４の情報を送信し、前記第１の情報によって示されるＵＬ－ＤＬ設定に少なくとも基づき
、物理下りリンク制御チャネルの検出に対応する物理上りリンク共用チャネルでの受信を
行ない、前記第２の情報によって示されるＵＬ－ＤＬ設定に少なくとも基づき、物理下り
リンク共用チャネルでの送信の検出に対応するＨＡＲＱ－ＡＣＫの受信を物理上りリンク
制御チャネルを用いて行ない、物理下りリンク制御チャネルのモニタリングは、前記第３
の情報によって示されるＵＬ－ＤＬ設定に基づき、且つ、前記ＨＡＲＱ－ＡＣＫの送信に
対して物理上りリンク制御チャネルフォーマット３を設定した場合には、前記第２の情報
によって示されるＵＬ－ＤＬ設定に基づくスペシャルサブフレームが前記ＨＡＲＱ－ＡＣ
Ｋのコードブックサイズの決定から除外されるかどうかが、前記第４の情報に基づくスペ
シャルサブフレームの設定、および、下りリンクのサイクリックプレフィックスに基づい
て規定される。
【００１６】
　（５）また、本発明の他の一態様における集積回路は、基地局装置と通信する端末装置
に搭載される集積回路において、ＵＬ－ＤＬ設定を示す第１の情報、ＵＬ－ＤＬ設定を示
す第２の情報、ＵＬ－ＤＬ設定を示す第３の情報、および、スペシャルサブフレームの設
定を示す第４の情報を受信する機能と、前記第１の情報によって示されるＵＬ－ＤＬ設定
に少なくとも基づき、物理下りリンク制御チャネルの検出に対応する物理上りリンク共用
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チャネルでの送信を行ない、前記第２の情報によって示されるＵＬ－ＤＬ設定に少なくと
も基づき、物理下りリンク共用チャネルでの送信の検出に対応するＨＡＲＱ－ＡＣＫの送
信を物理上りリンク制御チャネルを用いて行なう機能と、を前記端末装置に発揮させ、物
理下りリンク制御チャネルのモニタリングは、前記第３の情報によって示されるＵＬ－Ｄ
Ｌ設定に基づき、且つ、前記ＨＡＲＱ－ＡＣＫの送信に対して物理上りリンク制御チャネ
ルフォーマット３が設定される場合には、前記第２の情報によって示されるＵＬ－ＤＬ設
定に基づくスペシャルサブフレームが前記ＨＡＲＱ－ＡＣＫのコードブックサイズの決定
から除外されるかどうかが、前記第４の情報に基づくスペシャルサブフレームの設定、お
よび、下りリンクのサイクリックプレフィックスに基づいて規定される。
【００１７】
　（６）また、本発明の他の一態様における集積回路は、端末装置と通信する基地局装置
に搭載される集積回路において、ＵＬ－ＤＬ設定を示す第１の情報、ＵＬ－ＤＬ設定を示
す第２の情報、ＵＬ－ＤＬ設定を示す第３の情報、および、スペシャルサブフレームの設
定を示す第４の情報を送信する機能と、前記第１の情報によって示されるＵＬ－ＤＬ設定
に少なくとも基づき、物理下りリンク制御チャネルの検出に対応する物理上りリンク共用
チャネルでの受信を行ない、前記第２の情報によって示されるＵＬ－ＤＬ設定に少なくと
も基づき、物理下りリンク共用チャネルでの送信の検出に対応するＨＡＲＱ－ＡＣＫの受
信を物理上りリンク制御チャネルを用いて行なう機能と、を前記基地局装置に発揮させ、
物理下りリンク制御チャネルのモニタリングは、前記第３の情報によって示されるＵＬ－
ＤＬ設定に基づき、且つ、前記ＨＡＲＱ－ＡＣＫの送信に対して物理上りリンク制御チャ
ネルフォーマット３を設定した場合には、前記第２の情報によって示されるＵＬ－ＤＬ設
定に基づくスペシャルサブフレームが前記ＨＡＲＱ－ＡＣＫのコードブックサイズの決定
から除外されるかどうかが、前記第４の情報に基づくスペシャルサブフレームの設定、お
よび、下りリンクのサイクリックプレフィックスに基づいて規定される。
【発明の効果】
【００１８】
　この発明の態様によれば、無線リソースを効率的に使用した通信を可能とすることがで
きる。
【図面の簡単な説明】
【００１９】
【図１】本実施形態における無線通信システムの概念図である。
【図２】無線フレームの構成を示す図である。
【図３】スロットの構成を示す図である。
【図４】下りリンクサブフレームにおける信号の配置の例を示す図である。
【図５】上りリンクサブフレームにおける信号の配置の例を示す図である。
【図６】スペシャルサブフレームにおける信号の配置の例を示す図である。
【図７】上りリンク－下りリンク設定の例を示す表である。
【図８】第１のＵＬ参照ＵＬ－ＤＬ設定および第１のＤＬ参照ＵＬ－ＤＬ設定のセッティ
ング方法を示すフロー図である。
【図９】第２のＵＬ参照ＵＬ－ＤＬ設定のセッティング方法を示すフロー図である。
【図１０】他のサービングセル（プライマリーセル）に対する第１のＵＬ参照ＵＬ－ＤＬ
設定、および、サービングセル（セカンダリーセル）に対する第１のＵＬ参照ＵＬ－ＤＬ
設定によって形成されるペア、および、セカンダリーセルに対する第２のＵＬ参照ＵＬ－
ＤＬ設定の対応を示す図である。
【図１１】第２のＤＬ参照ＵＬ－ＤＬ設定のセッティング方法を示すフロー図である。
【図１２】プライマリーセルに対する第１のＤＬ参照ＵＬ－ＤＬ設定、および、セカンダ
リーセルに対する第１のＤＬ参照ＵＬ－ＤＬ設定によって形成されるペア、および、セカ
ンダリーセルに対する第２のＤＬ参照ＵＬ－ＤＬ設定の対応を示す図である。
【図１３】ＰＤＣＣＨ／ＥＰＤＣＣＨ／ＰＨＩＣＨが配置されるサブフレームｎと前記Ｐ
ＤＣＣＨ／ＥＰＤＣＣＨ／ＰＨＩＣＨが対応するＰＵＳＣＨが配置されるサブフレームｎ
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＋ｋとの対応を示す図である。
【図１４】ＰＵＳＣＨが配置されるサブフレームｎと前記ＰＵＳＣＨが対応するＰＨＩＣ
Ｈが配置されるサブフレームｎ＋ｋとの対応を示す図である。
【図１５】ＰＤＳＣＨが配置されるサブフレームｎ－ｋと前記ＰＤＳＣＨが対応するＨＡ
ＲＱ－ＡＣＫが送信されるサブフレームｎとの対応を示す図である。
【図１６】スペシャルサブフレームの設定を示す図である。
【図１７】本実施形態における通信方法を説明するための図である。
【図１８】本実施形態における通信方法を説明するための別の図である。
【図１９】本実施形態における通信方法を説明するための別の図である。
【図２０】本実施形態における通信方法を説明するための別の図である。
【図２１】端末装置１の構成を示す概略ブロック図である。
【図２２】基地局装置３の構成を示す概略ブロック図である。
【発明を実施するための形態】
【００２０】
　以下、本発明の実施形態について説明する。
【００２１】
　本実施形態では、端末装置は、複数のセルが設定されてもよい。端末装置が複数のセル
を介して通信する技術を、セルアグリゲーション、またはキャリアアグリゲーションと称
する。ここで、端末装置に対して設定される複数のセルのそれぞれにおいて、本実施形態
が適用されてもよい。また、端末装置に対して設定される複数のセルの一部において、本
発明が適用されてもよい。ここで、端末装置に対して設定されるセルを、サービングセル
とも称する。
【００２２】
　また、設定される複数のセルは、１つのプライマリーセルと１つまたは複数のセカンダ
リーセルとを含む。プライマリーセルは、初期コネクション確立（initial connection e
stablishment）プロシージャが行なわれたサービングセル、コネクション再確立（connec
tion re-establishment）プロシージャを開始したサービングセル、または、ハンドオー
バプロシージャにおいてプライマリーセルと指示されたセルであってもよい。ここで、Ｒ
ＲＣコネクションが確立された時点、または、後に、セカンダリーセルが設定されてもよ
い。
【００２３】
　また、本実施形態における無線通信システムでは、少なくともＴＤＤ（Time Division 
Duplex）方式が適用される。例えば、セルアグリゲーションの場合には、複数のセルの全
てに対してＴＤＤ方式が適用されてもよい。また、セルアグリゲーションの場合には、Ｔ
ＤＤ方式が適用されるセルとＦＤＤ（Frequency Division Duplex）方式が適用されるセ
ルが集約されてもよい。すなわち、セルアグリゲーションの場合には、一部のセルに対し
て本実施形態が適用されてもよい。
【００２４】
　図１は、本実施形態における無線通信システムの概念図である。図１に示すように、本
実施形態における無線通信システムは、端末装置１Ａ～１Ｃ、および基地局装置３を具備
する。以下、端末装置１Ａ～１Ｃを、端末装置１とも記載する。
【００２５】
　本実施形態における物理チャネルおよび物理信号について説明する。
【００２６】
　図１において、端末装置１から基地局装置３への上りリンクの無線通信では、以下の上
りリンク物理チャネルが用いられる。上りリンク物理チャネルは、上位層から出力された
情報を送信するために使用される。
・ＰＵＣＣＨ（Physical Uplink Control Channel）
・ＰＵＳＣＨ（Physical Uplink Shared Channel）
・ＰＲＡＣＨ（Physical Random Access Channel）
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【００２７】
　ＰＵＣＣＨは、上りリンク制御情報（Uplink Control Information: UCI）を送信する
ために用いられる。上りリンク制御情報は、下りリンクのチャネル状態情報（Channel St
ate Information: CSI）、ＰＵＳＣＨリソースの要求を示すスケジューリング要求（Sche
duling Request: SR）を含む。また、上りリンク制御情報は、下りリンクデータ（Downli
nk Transport block, Downlink-Shared Channel: DL-SCH）に対するＡＣＫ（acknowledge
ment）／ＮＡＣＫ（negative-acknowledgement）を含む。ここで、ＡＣＫ／ＮＡＣＫを、
ＨＡＲＱ－ＡＣＫ、ＨＡＲＱフィードバック、または、応答情報とも称する。
【００２８】
　ＰＵＳＣＨは、上りリンクデータ（Uplink Transport block, Uplink-Shared Channel:
 UL-SCH）を送信するために用いられる。すなわち、ＵＬ－ＳＣＨでの上りリンクデータ
の送信は、ＰＵＳＣＨを経由して行なわれる。すなわち、トランスポートチャネルである
ＵＬ－ＳＣＨは、物理チャネルであるＰＵＳＣＨにマップされる。また、ＰＵＳＣＨは、
上りリンクデータと共にＨＡＲＱ－ＡＣＫおよび／またはチャネル状態情報を送信するた
めに用いられてもよい。また、ＰＵＳＣＨは、チャネル状態情報のみ、または、ＨＡＲＱ
－ＡＣＫおよびチャネル状態情報のみを送信するために用いられてもよい。
【００２９】
　また、ＰＵＳＣＨは、ＲＲＣメッセージを送信するために用いられる。ＲＲＣメッセー
ジは、無線リソース制御（Radio Resource Control: RRC）層において処理される情報／
信号である。また、ＰＵＳＣＨは、ＭＡＣ　ＣＥ（Control Element）を送信するために
用いられる。ここで、ＭＡＣ　ＣＥは、媒体アクセス制御（MAC: Medium Access Control
）層において処理（送信）される情報／信号である。
【００３０】
　ＰＲＡＣＨは、ランダムアクセスプリアンブルを送信するために用いられる。ＰＲＡＣ
Ｈは、初期コネクション確立（initial connection establishment）プロシージャ、ハン
ドオーバプロシージャ、コネクション再確立（connection re-establishment）プロシー
ジャ、上りリンク送信に対する同期（タイミング調整）、およびＰＵＳＣＨリソースの要
求を示すために用いられる。
【００３１】
　図１において、上りリンクの無線通信では、以下の上りリンク物理信号が用いられる。
上りリンク物理信号は、上位層から出力された情報を送信するために使用されないが、物
理層によって使用される。
・上りリンク参照信号（Uplink Reference Signal: UL RS）
【００３２】
　本実施形態において、以下の２つのタイプの上りリンク参照信号が用いられる。
・ＤＭＲＳ（Demodulation Reference Signal）
・ＳＲＳ（Sounding Reference Signal）
【００３３】
　ＤＭＲＳは、ＰＵＳＣＨまたはＰＵＣＣＨの送信に関連する。ＤＭＲＳは、ＰＵＳＣＨ
またはＰＵＣＣＨと時間多重される。例えば、基地局装置３は、ＰＵＳＣＨまたはＰＵＣ
ＣＨの伝搬路補正を行なうためにＤＭＲＳを使用する。
【００３４】
　ＳＲＳは、ＰＵＳＣＨまたはＰＵＣＣＨの送信に関連しない。基地局装置３は、上りリ
ンクのチャネル状態を測定するためにＳＲＳを使用する。端末装置１は、上位層によって
設定された第１のリソースにおいて第１のＳＲＳを送信する。さらに、端末装置１は、Ｐ
ＤＣＣＨを介してＳＲＳの送信を要求することを示す情報を受信した場合に、上位層によ
って設定された第２のリソースにおいて第２のＳＲＳを１回のみ送信する。ここで、第１
のＳＲＳを、ピリオディックＳＲＳまたはタイプ０トリガードＳＲＳとも称する。また、
第２のＳＲＳを、アピリオディックＳＲＳまたはタイプ１トリガードＳＲＳとも称する。
【００３５】
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　図１において、基地局装置３から端末装置１への下りリンクの無線通信では、以下の下
りリンク物理チャネルが用いられる。下りリンク物理チャネルは、上位層から出力された
情報を送信するために使用される。
・ＰＢＣＨ（Physical Broadcast Channel）
・ＰＣＦＩＣＨ（Physical Control Format Indicator Channel）
・ＰＨＩＣＨ（Physical Hybrid automatic repeat request Indicator Channel）
・ＰＤＣＣＨ（Physical Downlink Control Channel）
・ＥＰＤＣＣＨ（Enhanced Physical Downlink Control Channel）
・ＰＤＳＣＨ（Physical Downlink Shared Channel）
・ＰＭＣＨ（Physical Multicast Channel）
【００３６】
　ＰＢＣＨは、端末装置１で共通に用いられるマスターインフォメーションブロック（Ma
ster Information Block: MIB, Broadcast Channel: BCH）を報知するために用いられる
。例えば、ＭＩＢは、４０ｍｓ間隔で送信される。また、ＭＩＢは、１０ｍｓ周期で繰り
返し送信される。また、ＭＩＢには、ＳＦＮ（System Frame Number）を示す情報が含ま
れる。ここで、ＳＦＮは、無線フレームの番号を示す。また、ＭＩＢはシステム情報であ
る。
【００３７】
　ＰＣＦＩＣＨは、ＰＤＣＣＨの送信に用いられる領域（ＯＦＤＭシンボル）を指示する
情報を送信するために用いられる。
【００３８】
　ＰＨＩＣＨは、基地局装置３が受信した上りリンクデータに対するＡＣＫ（acknowledg
ement）／ＮＡＣＫ（negative-acknowledgement）を示すＨＡＲＱインディケータ（ＨＡ
ＲＱフィードバック、応答情報）を送信するために用いられる。
【００３９】
　ＰＤＣＣＨおよびＥＰＤＣＣＨは、下りリンク制御情報（Downlink Control Informati
on: DCI）を送信するために用いられる。ここで、下りリンク制御情報の送信に対して、
複数のＤＣＩフォーマットが定義される。すなわち、下りリンク制御情報に対するフィー
ルドがＤＣＩフォーマットに定義され、情報ビットへマップされる。下りリンク制御情報
を、ＤＣＩフォーマットと称してもよい。
【００４０】
　例えば、下りリンクに対するＤＣＩフォーマットとして、１つのセルにおける１つのＰ
ＤＳＣＨ（１つの下りリンクトランスポートブロックの送信）のスケジューリングのため
に使用されるＤＣＩフォーマット１Ａが定義される。例えば、下りリンクに対するＤＣＩ
フォーマットとして、ＤＣＩフォーマット１Ａ、ＤＣＩフォーマット１Ｂ、ＤＣＩフォー
マット１Ｄ、ＤＣＩフォーマット１、ＤＣＩフォーマット２Ａ、ＤＣＩフォーマット２Ｂ
、ＤＣＩフォーマット２Ｃ、ＤＣＩフォーマット２Ｄが定義される。
【００４１】
　例えば、下りリンクに対するＤＣＩフォーマットには、ＰＤＳＣＨのスケジューリング
に関する情報が含まれる。例えば、下りリンクに対するＤＣＩフォーマットには、リソー
スブロック割り当てに関する情報、ＭＣＳ（Modulation and Coding Scheme）に関する情
報、ＰＵＣＣＨに対するＴＰＣコマンドに関する情報、下りリンク割り当てインデックス
（Downlink Assignment Index: DAI）などの下りリンク制御情報が含まれる。ここで、下
りリンクに対するＤＣＩフォーマットを、下りリンクグラント（または、下りリンクアサ
インメント）とも称する。
【００４２】
　また、例えば、上りリンクに対するＤＣＩフォーマットとして、１つのセルにおける１
つのＰＵＳＣＨ（１つの上りリンクトランスポートブロックの送信）のスケジューリング
のために使用されるＤＣＩフォーマット０が定義される。
【００４３】
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　例えば、上りリンクに対するＤＣＩフォーマットには、ＰＵＳＣＨのスケジューリング
に関する情報やが含まれる。例えば、上りリンクに対するＤＣＩフォーマットには、リソ
ースブロック割り当てに関する情報、ＭＣＳに関する情報、ＰＵＳＣＨに対するＴＰＣコ
マンドに関する情報などの下りリンク制御情報が含まれる。ここで、上りリンクに対する
ＤＣＩフォーマットを、上りリンクグラント（または、上りリンクアサインメント）とも
称する。
【００４４】
　端末装置１は、下りリンクアサインメントを用いてＰＤＳＣＨのリソースがスケジュー
ルされた場合、スケジュールされたＰＤＳＣＨで下りリンクデータを受信する。また、端
末装置１は、上りリンクグラントを用いてＰＵＳＣＨのリソースがスケジュールされた場
合、スケジュールされたＰＵＳＣＨで上りリンクデータおよび／または上りリンク制御情
報を送信する。
【００４５】
　また、端末装置１は、ＰＤＣＣＨ候補（PDCCH candidates）および／またはＥＰＤＣＣ
Ｈ候補（EPDCCH candidates）のセットをモニタする。以下の説明において、ＰＤＣＣＨ
は、ＰＤＣＣＨおよび／またはＥＰＤＣＣＨを示していてもよい。ＰＤＣＣＨ候補とは、
基地局装置３によって、ＰＤＣＣＨがマップおよび送信される可能性のある候補を示して
いる。また、モニタとは、モニタされる全てのＤＣＩフォーマットに応じて、ＰＤＣＣＨ
候補のセット内のＰＤＣＣＨのそれぞれに対して、端末装置１がデコードを試みるという
意味が含まれてもよい。
【００４６】
　ここで、端末装置１が、モニタするＰＤＣＣＨ候補のセットは、サーチスペースとも称
される。サーチスペースには、コモンサーチスペース（CSS: Common Search Space）およ
びユーザ装置スペシフィックサーチスペース（USS: UE-specific Search Space）が含ま
れる。ＣＳＳは、複数の端末装置１が共通してＰＤＣＣＨ／ＥＰＤＣＣＨをモニタする領
域である。また、ＵＳＳは、少なくともＣ－ＲＮＴＩに基づいて定義される領域である。
端末装置１は、ＣＳＳおよび／またはＵＳＳにおいて、ＰＤＣＣＨをモニタし、自装置宛
てのＰＤＣＣＨを検出する。
【００４７】
　基地局装置３は、端末装置１がＥＰＤＣＣＨをモニタするサブフレーム（ＥＰＤＣＣＨ
をモニタすべきサブフレームでもよい）を、端末装置１に対して設定してもよい。ここで
、端末装置１がＥＰＤＣＣＨをモニタするサブフレームは、端末装置１がＥＰＤＣＣＨの
ＵＳＳをモニタするサブフレーム（ＥＰＤＣＣＨのＵＳＳをモニタすべきサブフレームで
もよい）を含んでもよい。また、端末装置１がＥＰＤＣＣＨをモニタするサブフレームは
、予め規定されたルールに基づいたサブフレームを除く、端末装置１がＥＰＤＣＣＨのＵ
ＳＳをモニタするサブフレームを含んでもよい。
【００４８】
　例えば、基地局装置は、ＲＲＣメッセージに、端末装置１がＥＰＤＣＣＨをモニタする
サブフレームを示す情報（パラメータでもよい、subframePatternConfig）を含めて送信
してもよい。また、端末装置１がＥＰＤＣＣＨをモニタするサブフレームは、各セルに対
して設定されてもよい。
【００４９】
　また、下りリンク制御情報の送信（ＰＤＣＣＨでの送信）には、基地局装置３が端末装
置１に割り当てたＲＮＴＩが利用される。具体的には、ＤＣＩフォーマット（下りリンク
制御情報でもよい）にＣＲＣ（Cyclic Redundancy check: 巡回冗長検査）パリティビッ
トが付加され、付加された後に、ＣＲＣパリティビットがＲＮＴＩによってスクランブル
される。ここで、ＤＣＩフォーマットに付加されるＣＲＣパリティビットは、ＤＣＩフォ
ーマットのペイロードから得られてもよい。
【００５０】
　端末装置１は、ＲＮＴＩによってスクランブルされたＣＲＣパリティビットが付加され
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たＤＣＩフォーマットに対してデコードを試み、ＣＲＣが成功したＤＣＩフォーマットを
、自装置宛のＤＣＩフォーマットとして検出する（ブラインドデコーディングとも呼称さ
れる）。すなわち、端末装置１は、ＲＮＴＩによってスクランブルされたＣＲＣを伴うＰ
ＤＣＣＨを検出する。また、端末装置１は、ＲＮＴＩによってスクランブルされたＣＲＣ
パリティビットが付加されたＤＣＩフォーマットを伴うＰＤＣＣＨを検出する。
【００５１】
　ここで、ＲＮＴＩには、Ｃ－ＲＮＴＩ(Cell-Radio Network Temporary Identifier)が
含まれる。Ｃ－ＲＮＴＩは、ＲＲＣ接続およびスケジューリングの識別に対して使用され
る、端末装置１に対するユニークな（一意的な）識別子である。Ｃ－ＲＮＴＩは、動的（
dynamically）にスケジュールされるユニキャスト送信のために利用される。
【００５２】
　また、ＲＮＴＩには、ＳＰＳ　Ｃ－ＲＮＴＩ(Semi-Persistent Scheduling C-RNTI)が
含まれる。ＳＰＳ　Ｃ－ＲＮＴＩは、セミパーシステントスケジューリングに対して使用
される、端末装置１に対するユニークな（一意的な）識別子である。ＳＰＳ　Ｃ－ＲＮＴ
Ｉは、半持続的（semi-persistently）にスケジュールされるユニキャスト送信のために
利用される。
【００５３】
　ここで、半持続的にスケジュールされる送信とは、周期的（periodically）にスケジュ
ールされる送信の意味が含まれる。例えば、ＳＰＳ　Ｃ－ＲＮＴＩは、半持続的にスケジ
ュールされる送信の活性化（activation）、再活性化（reactivation）および／または再
送信（retransmission）のために利用される。また、ＳＰＳ　Ｃ－ＲＮＴＩは、半持続的
にスケジュールされた送信のリリース（release）および／または非活性化（deactivatio
n）のために利用される。ここで、半持続的なスケジューリングは、プライマリーセルの
みにおいて行われてもよい。
【００５４】
　例えば、基地局装置３は、下りリンクに対するＤＣＩフォーマット（例えば、ＤＣＩフ
ォーマット１、または、ＤＣＩフォーマット１Ａ）を用いて、半永続的なＰＤＳＣＨのリ
ソース（物理リソースブロック）を割り当てることができ、且つ、半永続的なＰＤＳＣＨ
での送信の活性化を端末装置１に対して指示してもよい。また、基地局装置３は、下りリ
ンクに対するＤＣＩフォーマットを用いて、半永続的なＰＤＳＣＨのリソースのリリース
（非活性化）を端末装置１に対して指示してもよい。
【００５５】
　ここで、半永続的なＰＤＳＣＨのリソースのリリースは、ＳＰＳ　Ｃ－ＲＮＴＩによっ
てスクランブルされたＣＲＣパリティビットが付加されたＤＣＩフォーマットに含まれる
下りリンク制御情報のフィールドを、ある特定の値にセットすることによって指示されて
もよい。例えば、ＤＣＩフォーマット１Ａに含まれる、ＨＡＲＱプロセス番号のフィール
ドが“００００”にセットされ、ＭＣＳのフィールドが“１１１１１”にセットされ、リ
ダンダンシーバージョンのフィールドが“００”にセットされ、リソースブロック割り当
てのフィールドが“全て１”にセットされることによって、半永続的なＰＤＳＣＨのリソ
ースのリリースが指示されてもよい。
【００５６】
　ここで、半永続的なＰＤＳＣＨのリソースのリリースを指示するＤＣＩフォーマットは
、下りリンクのＳＰＳリリースを指示するＰＤＣＣＨ（a PDCCH indicating downlink SP
S release）、または、下りリンクのＳＰＳリリースを指示するＥＰＤＣＣＨ（a EPDCCH 
indicating downlink SPS release）とも称される。以下、下りリンクのＳＰＳリリース
を指示するＰＤＣＣＨ、または、下りリンクのＳＰＳリリースを指示するＥＰＤＣＣＨを
総称して、下りリンクのＳＰＳリリースを指示するＰＤＣＣＨ／ＥＰＤＣＣＨ（a PDCCH/
EPDCCH indicating downlink SPS release）とも記載する。
【００５７】
　ＰＤＳＣＨは、下りリンクデータを送信するために用いられる。以下、ＰＤＳＣＨでの
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下りリンクデータの送信を、ＰＤＳＣＨでの送信とも記載する。また、ＰＤＳＣＨでの下
りリンクデータの受信を、ＰＤＳＣＨでの受信とも記載する。
【００５８】
　また、ＰＤＳＣＨは、システムインフォメーションブロックタイプ１メッセージを送信
するために用いられる。また、システムインフォメーションブロックタイプ１メッセージ
は、セルスペシフィック（セル固有）な情報である。また、システムインフォメーション
ブロックタイプ１メッセージは、ＲＲＣメッセージである。
【００５９】
　また、ＰＤＳＣＨは、システムインフォメーションメッセージを送信するために用いら
れる。システムインフォメーションメッセージは、システムインフォメーションブロック
タイプ１以外のシステムインフォメーションブロックＸを含んでもよい。また、システム
インフォメーションメッセージは、セルスペシフィック（セル固有）な情報である。また
、システムインフォメーションメッセージは、ＲＲＣメッセージである。
【００６０】
　また、ＰＤＳＣＨは、ＲＲＣメッセージを送信するために用いられる。ここで、基地局
装置３から送信されるＲＲＣメッセージは、セル内における複数の端末装置１に対して共
通であってもよい。また、基地局装置３から送信されるＲＲＣメッセージは、ある端末装
置１に対して専用のメッセージ（dedicated signalingとも称する）であってもよい。す
なわち、ユーザ装置スペシフィック（ユーザ装置固有）な情報は、ある端末装置１に対し
て専用のメッセージを使用して送信される。また、ＰＤＳＣＨは、ＭＡＣ　ＣＥを送信す
るために用いられる。
【００６１】
　ここで、ＲＲＣメッセージおよび／またはＭＡＣ　ＣＥを、上位層の信号（higher lay
er signaling）とも称する。
【００６２】
　ＰＭＣＨは、マルチキャストデータ（Multicast Channel: MCH）を送信するために用い
られる。
【００６３】
　図１において、下りリンクの無線通信では、以下の下りリンク物理信号が用いられる。
下りリンク物理信号は、上位層から出力された情報を送信するために使用されないが、物
理層によって使用される。
・同期信号（Synchronization signal: SS）
・下りリンク参照信号（Downlink Reference Signal: DL RS）
【００６４】
　同期信号は、端末装置１が下りリンクの周波数領域および時間領域の同期をとるために
用いられる。例えば、ＴＤＤ方式において、同期信号は無線フレーム内のサブフレーム０
、１、５、６に配置される。また、ＦＤＤ方式において、同期信号は無線フレーム内のサ
ブフレーム０と５に配置される。
【００６５】
　下りリンク参照信号は、端末装置１が下りリンク物理チャネルの伝搬路補正を行なうた
めに用いられる。また、下りリンク参照信号は、端末装置１が下りリンクのチャネル状態
情報を算出するために用いられてもよい。
【００６６】
　本実施形態において、以下の５つのタイプの下りリンク参照信号が用いられる。
・ＣＲＳ（Cell-specific Reference Signal）
・ＰＤＳＣＨに関連するＵＲＳ（UE-specific Reference Signal）
・ＥＰＤＣＣＨに関連するＤＭＲＳ（Demodulation Reference Signal）
・ＮＺＰ　ＣＳＩ－ＲＳ（Non-Zero Power Chanel State Information - Reference Sign
al）
・ＺＰ　ＣＳＩ－ＲＳ（Zero Power Chanel State Information - Reference Signal）
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・ＭＢＳＦＮ　ＲＳ（Multimedia Broadcast and Multicast Service over Single Frequ
ency Network Reference signal）
・ＰＲＳ（Positioning Reference Signal）
【００６７】
　ＣＲＳは、サブフレームの全帯域で送信される。ＣＲＳは、ＰＢＣＨ／ＰＤＣＣＨ／Ｐ
ＨＩＣＨ／ＰＣＦＩＣＨ／ＰＤＳＣＨの復調を行なうために用いられる。ＣＲＳは、端末
装置１が下りリンクのチャネル状態情報を算出するために用いられてもよい。ＰＢＣＨ／
ＰＤＣＣＨ／ＰＨＩＣＨ／ＰＣＦＩＣＨは、ＣＲＳの送信に用いられるアンテナポートで
送信される。
【００６８】
　ＰＤＳＣＨに関連するＵＲＳは、ＵＲＳが関連するＰＤＳＣＨの送信に用いられるサブ
フレームおよび帯域で送信される。ＵＲＳは、ＵＲＳが関連するＰＤＳＣＨの復調を行な
うために用いられる。
【００６９】
　ＰＤＳＣＨは、ＣＲＳまたはＵＲＳの送信に用いられるアンテナポートで送信される。
ＤＣＩフォーマット１Ａは、ＣＲＳの送信に用いられるアンテナポートで送信されるＰＤ
ＳＣＨのスケジューリングに用いられる。例えば、ＣＲＳは、アンテナポートｉ（ｉ＝０
、１、２、３）の１つ、または、いくつかで（on one or several of antenna ports 0 t
o 3）送信される。
【００７０】
　ＥＰＤＣＣＨに関連するＤＭＲＳは、ＤＭＲＳが関連するＥＰＤＣＣＨの送信に用いら
れるサブフレームおよび帯域で送信される。ＤＭＲＳは、ＤＭＲＳが関連するＥＰＤＣＣ
Ｈの復調を行なうために用いられる。ＥＰＤＣＣＨは、ＤＭＲＳの送信に用いられるアン
テナポートで送信される。
【００７１】
　ＮＺＰ　ＣＳＩ－ＲＳは、設定されたサブフレームで送信される。ＮＺＰ　ＣＳＩ－Ｒ
Ｓが送信されるリソースは、基地局装置が設定する。ＮＺＰ　ＣＳＩ－ＲＳは、端末装置
１が下りリンクのチャネル状態情報を算出するために用いられる。端末装置１は、ＮＺＰ
　ＣＳＩ－ＲＳを用いて信号測定（チャネル測定）を行なう。
【００７２】
　ＺＰ　ＣＳＩ－ＲＳのリソースは、基地局装置３が設定する。基地局装置３は、ＺＰ　
ＣＳＩ－ＲＳをゼロ出力で送信する。つまり、基地局装置３は、ＺＰ　ＣＳＩ－ＲＳを送
信しない。基地局装置３は、ＺＰ　ＣＳＩ－ＲＳの設定したリソースにおいて、ＰＤＳＣ
ＨおよびＥＰＤＣＣＨを送信しない。例えば、あるセルにおいてＮＺＰ　ＣＳＩ－ＲＳが
対応するリソースにおいて、端末装置１は、干渉を測定することができる。
【００７３】
　ＭＢＳＦＮ　ＲＳは、ＰＭＣＨの送信に用いられるサブフレームの全帯域で送信される
。ＭＢＳＦＮ　ＲＳは、ＰＭＣＨの復調を行なうために用いられる。ＰＭＣＨは、ＭＢＳ
ＦＮ　ＲＳの送信用いられるアンテナポートで送信される。
【００７４】
　ＰＲＳは、端末装置が、自装置の地理的な位置を測定するために用いられる。
【００７５】
　ここで、下りリンク物理チャネルおよび下りリンク物理信号を総称して、下りリンク信
号とも称する。また、上りリンク物理チャネルおよび上りリンク物理信号を総称して、上
りリンク信号とも称する。また、下りリンク物理チャネルおよび上りリンク物理チャネル
を総称して、物理チャネルとも称する。また、下りリンク物理信号および上りリンク物理
信号を総称して、物理信号とも称する。
【００７６】
　また、ＢＣＨ、ＭＣＨ、ＵＬ－ＳＣＨおよびＤＬ－ＳＣＨは、トランスポートチャネル
である。媒体アクセス制御（Medium Access Control: MAC）層で用いられるチャネルをト
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ランスポートチャネルと称する。ＭＡＣ層で用いられるトランスポートチャネルの単位を
、トランスポートブロック（transport block: TB）またはＭＡＣ　ＰＤＵ（Protocol Da
ta Unit）とも称する。ＭＡＣ層においてトランスポートブロック毎にＨＡＲＱ（Hybrid 
Automatic Repeat reQuest）の制御が行なわれる。トランスポートブロックは、ＭＡＣ層
が物理層に渡す（deliver）データの単位である。物理層において、トランスポートブロ
ックはコードワードにマップされ、コードワード毎に符号化処理が行なわれる。
【００７７】
　以下、無線フレーム（radio frame）の構成について説明する。
【００７８】
　図２は、本実施形態における無線フレームの概略構成を示す図である。図２において、
横軸は時間軸を示している。例えば、それぞれの無線フレームの長さは、Ｔｆ＝３０７２
００・Ｔｓ＝１０ｍｓである。ここで、Ｔｆは、無線フレーム期間（Radio frame durati
on）と呼称される。また、Ｔｓは、基準時間単位（Basic time unit）と呼称される。ま
た、それぞれの無線フレームは２つのハーフフレームから構成され、それぞれのハーフフ
レームの長さは１５３６００・Ｔｓ＝５ｍｓである。また、それぞれのハーフフレームは
５つのサブフレームから構成され、それぞれのサブフレームの長さは３０７２０・Ｔｓ＝
１ｍｓである。
【００７９】
　また、それぞれのサブフレームは２つの連続するスロットによって定義され、それぞれ
のスロットの長さは、Ｔｓｌｏｔ＝１５３６０・Ｔｓ＝０．５ｍｓ長である。また、無線
フレーム内のｉ番目のサブフレームは、（２×ｉ）番目のスロットと（２×ｉ＋１）番目
のスロットとから構成される。すなわち、１０ｍｓ間隔のそれぞれにおいて、１０個のサ
ブフレームが利用できる。ここで、サブフレームを、ＴＴＩ（Transmission Time Interv
al）とも称する。
【００８０】
　本実施形態において、以下の３つのタイプのサブフレームが定義される。
・下りリンクサブフレーム（第１のサブフレーム）
・上りリンクサブフレーム（第２のサブフレーム）
・スペシャルサブフレーム（第３のサブフレーム）
【００８１】
　下りリンクサブフレームは、下りリンク送信のためにリザーブされるサブフレームであ
る。また、上りリンクサブフレームは上りリンク送信のためにリザーブされるサブフレー
ムである。また、スペシャルサブフレームは３つのフィールドから構成される。該３つの
フィールドは、ＤｗＰＴＳ（Downlink Pilot Time Slot）、ＧＰ（Guard Period）、およ
び、ＵｐＰＴＳ（Uplink Pilot Time Slot）である。
【００８２】
　例えば、サブフレーム０、サブフレーム５、および、ＤｗＰＴＳは、常に下りリンク送
信のためにリザーブされてもよい。また、ＵｐＰＴＳ、および、スペシャルサブフレーム
の後のサブフレームは、常に上りリンク送信のためにリザーブされてもよい。ここで、単
一の無線フレームは、少なくとも下りリンクサブフレーム、上りリンクサブフレーム、お
よびスペシャルサブフレームから構成される。
【００８３】
　また、無線フレームにおいて、５ｍｓと１０ｍｓの下りリンク－上りリンク・スイッチ
ポイント周期（downlink-to-uplink switch-point periodicity）がサポートされる。下
りリンク‐上りリンク・スイッチポイント周期が５ｍｓの場合には、無線フレーム内の両
方のハーフフレームに、スペシャルサブフレームが含まれる。また、下りリンク‐上りリ
ンク・スイッチポイント周期が１０ｍｓの場合には、無線フレーム内の最初のハーフフレ
ームのみに、スペシャルサブフレームが含まれる。
【００８４】
　以下、スロットの構成について説明する。
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【００８５】
　図３は、本実施形態におけるスロットの構成を示す図である。図３において、横軸は時
間軸を、縦軸は周波数軸を示している。また、スロットのそれぞれにおいて送信される物
理信号または物理チャネルは、リソースグリッドによって表現される。下りリンクにおい
て、リソースグリッドは、複数のサブキャリアと複数のＯＦＤＭシンボルによって定義さ
れる。上りリンクにおいて、リソースグリッドは、複数のサブキャリアと複数のＳＣ－Ｆ
ＤＭＡシンボルによって定義される。
【００８６】
　また、１つのスロットを構成するサブキャリアの数は、セルの帯域幅に依存する。例え
ば、１つのスロットを構成するＯＦＤＭシンボルまたはＳＣ－ＦＤＭＡシンボルの数は７
である。ここで、リソースグリッド内のエレメントのそれぞれをリソースエレメントと称
する。また、リソースエレメントは、サブキャリアの番号とＯＦＤＭシンボルまたはＳＣ
－ＦＤＭＡシンボルの番号とを用いて識別される。
【００８７】
　リソースブロックは、ある物理チャネル（ＰＤＳＣＨ、ＰＵＳＣＨなど）のリソースエ
レメントへのマッピングを表現するために用いられる。リソースブロックは、仮想リソー
スブロックと物理リソースブロックが定義される。ある物理チャネルは、まず仮想リソー
スブロックにマップされる。その後、仮想リソースブロックは、物理リソースブロックに
マップされる。
【００８８】
　例えば、１つの物理リソースブロックは、時間領域において７個の連続するＯＦＤＭシ
ンボルまたはＳＣ－ＦＤＭＡシンボルと、周波数領域において１２個の連続するサブキャ
リアとから定義される。すなわち、１つの物理リソースブロックは（７×１２）個のリソ
ースエレメントから構成される。また、１つの物理リソースブロックは、時間領域におい
て１つのスロットに対応し、周波数領域において１８０ｋＨｚに対応する。物理リソース
ブロックは周波数領域において０から番号が付けられる。
【００８９】
　以下、サブフレームのそれぞれにおいて送信される物理チャネルおよび物理信号につい
て説明する。
【００９０】
　図４は、本実施形態における下りリンクサブフレームにおける物理チャネルおよび物理
信号の配置の一例を示す図である。図４において、横軸は時間軸を、縦軸は周波数軸を示
している。図４に示すように、基地局装置３は、下りリンクサブフレームにおいて、下り
リンク物理チャネル（ＰＢＣＨ、ＰＣＦＩＣＨ、ＰＨＩＣＨ、ＰＤＣＣＨ、ＥＰＤＣＣＨ
、ＰＤＳＣＨ）、および、下りリンク物理信号（同期信号、下りリンク参照信号）を送信
してもよい。ここで、説明の簡略化のため、図４において下りリンク参照信号は図示しな
い。
【００９１】
　ここで、ＰＤＣＣＨの領域において、複数のＰＤＣＣＨが周波数および時間多重されて
もよい。ＥＰＤＣＣＨ領域において、複数のＥＰＤＣＣＨが周波数、時間、および空間多
重されてもよい。ＰＤＳＣＨの領域において、複数のＰＤＳＣＨが周波数および空間多重
されてもよい。ＰＤＣＣＨとＰＤＳＣＨまたはＥＰＤＣＣＨは時間多重されてもよい。Ｐ
ＤＳＣＨとＥＰＤＣＣＨは周波数多重されてもよい。
【００９２】
　図５は、本実施形態における上りリンクサブフレームにおける物理チャネルおよび物理
信号の配置の一例を示す図である。図５において、横軸は時間軸を、縦軸は周波数軸を示
している。端末装置１は、上りリンクサブフレームにおいて、上りリンク物理チャネル（
ＰＵＣＣＨ、ＰＵＳＣＨ、ＰＲＡＣＨ）、および上りリンク物理信号（ＤＭＲＳ、ＳＲＳ
）を送信してもよい。
【００９３】
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　ここで、ＰＵＣＣＨの領域において、複数のＰＵＣＣＨが周波数、時間、および符合多
重されてもよい。ＰＵＳＣＨ領域において、複数のＰＵＳＣＨが周波数および空間多重さ
れてもよい。ＰＵＣＣＨとＰＵＳＣＨは周波数多重されてもよい。ＰＲＡＣＨは単一のサ
ブフレームまたは２つのサブフレームにわたって配置されてもよい。また、複数のＰＲＡ
ＣＨが符号多重されてもよい。
【００９４】
　また、ＳＲＳは、上りリンクサブフレーム内の最後のＳＣ－ＦＤＭＡシンボルを用いて
送信されてもよい。端末装置１は、単一のセルの単一のＳＣ－ＦＤＭＡシンボルにおいて
、ＳＲＳの送信と、ＰＵＣＣＨ／ＰＵＳＣＨ／ＰＲＡＣＨでの送信と、を同時に行なうこ
とはできない。端末装置１は、単一のセルの単一の上りリンクサブフレームにおいて、該
上りリンクサブフレーム内の最後のＳＣ－ＦＤＭＡシンボルを除くＳＣ－ＦＤＭＡシンボ
ルを用いて、ＰＵＳＣＨおよび／またはＰＵＣＣＨでの送信を行ない、該上りリンクサブ
フレーム内の最後のＳＣ－ＦＤＭＡシンボルを用いてＳＲＳの送信を行なうことができる
。
【００９５】
　すなわち、単一のセルの単一の上りリンクサブフレームにおいて、端末装置１は、ＳＲ
Ｓの送信と、ＰＵＳＣＨ／ＰＵＣＣＨでの送信と、の両方を行なうことができる。ここで
、ＤＭＲＳはＰＵＣＣＨまたはＰＵＳＣＨと時間多重されてもよい。ここで、説明の簡略
化のため、図５においてＤＭＲＳは図示しない。
【００９６】
　図６は、本実施形態におけるスペシャルサブフレームにおける物理チャネルおよび物理
信号の配置の一例を示す図である。図６において、横軸は時間軸を、縦軸は周波数軸を示
している。
【００９７】
　例えば、図６に示すように、ＤｗＰＴＳはスペシャルサブフレーム内の１番目から１０
番目のＯＦＤＭＡシンボル（第１のスロットのＯＦＤＭＡシンボル０から６、および、第
２のスロットのＯＦＤＭＡシンボル０から２）から構成される。また、ＧＰはスペシャル
サブフレーム内の１１番目と１２番目のシンボル（第２のスロットのシンボル３とシンボ
ル４）に対応する期間から構成される。また、ＵｐＰＴＳはスペシャルサブフレーム内の
１３番目と１４番目のＳＣ－ＦＤＭＡシンボル（第２のスロットのＳＣ－ＦＤＭＡシンボ
ル５とＳＣ－ＦＤＭＡシンボル６）から構成される。
【００９８】
　基地局装置３は、スペシャルサブフレームのＤｗＰＴＳにおいて、ＰＣＦＩＣＨ、ＰＨ
ＩＣＨ、ＰＤＣＣＨ、ＥＰＤＣＣＨ、ＰＤＳＣＨ、同期信号、および、下りリンク参照信
号を送信してもよい。また、基地局装置３は、スペシャルサブフレームのＤｗＰＴＳにお
いて、ＰＢＣＨを送信しなくてもよい。また、端末装置１は、スペシャルサブフレームの
ＵｐＰＴＳにおいて、ＰＲＡＣＨ、およびＳＲＳを送信してもよい。すなわち、端末装置
１は、スペシャルサブフレームのＵｐＰＴＳにおいて、ＰＵＣＣＨ、ＰＵＳＣＨ、および
ＤＭＲＳを送信しなくてもよい。ここで、説明の簡略化のため、図６において下りリンク
参照信号は図示しない。
【００９９】
　以下、第１のＵＬ参照ＵＬ－ＤＬ設定（uplink reference uplink-downlink configura
tion）、第１のＤＬ参照ＵＬ－ＤＬ設定（downlink reference uplink-downlink configu
ration）、第２のＵＬ参照ＵＬ－ＤＬ設定、第２のＤＬ参照ＵＬ－ＤＬ設定、および、第
３のＵＬ－ＤＬ設定（uplink-downlink configuration）について説明する。
【０１００】
　ここで、第３のＵＬ－ＤＬ設定を、明示的なレイヤ１の信号（Explicit L1 signaling
）とも称する。また、第３のＵＬ－ＤＬ設定を、明示的なレイヤ１の設定（Explicit L1 
configuration）とも称する。また、第３のＵＬ－ＤＬ設定を、送信方向ＵＬ－ＤＬ設定
（transmission direction uplink-downlink configuration）とも称する。



(18) JP 6380956 B2 2018.8.29

10

20

30

40

50

【０１０１】
　例えば、第１のＵＬ参照ＵＬ－ＤＬ設定、第１のＤＬ参照ＵＬ－ＤＬ設定、第２のＵＬ
参照ＵＬ－ＤＬ設定、第２のＤＬ参照ＵＬ－ＤＬ設定、および、第３のＵＬ－ＤＬ設定は
、ＵＬ－ＤＬ設定（uplink - downlink configuration, UL - DL configuration）によっ
て定義される。
【０１０２】
　ここで、ＵＬ－ＤＬ設定とは、無線フレーム内におけるサブフレームのパターンに関す
る設定である。すなわち、ＵＬ－ＤＬ設定は、無線フレーム内におけるサブフレームのそ
れぞれが、下りリンクサブフレーム、上りリンクサブフレーム、および、スペシャルサブ
フレームのいずれであるかを示す。
【０１０３】
　すなわち、第１のＵＬ参照ＵＬ－ＤＬ設定、第２のＵＬ参照ＵＬ－ＤＬ設定、第１のＤ
Ｌ参照ＵＬ－ＤＬ設定、第２のＤＬ参照ＵＬ－ＤＬ設定、および、第３のＵＬ－ＤＬ設定
は、無線フレーム内における下りリンクサブフレーム、上りリンクサブフレーム、および
、スペシャルサブフレームのパターンによって定義される。
【０１０４】
　例えば、下りリンクサブフレーム、上りリンクサブフレーム、および、スペシャルサブ
フレームのパターンとは、サブフレーム＃０から＃９のそれぞれが、下りリンクサブフレ
ーム、上りリンクサブフレーム、および、スペシャルサブフレームのいずれであるかを示
すものであり、好ましくは、ＤとＵとＳ（それぞれ下りリンクサブフレーム、上りリンク
サブフレーム、および、スペシャルサブフレームを示す）の長さ１０となる任意の組み合
わせで表現される。より好ましくは、先頭（つまりサブフレーム＃０）がＤで、２番目（
つまりサブフレーム＃１）がＳである。
【０１０５】
　図７は、本実施形態におけるＵＬ－ＤＬ設定の一例を示す表である。図７において、Ｄ
は下りリンクサブフレームを示し、Ｕは上りリンクサブフレームを示し、Ｓはスペシャル
サブフレームを示す。
【０１０６】
　ここで、第１または第２のＵＬ参照ＵＬ－ＤＬ設定としてＵＬ－ＤＬ設定ｉがセットさ
れることを、第１または第２のＵＬ参照ＵＬ－ＤＬ設定ｉがセットされると称する。また
、第１または第２のＤＬ参照ＵＬ－ＤＬ設定としてＵＬ－ＤＬ設定ｉがセットされること
を、第１または第２のＤＬ参照ＵＬ－ＤＬ設定ｉがセットされると称する。また、第３の
ＵＬ－ＤＬ設定としてＵＬ－ＤＬ設定ｉがセットされることを、第３のＵＬ－ＤＬ設定ｉ
がセットされると称する。
【０１０７】
　また、ＵＬ参照ＵＬ－ＤＬ設定としてＵＬ－ＤＬ設定ｉがセットされることを、ＵＬ参
照ＵＬ－ＤＬ設定ｉがセットされると称する。また、ＤＬ参照ＵＬ－ＤＬ設定としてＵＬ
－ＤＬ設定ｉがセットされることを、ＤＬ参照ＵＬ－ＤＬ設定ｉがセットされると称する
。
【０１０８】
　以下、第１のＵＬ参照ＵＬ－ＤＬ設定、第１のＤＬ参照ＵＬ－ＤＬ設定、および、第３
のＵＬ－ＤＬ設定にセッティング方法ついて説明する。
【０１０９】
　基地局装置３は、第１のＵＬ参照ＵＬ－ＤＬ設定、第１のＤＬ参照ＵＬ－ＤＬ設定、お
よび、第３のＵＬ－ＤＬ設定をセットする。
【０１１０】
　また、基地局装置３は、第１のＵＬ参照ＵＬ－ＤＬ設定を示す第１の情報（TDD-Config
）を、ＭＩＢ、システムインフォメーションブロックタイプ１メッセージ、システムイン
フォメーションメッセージ、ＲＲＣメッセージ、ＭＡＣ　ＣＥ（Control Element）、お
よび、物理層の制御情報（例えば、ＤＣＩフォーマット）の少なくとも１つに含めて、端
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末装置１に送信してもよい。
【０１１１】
　また、基地局装置３は、第１のＤＬ参照ＵＬ－ＤＬ設定を示す第２の情報を、ＭＩＢ、
システムインフォメーションブロックタイプ１メッセージ、システムインフォメーション
メッセージ、ＲＲＣメッセージ、ＭＡＣ　ＣＥ（Control Element）、および、物理層の
制御情報（例えば、ＤＣＩフォーマット）の少なくとも１つに含めて、端末装置１に送信
してもよい。
【０１１２】
　また、基地局装置３は、第３のＵＬ－ＤＬ設定を示す第３の情報を、ＭＩＢ、システム
インフォメーションブロックタイプ１メッセージ、システムインフォメーションメッセー
ジ、ＲＲＣメッセージ、ＭＡＣ　ＣＥ（Control Element）、および、物理層の制御情報
（例えば、ＤＣＩフォーマット）の少なくとも１つに含めて、端末装置１に送信してもよ
い。
【０１１３】
　ここで、複数のセルのそれぞれに対して、第１のＵＬ参照ＵＬ－ＤＬ設定、第２のＵＬ
参照ＵＬ－ＤＬ設定、第１のＤＬ参照ＵＬ－ＤＬ設定、第２のＤＬ参照ＵＬ－ＤＬ設定、
および、第３のＵＬ－ＤＬ設定が定義されてもよい。
【０１１４】
　すなわち、基地局装置３は、セルのそれぞれに対する、第１の情報、第２の情報、およ
び、第３の情報を、複数のセルが設定された端末装置１に送信してもよい。すなわち、セ
ルのそれぞれに対して、第１の情報、第２の情報、および、第３の情報が設定されてもよ
い。
【０１１５】
　すなわち、複数のセルが設定された端末装置１は、セルのそれぞれに対して、第１の情
報、第２の情報、および、第３の情報に基づいて、第１のＵＬ参照ＵＬ－ＤＬ設定、第１
のＤＬ参照ＵＬ－ＤＬ設定、および、第３のＵＬ－ＤＬ設定をセットしてもよい。
【０１１６】
　例えば、プライマリーセルに対する第１の情報は、システムインフォメーションブロッ
クタイプ１メッセージ、または、ＲＲＣメッセージに含まれることが好ましい。また、セ
カンダリーセルに対する第１の情報は、ＲＲＣメッセージに含まれることが好ましい。
【０１１７】
　また、プライマリーセルに対する第２の情報は、システムインフォメーションブロック
タイプ１メッセージ、システムインフォメーションメッセージ、または、ＲＲＣメッセー
ジに含まれることが好ましい。また、セカンダリーセルに対する第２の情報は、ＲＲＣメ
ッセージに含まれることが好ましい。また、第３の情報は、物理層の制御情報（例えば、
ＤＣＩフォーマット）に含まれることが好ましい。
【０１１８】
　ここで、システムインフォメーションブロックタイプ１メッセージは、SFN mod 8 = 0
を満たす無線フレームのサブフレーム５においてＰＤＳＣＨで初期送信が行なわれ、SFN 
mod 2= 0を満たす他の無線フレームにおけるサブフレーム５においてＰＤＳＣＨで再送信
（repetition）が行なわれる。例えば、システムインフォメーションブロックタイプ１メ
ッセージは、スペシャルサブフレームの構成（ＤｗＰＴＳ、ＧＰ、およびＵｐＰＴＳの長
さ）を示す情報を含んでもよい。また、システムインフォメーションブロックタイプ１メ
ッセージは、セル固有の情報である。
【０１１９】
　また、システムインフォメーションメッセージは、ＰＤＳＣＨで送信される。また、シ
ステムインフォメーションメッセージは、セル固有の情報である。システムインフォメー
ションメッセージは、システムインフォメーションブロックタイプ１以外のシステムイン
フォメーションブロックＸを含む。
【０１２０】
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　また、ＲＲＣメッセージは、ＰＤＳＣＨで送信される。ここで、ＲＲＣメッセージは、
ＲＲＣ層において処理される情報／信号である。ＲＲＣメッセージは、セル内の複数の端
末装置１に対して共通であってもよいし、特定の端末装置１に対して専用であってもよい
。
【０１２１】
　また、ＭＡＣ　ＣＥはＰＤＳＣＨで送信される。ここで、ＭＡＣ　ＣＥは、ＭＡＣ層に
おいて処理される情報／信号である。
【０１２２】
　図８は、本実施形態における第１のＵＬ参照ＵＬ－ＤＬ設定および第１のＤＬ参照ＵＬ
－ＤＬ設定のセッティング方法を示すフロー図である。端末装置１は、複数のセルのそれ
ぞれに対して、図８におけるセッティング方法を実行してもよい。
【０１２３】
　端末装置１は、あるセルに対して、第１の情報に基づいて第１のＵＬ参照ＵＬ－ＤＬ設
定をセットする（Ｓ８００）。また、端末装置１は、該あるセルに対する第２の情報を受
信しているかどうかを判断する（Ｓ８０２）。ここで、端末装置１は、該あるセルに対す
る第２の情報を受信している場合は、該あるセルに対して、該あるセルに対する第２の情
報に基づいて第１のＤＬ参照ＵＬ－ＤＬ設定をセットする（Ｓ８０６）。また、端末装置
１は、該あるセルに対する第２の情報を受信していない場合は（else/otherwise）、該あ
るセルに対して、該あるセルに対する第１の情報に基づいて第１のＤＬ参照ＵＬ－ＤＬ設
定をセットする（Ｓ８０４）。
【０１２４】
　ここで、第２の情報に基づいて第１のＤＬ参照ＵＬ－ＤＬ設定がセットされているセル
を、ダイナミックＴＤＤ（ｅＩＭＴＡでもよい）が設定されているセルとも称する。
【０１２５】
　基地局装置３は、ダイナミックＴＤＤに関連する情報（ｅＩＭＴＡに関連する情報）を
送信することによって、端末装置１に対してダイナミックＴＤＤ（ｅＩＭＴＡでもよい）
を用いて動作することを設定することができる。
【０１２６】
　また、あるセルに対する第２の情報を受信していない場合は、第１のＵＬ参照ＵＬ－Ｄ
Ｌ設定および第１のＤＬ参照ＵＬ－ＤＬ設定は定義されなくてもよい。すなわち、端末装
置１は、あるセルに対する第２の情報を受信していない場合は、該あるセルに対して、該
あるセルに対する第１の情報に基づいて１つのＵＬ－ＤＬ設定をセットしてもよい。
【０１２７】
　また、端末装置１は、第２の情報を受信し、第２の情報に基づいて上りリンクの送信が
可能なサブフレームを判断する。次に、端末装置１は、第３の情報をモニタする。端末装
置１は、第３の情報を受信した場合に、第３の情報に基づいて上りリンクの送信が可能な
サブフレームを判断する。
【０１２８】
　例えば、基地局装置３は、ＰＤＣＣＨ／ＥＰＤＣＣＨを用いて、第３の情報を端末装置
１に送信してもよい。すなわち、第３の情報は、基地局装置３（セル）がカバレッジ内の
ダイナミックＴＤＤの動作を制御するために用いられてもよい。ここで、第３の情報は、
ＣＳＳおよび／またはＵＳＳにおいて送受信されてもよい。
【０１２９】
　端末装置１は、受信した信号に対して復号を試み、第３の情報が送信されるＰＤＣＣＨ
／ＥＰＤＣＣＨ（ＤＣＩフォーマットでもよい）が検出されたか否かを判断する。端末装
置１は、第３の情報が送信されるＰＤＣＣＨ／ＥＰＤＣＣＨを検出した場合、検出した第
３の情報に基づいて、上りリンクの送信が可能なサブフレームを判断する。また、端末装
置１は、第３の情報が送信されるＰＤＣＣＨ／ＥＰＤＣＣＨを検出しなかった場合、上り
リンクの送信が可能なサブフレームに関して、これまでの判断を維持してもよい。
【０１３０】
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　以下、第２のＵＬ参照ＵＬ－ＤＬ設定のセッティング方法について説明する。
【０１３１】
　基地局装置３および端末装置１は、端末装置１に対して複数のセルが設定されており、
少なくとも２つのセルに対する第１のＵＬ参照ＵＬ－ＤＬ設定が異なる場合に、第２のＵ
Ｌ参照ＵＬ－ＤＬ設定をセットしてもよい。
【０１３２】
　また、基地局装置３および端末装置１は、端末装置１に対して複数のセルが設定されて
おり、少なくとも２つのセルに対する第１のＵＬ参照ＵＬ－ＤＬ設定が異なる場合以外は
、第２のＵＬ参照ＵＬ－ＤＬ設定をセットしなくてもよい。ここで、少なくとも２つのサ
ービングセルに対する第１のＵＬ参照ＵＬ－ＤＬ設定が異なる場合以外とは、全ての（例
えば、２つの）サービングセルに対する第１のＵＬ参照ＵＬ－ＤＬ設定が同一の場合であ
ることを含んでもよい。
【０１３３】
　また、基地局装置３および端末装置１は、端末装置１に対して１つのセル（のみ）が設
定されている場合は、第２のＵＬ参照ＵＬ－ＤＬ設定をセットしなくてもよい。
【０１３４】
　図９は、本実施形態における第２のＵＬ参照ＵＬ－ＤＬ設定のセッティング方法を示す
フロー図である。図９では、端末装置１に対して、１つのプライマリーセルと１つのセカ
ンダリーセルが設定されていることを示している。ここで、端末装置１は、プライマリー
セルおよびセカンダリーセルのそれぞれに対して、図９におけるセッティング方法を実行
してもよい。
【０１３５】
　端末装置１は、プライマリーセルに対する第１のＵＬ参照ＵＬ－ＤＬ設定およびセカン
ダリーセルに対する第１のＵＬ参照ＵＬ－ＤＬ設定が異なるかどうかを判断する（Ｓ９０
０）。ここで、端末装置１は、プライマリーセルに対する第１のＵＬ参照ＵＬ－ＤＬ設定
およびセカンダリーセルに対する第１のＵＬ参照ＵＬ－ＤＬ設定が同一の場合は、第２の
ＵＬ参照ＵＬ－ＤＬ設定をセットせずに、第２のＵＬ参照ＵＬ－ＤＬ設定に対するセッテ
ィング処理を終了する。
【０１３６】
　また、端末装置１は、プライマリーセルに対する第１のＵＬ参照ＵＬ－ＤＬ設定および
セカンダリーセルに対する第１のＵＬ参照ＵＬ－ＤＬ設定が異なる場合は、サービングセ
ルがプライマリーセルであるか、セカンダリーセルであるか、および／または、他のサー
ビングセルにおいて、サービングセルに対応しＣＩＦ（Carrier Indicator Field）をと
もなうＰＤＣＣＨ／ＥＰＤＣＣＨをモニタするように設定されているかを判断する（Ｓ９
０２）。
【０１３７】
　ここで、サービングセルがセカンダリーセルであり、端末装置１が他のサービングセル
（すなわち、プライマリーセル）において、サービングセル（セカンダリーセル）に対応
しＣＩＦをともなうＰＤＣＣＨ／ＥＰＤＣＣＨをモニタするように設定されている場合は
、他のサービングセル（プライマリーセル）に対する第１のＵＬ参照ＵＬ－ＤＬ設定、お
よび、サービングセル（セカンダリーセル）に対する第１のＵＬ参照ＵＬ－ＤＬ設定によ
って形成されるペアに基づいて、サービングセル（セカンダリーセル）に対する第２のＵ
Ｌ参照ＵＬ－ＤＬ設定がセットされる（Ｓ９０４）。
【０１３８】
　例えば、Ｓ９０４において、端末装置１は、図１０の表に基づいて、サービングセル（
セカンダリーセル）に対する第２のＵＬ参照ＵＬ－ＤＬ設定をセットする。図１０は、他
のサービングセル（プライマリーセル）に対する第１のＵＬ参照ＵＬ－ＤＬ設定、および
、サービングセル（セカンダリーセル）に対する第１のＵＬ参照ＵＬ－ＤＬ設定によって
形成されるペア、および、セカンダリーセルに対する第２のＵＬ参照ＵＬ－ＤＬ設定の対
応を示す図である。
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【０１３９】
　図１０において、プライマリーセルＵＬ－ＤＬ設定は、他のサービングセル（プライマ
リーセル）に対する第１のＵＬ参照ＵＬ－ＤＬ設定を参照する。また、セカンダリーセル
ＵＬ－ＤＬ設定は、サービングセル（セカンダリーセル）に対する第１のＵＬ参照ＵＬ－
ＤＬ設定を参照する。
【０１４０】
　例えば、他のサービングセル（プライマリーセル）に対して第１のＵＬ参照ＵＬ－ＤＬ
設定０がセットされ、サービングセル（セカンダリーセル）に対して第１のＵＬ参照ＵＬ
－ＤＬ設定２がセットされている場合には、セカンダリーセルに対して第２のＵＬ参照Ｕ
Ｌ－ＤＬ設定１がセットされる。
【０１４１】
　また、サービングセルがプライマリーセルである、または、サービングセルがセカンダ
リーセルであり、端末装置１が他のサービングセル（すなわち、プライマリーセル）にお
いて、サービングセル（セカンダリーセル）に対応しＣＩＦをともなうＰＤＣＣＨ／ＥＰ
ＤＣＣＨをモニタするように設定されていない場合は、サービングセルに対する第１のＵ
Ｌ参照ＵＬ－ＤＬ設定が、サービングセルに対する第２のＵＬ参照ＵＬ－ＤＬ設定にセッ
トされる（Ｓ９０６）。
【０１４２】
　同様に、基地局装置３は、図９に示すセッティング方法に基づいて、第２のＵＬ参照Ｕ
Ｌ－ＤＬ設定をセットする。
【０１４３】
　ここで、ＣＩＦをともなうＰＤＣＣＨ／ＥＰＤＣＣＨをモニタすることは、ＣＩＦを含
むＤＣＩフォーマットに応じてＰＤＣＣＨまたはＥＰＤＣＣＨのデコードを試みることの
意味を含む。また、ＣＩＦは、キャリアインディケータがマップされるフィールドを示す
。また、キャリアインディケータの値は、該キャリアインディケータが関連するＤＣＩフ
ォーマットが対応するサービングセルを示す。
【０１４４】
　すなわち、他のサービングセルにおいて、サービングセルに対応しＣＩＦをともなうＰ
ＤＣＣＨ／ＥＰＤＣＣＨをモニタするように設定されている端末装置１は、該他のサービ
ングセルにおいて、ＣＩＦをともなうＰＤＣＣＨ／ＥＰＤＣＣＨをモニタする。
【０１４５】
　また、他のサービングセルにおいて、サービングセルに対応しＣＩＦをともなうＰＤＣ
ＣＨ／ＥＰＤＣＣＨをモニタするように設定されている端末装置１は、該他のサービング
セルにおいて、該サービングセルに対する第３の情報をＰＤＣＣＨ／ＥＰＤＣＣＨを介し
て受信することが好ましい。
【０１４６】
　また、他のサービングセルにおいて、サービングセルに対応しＣＩＦをともなうＰＤＣ
ＣＨ／ＥＰＤＣＣＨをモニタするように設定されていない端末装置１は、該他のサービン
グセルにおいてＣＩＦをともなう、または、ＣＩＦをともなわないＰＤＣＣＨ／ＥＰＤＣ
ＣＨをモニタしてもよい。
【０１４７】
　また、他のサービングセルにおいて、サービングセルに対応しＣＩＦをともなうＰＤＣ
ＣＨ／ＥＰＤＣＣＨをモニタするように設定されていない端末装置１は、該他のサービン
グセルにおいて、該サービングセルに対する第３の情報をＰＤＣＣＨ／ＥＰＤＣＣＨを介
して受信することが好ましい。
【０１４８】
　ここで、プライマリーセルに対するＰＤＣＣＨ／ＥＰＤＣＣＨ（ＤＣＩフォーマットで
もよい）は、プライマリーセルにおいて送信される。すなわち、プライマリーセルに対す
る第３の情報は、プライマリーセルのＰＤＣＣＨ／ＥＰＤＣＣＨを介して送信されること
が好ましい。
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【０１４９】
　基地局装置３は、プライマリーセルにおいて送信されるＤＣＩフォーマットにＣＩＦが
含まれるかどうかを示すパラメータ（cif-Presence-r10）を、端末装置１に送信してもよ
い。また、基地局装置３は、セカンダリーセルのそれぞれに対して、クロスキャリアスケ
ジューリングに関連するパラメータ（CrossCarrierSchedulingConfig-r10）を、端末装置
１に送信してもよい。
【０１５０】
　ここで、パラメータ（CrossCarrierSchedulingConfig-r10）は、関連するセカンダリー
セルに対応するＰＤＣＣＨ／ＥＰＤＣＣＨが、該セカンダリーセルで送信されるか、他の
サービングセルで送信されるかを示すパラメータ（schedulingCellInfo-r10）を含んでも
よい。
【０１５１】
　また、パラメータ（schedulingCellInfo-r10）が、関連するセカンダリーセルに対応す
るＰＤＣＣＨ／ＥＰＤＣＣＨが該セカンダリーセルで送信されることを示している場合、
パラメータ（schedulingCellInfo-r10）は、該セカンダリーセルにおいて送信されるＤＣ
ＩフォーマットにＣＩＦが含まれるかどうかを示すパラメータ（cif-Presence-r10）を含
んでもよい。
【０１５２】
　また、パラメータ（schedulingCellInfo-r10）が、関連するセカンダリーセルに対応す
るＰＤＣＣＨ／ＥＰＤＣＣＨが他のサービングセルで送信されることを示している場合、
パラメータ（schedulingCellInfo-r10）は、関連する該セカンダリーセルに対する下りリ
ンクアサインメントまたは上りリンクグラントが、何れのサービングセルで送られるかを
示すパラメータ（schedulingCellId）を含んでもよい。
【０１５３】
　以下、第２のＤＬ参照ＵＬ－ＤＬ設定のセッティング方法について説明する。
【０１５４】
　例えば、基地局装置３および端末装置１は、端末装置１に対して複数のセルが設定され
ており、少なくとも２つのセルに対する第１のＤＬ参照ＵＬ－ＤＬ設定が異なる場合に、
第２のＤＬ参照ＵＬ－ＤＬ設定をセットする。
【０１５５】
　また、基地局装置３および端末装置１は、端末装置１に対して複数のセルが設定されて
おり、少なくとも２つのセルに対する第１のＤＬ参照ＵＬ－ＤＬ設定が異なる場合以外は
、第２のＤＬ参照ＵＬ－ＤＬ設定をセットしなくてもよい。ここで、少なくとも２つのセ
ルに対する第１のＤＬ参照ＵＬ－ＤＬ設定が異なる場合以外とは、全ての（例えば、２つ
の）セルに対する第１のＤＬ参照ＵＬ－ＤＬ設定が同一の場合であることを含んでもよい
。
【０１５６】
　また、基地局装置３および端末装置１は、端末装置１に対して１つのセル（のみ）が設
定されている場合は、第２のＤＬ参照ＵＬ－ＤＬ設定をセットしなくてもよい。
【０１５７】
　図１１は、本実施形態における第２のＤＬ参照ＵＬ－ＤＬ設定のセッティング方法を示
すフロー図である。図１１では、端末装置１に対して、１つのプライマリーセルと１つの
セカンダリーセルが設定されていることを示している。端末装置１は、プライマリーセル
およびセカンダリーセルのそれぞれに対して、図１１におけるセッティング方法を実行し
てもよい。
【０１５８】
　端末装置１は、プライマリーセルに対する第１のＤＬ参照ＵＬ－ＤＬ設定およびセカン
ダリーセルに対する第１のＤＬ参照ＵＬ－ＤＬ設定が異なるかどうかを判断する（Ｓ１１
００）。ここで、端末装置１は、プライマリーセルに対する第１のＤＬ参照ＵＬ－ＤＬ設
定およびセカンダリーセルに対する第１のＤＬ参照ＵＬ－ＤＬ設定が同一の場合は、第２
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のＤＬ参照ＵＬ－ＤＬ設定をセットせずに、第２のＤＬ参照ＵＬ－ＤＬ設定に対するセッ
ティング処理を終了する。
【０１５９】
　また、端末装置１は、プライマリーセルに対する第１のＤＬ参照ＵＬ－ＤＬ設定および
セカンダリーセルに対する第１のＤＬ参照ＵＬ－ＤＬ設定が異なる場合は、サービングセ
ルがプライマリーセルであるか、セカンダリーセルであるかを判断する（Ｓ１１０２）。
【０１６０】
　ここで、サービングセルがセカンダリーセルである場合は、他のサービングセル（すな
わち、プライマリーセル）に対する第１のＤＬ参照ＵＬ－ＤＬ設、および、サービングセ
ル（セカンダリーセル）に対する第１のＤＬ参照ＵＬ－ＤＬ設定によって形成されるペア
に基づいて、サービングセル（セカンダリーセル）に対する第２のＵＬ参照ＵＬ－ＤＬ設
定がセットされる（Ｓ１１０４）。
【０１６１】
　例えば、Ｓ１１０４において、端末装置１は、図１２の表に基づいて、サービングセル
（セカンダリーセル）に対する第２のＤＬ参照ＵＬ－ＤＬ設定をセットする。図１２は、
プライマリーセルに対する第１のＤＬ参照ＵＬ－ＤＬ設定、および、セカンダリーセルに
対する第１のＤＬ参照ＵＬ－ＤＬ設定によって形成されるペア、および、セカンダリーセ
ルに対する第２のＤＬ参照ＵＬ－ＤＬ設定の対応を示す図である。
【０１６２】
　図１２において、プライマリーセルＵＬ－ＤＬ設定は、プライマリーセルに対する第１
のＤＬ参照ＵＬ－ＤＬ設定を参照する。また、セカンダリーセルＵＬ－ＤＬ設定は、セカ
ンダリーセルに対する第１のＤＬ参照ＵＬ－ＤＬ設定を参照する。
【０１６３】
　例えば、プライマリーセルに対する第１のＤＬ参照ＵＬ－ＤＬ設定、および、セカンダ
リーセルに対する第１のＤＬ参照ＵＬ－ＤＬ設定によって形成されるペアが、図１２にお
けるセット１に属する場合は、セカンダリーセルに対する第２のＤＬ参照ＵＬ－ＤＬ設定
はセット１において定義される。
【０１６４】
　また、例えば、端末装置１が、プライマリーセルにおいて、セカンダリーセルに対応し
ＣＩＦをともなうＰＤＣＣＨ／ＥＰＤＣＣＨをモニタするように設定されておらず、プラ
イマリーセルに対する第１のＤＬ参照ＵＬ－ＤＬ設定、および、セカンダリーセルに対す
る第１のＤＬ参照ＵＬ－ＤＬ設定によって形成されるペアが、図１２におけるセット２に
属する場合は、セカンダリーセルに対する第２のＤＬ参照ＵＬ－ＤＬ設定はセット２にお
いて定義される。
【０１６５】
　また、プライマリーセルに対して第１のＤＬ参照ＵＬ－ＤＬ設定１がセットされ、セカ
ンダリーセルに対して第１のＤＬ参照ＵＬ－ＤＬ設定０がセットされている場合は、セカ
ンダリーセルに対して第２のＤＬ参照ＵＬ－ＤＬ設定１がセットされる。
【０１６６】
　また、サービングセルがプライマリーセルである場合は、サービングセル（プライマリ
ーセル）に対する第１のＤＬ参照ＵＬ－ＤＬ設定が、サービングセル（プライマリーセル
）に対する第２のＤＬ参照ＵＬ－ＤＬ設定にセットされる（Ｓ１１０６）。
【０１６７】
　同様に、基地局装置３は、図１１に示すセッティング方法に基づいて、第２のＤＬ参照
ＵＬ－ＤＬ設定をセットする。
【０１６８】
　以下、第１のＵＬ参照ＵＬ－ＤＬ設定について説明する。
【０１６９】
　第１のＵＬ参照ＵＬ－ＤＬ設定は、セルにおいて、上りリンクの送信が、可能または不
可能なサブフレームを特定するために少なくとも用いられる。ここで、以下の記載におい
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て、‘特定する’は、少なくとも、‘決定する’、‘選択する’、‘指示する’の意味が
含まれる。
【０１７０】
　例えば、端末装置１は、第１のＵＬ参照ＵＬ－ＤＬ設定を用いて下りリンクサブフレー
ムとして指示されたサブフレームにおいて、上りリンクの送信を行なわない。また、端末
装置１は、第１のＵＬ参照ＵＬ－ＤＬ設定を用いてスペシャルサブフレームとして指示さ
れたサブフレームのＤｗＰＴＳおよびＧＰにおいて、上りリンクの送信を行なわない。
【０１７１】
　以下、第１のＤＬ参照ＵＬ－ＤＬ設定について説明する。
【０１７２】
　第１のＤＬ参照ＵＬ－ＤＬ設定は、セルにおいて、下りリンクの送信が、可能または不
可能なサブフレームを特定するために少なくとも用いられる。
【０１７３】
　例えば、端末装置１は、第１のＤＬ参照ＵＬ－ＤＬ設定を用いて上りリンクサブフレー
ムとして指示されたサブフレームにおいて、下りリンクの送信を行なわない。また、端末
装置１は、第１のＤＬ参照ＵＬ－ＤＬ設定を用いてスペシャルサブフレームとして指示さ
れたサブフレームのＵｐＰＴＳおよびＧＰにおいて、下りリンクの送信を行なわない。
【０１７４】
　また、第１の情報に基づいて第１のＤＬ参照ＵＬ－ＤＬ設定をセットしている端末装置
１は、第１のＵＬ参照ＵＬ－ＤＬ設定または第１のＤＬ参照ＵＬ－ＤＬ設定を用いて指示
された下りリンクサブフレームまたはスペシャルサブフレームのＤｗＰＴＳにおいて、下
りリンクの信号を用いた測定（例えば、チャネル状態情報に関する測定）を行なってもよ
い。
【０１７５】
　ここで、第１のＵＬ参照ＵＬ－ＤＬ設定を用いて上りリンクサブフレームとして指示さ
れ、第１のＤＬ参照ＵＬ－ＤＬ設定を用いて下りリンクサブフレームとして指示されたサ
ブフレームを、第１のフレキシブルサブフレームとも称する。第１のフレキシブルサブフ
レームは、上りリンクの送信および下りリンクの送信のためにリザーブされるサブフレー
ムであってもよい。
【０１７６】
　また、第１のＵＬ参照ＵＬ－ＤＬ設定を用いてスペシャルサブフレームとして指示され
、第１のＤＬ参照ＵＬ－ＤＬ設定を用いて下りリンクサブフレームとして指示されたサブ
フレームを、第２のフレキシブルサブフレームとも称する。第２のフレキシブルサブフレ
ームは、下りリンクの送信のためにリザーブされるサブフレームであってもよい。また、
第２のフレキシブルサブフレームは、ＤｗＰＴＳにおける下りリンクの送信、および、Ｕ
ｐＰＴＳにおける上りリンクの送信のためにリザーブされるサブフレームであってもよい
。
【０１７７】
　また、第１のＵＬ参照ＵＬ－ＤＬ設定を用いて上りリンクサブフレームとして指示され
、第１のＤＬ参照ＵＬ－ＤＬ設定を用いて上りリンクサブフレームとして指示されたサブ
フレームを、フィックスド上りリンクサブフレーム（fixed uplink subframe）とも称す
る。フィックスド上りリンクサブフレームは、上りリンクの送信のためにリザーブされる
。
【０１７８】
　以下、第３のＵＬ－ＤＬ設定について説明する。
【０１７９】
　基地局装置３および端末装置１は、サブフレームにおける送信の方向（上り／下り）に
関する第３のＵＬ－ＤＬ設定をセットする。例えば、第３のＵＬ－ＤＬ設定は、サブフレ
ームにおける送信の方向を特定するために用いられてもよい。また、第３のＵＬ－ＤＬ設
定は、第１のＵＬ参照ＵＬ－ＤＬ設定と第１のＤＬ参照ＵＬ－ＤＬ設定とを用いて、異な
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るサブフレームとして指示されているサブフレームにおける、送信の方向を特定するため
に用いられてもよい。
【０１８０】
　すなわち、端末装置１は、スケジューリング情報（ＤＣＩフォーマットおよび／または
ＨＡＲＱ－ＡＣＫ）、および、第３のＵＬ－ＤＬ設定に基づいて、第１のフレキシブルサ
ブフレームおよび第２のフレキシブルサブフレームにおける送信を制御する。
【０１８１】
　例えば、第３のＵＬ－ＤＬ設定を示す第３の情報は、上りリンクの送信が可能なサブフ
レームを指示するための情報であってもよい。また、第３のＵＬ－ＤＬ設定を示す第３の
情報は、下りリンクの送信が可能なサブフレームを指示するための情報であってもよい。
また、第３のＵＬ－ＤＬ設定を示す第３の情報は、ＵｐＰＴＳにおける上りリンクの送信
およびＤｗＰＴＳにおける下りリンクの送信が可能なサブフレームを指示するための情報
であってもよい。
【０１８２】
　基地局装置３は、第３のＵＬ－ＤＬ設定を用いて下りリンクサブフレームとして指示し
たサブフレームにおいて、下りリンクの送信のスケジューリングを行なってもよい。また
、端末装置１は、第３のＵＬ－ＤＬ設定を用いて下りリンクサブフレームとして指示され
たサブフレームにおいて、下りリンクの受信の処理を行ってもよい。
【０１８３】
　また、基地局装置３は、第３のＵＬ－ＤＬ設定を用いて上りリンクサブフレームとして
指示したサブフレームにおいて、上りリンクの送信のスケジューリングを行なってもよい
。また、端末装置１は、第３のＵＬ－ＤＬ設定を用いて上りリンクサブフレームとして指
示されたサブフレームにおいて、上りリンクの送信の処理を行ってもよい。
【０１８４】
　また、基地局装置３は、第３のＵＬ－ＤＬ設定を用いてスペシャルサブフレームとして
指示したサブフレームのＤｗＰＴＳにおいて、下りリンクの送信のスケジューリングを行
なってもよい。また、端末装置１は、第３のＵＬ－ＤＬ設定を用いてスペシャルサブフレ
ームとして指示されたサブフレームのＤｗＰＴＳにおいて、下りリンクの受信の処理を行
ってもよい。
【０１８５】
　ここで、第３のＵＬ－ＤＬ設定は、端末装置が、ＰＤＣＣＨおよび／またはＥＰＤＣＣ
Ｈをモニタする下りリンクサブフレームを指示（通知）するために使用されても良い。ま
た、第３のＵＬ－ＤＬ設定（第３の情報）は、端末装置が、チャネル状態情報を測定する
下りリンクサブフレーム（チャネル状態情報の測定が可能な下りリンクサブフレーム）を
指示（通知）するために使用されても良い。
【０１８６】
　以下、第１のＵＬ参照ＵＬ－ＤＬ設定、および、第２のＵＬ参照ＵＬ－ＤＬ設定につい
て説明する。
【０１８７】
　第１のＵＬ参照ＵＬ－ＤＬ設定および第２のＵＬ参照ＵＬ－ＤＬ設定は、ＰＤＣＣＨ／
ＥＰＤＣＣＨ／ＰＨＩＣＨが配置されるサブフレームｎと前記ＰＤＣＣＨ／ＥＰＤＣＣＨ
／ＰＨＩＣＨが対応するＰＵＳＣＨが配置されるサブフレームｎ＋ｋとの対応を特定する
ために用いられてもよい。
【０１８８】
　例えば、１つのプライマリーセルが設定されている場合、または、１つのプライマリー
セルおよび１つのセカンダリーセルが設定され、プライマリーセルに対する第１のＵＬ参
照ＵＬ－ＤＬ設定およびセカンダリーセルに対する第１のＵＬ参照ＵＬ－ＤＬ設定が同一
の場合は、２つのサービングセルのそれぞれにおいて、対応する第１のＵＬ参照ＵＬ－Ｄ
Ｌ設定が、ＰＤＣＣＨ／ＥＰＤＣＣＨ／ＰＨＩＣＨが配置されるサブフレームと前記ＰＤ
ＣＣＨ／ＥＰＤＣＣＨ／ＰＨＩＣＨが対応するＰＵＳＣＨが配置されるサブフレームとの
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対応を特定するために用いられる。
【０１８９】
　また、１つのプライマリーセルおよび１つのセカンダリーセルが設定され、プライマリ
ーセルに対する第１のＵＬ参照ＵＬ－ＤＬ設定およびセカンダリーセルに対する第１のＵ
Ｌ参照ＵＬ－ＤＬ設定が異なる場合は、２つのサービングセルのそれぞれにおいて、対応
する第２のＵＬ参照ＵＬ－ＤＬ設定が、ＰＤＣＣＨ／ＥＰＤＣＣＨ／ＰＨＩＣＨが配置さ
れるサブフレームと前記ＰＤＣＣＨ／ＥＰＤＣＣＨ／ＰＨＩＣＨが対応するＰＵＳＣＨが
配置されるサブフレームとの対応を特定するために用いられる。
【０１９０】
　図１３は、本実施形態におけるＰＤＣＣＨ／ＥＰＤＣＣＨ／ＰＨＩＣＨが配置されるサ
ブフレームｎと前記ＰＤＣＣＨ／ＥＰＤＣＣＨ／ＰＨＩＣＨが対応するＰＵＳＣＨが配置
されるサブフレームｎ＋ｋとの対応を示す図である。端末装置１は、図１３の表に従って
ｋの値を特定する。
【０１９１】
　図１３において、１つのプライマリーセルが設定されている場合、または、１つのプラ
イマリーセルおよび１つのセカンダリーセルが設定され、プライマリーセルに対する第１
のＵＬ参照ＵＬ－ＤＬ設定およびセカンダリーセルに対する第１のＵＬ参照ＵＬ－ＤＬ設
定が同一の場合は、ＵＬ参照ＵＬ－ＤＬ設定として、第１のＵＬ参照ＵＬ－ＤＬ設定が参
照される。
【０１９２】
　また、１つのプライマリーセルおよび１つのセカンダリーセルが設定され、プライマリ
ーセルに対する第１のＵＬ参照ＵＬ－ＤＬ設定およびセカンダリーセルに対する第１のＵ
Ｌ参照ＵＬ－ＤＬ設定が異なる場合は、ＵＬ参照ＵＬ－ＤＬ設定として、第２のＵＬ参照
ＵＬ－ＤＬ設定が参照される。
【０１９３】
　以下、図１３の説明において、第１のＵＬ参照ＵＬ－ＤＬ設定および第２のＵＬ参照Ｕ
Ｌ－ＤＬ設定を、単にＵＬ－ＤＬ設定と称する。
【０１９４】
　例えば、端末装置１は、サブフレームｎにおいて、ＵＬ－ＤＬ設定１から６がセットさ
れているセルに対応し、端末装置１を対象とする上りリンクグラントをともなうＰＤＣＣ
Ｈ／ＥＰＤＣＣＨを検出した場合、図１３の表に基づいて特定されるサブフレームｎ＋ｋ
において該上りリンクグラントに応じたＰＵＳＣＨでの送信を行なう。
【０１９５】
　また、端末装置１は、サブフレームｎにおいて、ＵＬ－ＤＬ設定１から６がセットされ
ているセルに対応し、端末装置１を対象とするＮＡＣＫをともなうＰＨＩＣＨの検出をし
た場合、図１３の表に基づいて特定されるサブフレームｎ＋ｋにおいてＰＵＳＣＨでの送
信を行なう。
【０１９６】
　また、ＵＬ－ＤＬ設定０が設定されたセルに対応し、端末装置１を対象とする上りリン
クグラントには、２ビットの上りリンクインデックス（UL index）が含まれる。ＵＬ－Ｄ
Ｌ設定１から６が設定されたセルに対応し、端末装置１を対象とする上りリンクグラント
には、上りリンクインデックス（UL index）は含まれない。
【０１９７】
　端末装置１は、サブフレームｎにおいて、ＵＬ－ＤＬ設定０がセットされているセルに
対応する上りリンクグラントに含まれる上りリンクインデックスのＭＳＢ（Most Signifi
cant Bit）が１にセットされている場合、図１３の表に基づいて特定されるサブフレーム
ｎ＋ｋにおいて該上りリンクグラントに応じたＰＵＳＣＨでの送信を行なう（ＰＵＳＣＨ
での送信を調整する）。
【０１９８】
　また、端末装置１は、サブフレームｎ＝０または５における第１のリソースセットにお
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いて、ＵＬ－ＤＬ設定０がセットされているセルに対応するＮＡＣＫをともなうＰＨＩＣ
Ｈを受信した場合には、図１３の表に基づいて特定されるサブフレームｎ＋ｋにおいて該
ＰＨＩＣＨに応じたＰＵＳＣＨでの送信を行なう。
【０１９９】
　また、端末装置１は、サブフレームｎにおいて、ＵＬ－ＤＬ設定０がセットされている
セルに対応する上りリンクグラントに含まれる上りリンクインデックスのＬＳＢ（Least 
Significant Bit）が１にセットされている場合には、サブフレームｎ＋７において該上
りリンクグラントに応じたＰＵＳＣＨでの送信を行なう。
【０２００】
　また、端末装置１は、サブフレームｎ＝０または５における第２のリソースセットにお
いて、ＵＬ－ＤＬ設定０がセットされているセルに対応するＮＡＣＫをともなうＰＨＩＣ
Ｈを受信した場合には、サブフレームｎ＋７において該上りリンクグラントに応じたＰＵ
ＳＣＨでの送信を行なう。
【０２０１】
　また、端末装置１は、サブフレームｎ＝１または６において、ＵＬ－ＤＬ設定０がセッ
トされているセルに対応するＮＡＣＫをともなうＰＨＩＣＨを受信した場合には、サブフ
レームｎ＋７において該上りリンクグラントに応じたＰＵＳＣＨでの送信を行なう。
【０２０２】
　例えば、端末装置１は、[ＳＦＮ＝ｍ、サブフレーム１]において、ＵＬ－ＤＬ設定０が
セットされているセルに対応するＰＤＣＣＨ／ＥＰＤＣＣＨ／ＰＨＩＣＨを検出した場合
に、６つ後のサブフレーム[ＳＦＮ＝ｍ、サブフレーム７]においてＰＵＳＣＨでの送信を
行なう。
【０２０３】
　また、第１のＵＬ参照ＵＬ－ＤＬ設定および第２のＵＬ参照ＵＬ－ＤＬ設定は、ＰＵＳ
ＣＨが配置されるサブフレームｎと前記ＰＵＳＣＨが対応するＰＨＩＣＨが配置されるサ
ブフレームｎ＋ｋとの対応を特定するために用いられてもよい。
【０２０４】
　すなわち、例えば、１つのプライマリーセルが設定されている場合、または、１つのプ
ライマリーセルおよび１つのセカンダリーセルが設定され、プライマリーセルに対する第
１のＵＬ参照ＵＬ－ＤＬ設定およびセカンダリーセルに対する第１のＵＬ参照ＵＬ－ＤＬ
設定が同一の場合は、２つのサービングセルのそれぞれにおいて、対応する第１のＵＬ参
照ＵＬ－ＤＬ設定が、ＰＵＳＣＨが配置されるサブフレームｎと前記ＰＵＳＣＨが対応す
るＰＨＩＣＨが配置されるサブフレームｎ＋ｋとの対応を特定するために用いられる。
【０２０５】
　また、１つのプライマリーセルおよび１つのセカンダリーセルが設定され、プライマリ
ーセルに対する第１のＵＬ参照ＵＬ－ＤＬ設定およびセカンダリーセルに対する第１のＵ
Ｌ参照ＵＬ－ＤＬ設定が異なる場合は、２つのサービングセルのそれぞれにおいて、対応
する第２のＵＬ参照ＵＬ－ＤＬ設定が、ＰＵＳＣＨが配置されるサブフレームｎと前記Ｐ
ＵＳＣＨが対応するＰＨＩＣＨが配置されるサブフレームｎ＋ｋとの対応を特定するため
に用いられる。
【０２０６】
　図１４は、本実施形態におけるＰＵＳＣＨが配置されるサブフレームｎと前記ＰＵＳＣ
Ｈが対応するＰＨＩＣＨが配置されるサブフレームｎ＋ｋとの対応を示す図である。端末
装置１は、図１４の表に従ってｋの値を特定する。
【０２０７】
　図１４において、１つのプライマリーセルが設定されている場合、または、１つのプラ
イマリーセルおよび１つのセカンダリーセルが設定され、プライマリーセルに対する第１
のＵＬ参照ＵＬ－ＤＬ設定およびセカンダリーセルに対する第１のＵＬ参照ＵＬ－ＤＬ設
定が同一の場合は、ＵＬ参照ＵＬ－ＤＬ設定として、第１のＵＬ参照ＵＬ－ＤＬ設定が参
照される。
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【０２０８】
　また、１つのプライマリーセルおよび１つのセカンダリーセルが設定され、プライマリ
ーセルに対する第１のＵＬ参照ＵＬ－ＤＬ設定およびセカンダリーセルに対する第１のＵ
Ｌ参照ＵＬ－ＤＬ設定が異なる場合は、ＵＬ参照ＵＬ－ＤＬ設定として、第２のＵＬ参照
ＵＬ－ＤＬ設定が参照される。
【０２０９】
　以下、図１４の説明において、第１のＵＬ参照ＵＬ－ＤＬ設定および第２のＵＬ参照Ｕ
Ｌ－ＤＬ設定を、単にＵＬ－ＤＬ設定と称する。
【０２１０】
　端末装置１は、サブフレームｎにおいてＰＵＳＣＨでの送信がスケジュールされた場合
には、図１４の表から特定されるサブフレームｎ＋ｋにおいてＰＨＩＣＨリソースを特定
する。
【０２１１】
　例えば、ＵＬ－ＤＬ設定０がセットされているセルに対して、[ＳＦＮ=ｍ、サブフレー
ムｎ＝２]においてＰＵＳＣＨでの送信がスケジュールされた場合には、[ＳＦＮ=ｍ、サ
ブフレームｎ＝６]においてＰＨＩＣＨリソースが特定される。
【０２１２】
　以下、第１のＤＬ参照ＵＬ－ＤＬ設定および第２のＤＬ参照ＵＬ－ＤＬ設定）について
説明する。
【０２１３】
　第１のＤＬ参照ＵＬ－ＤＬ設定および第２のＤＬ参照ＵＬ－ＤＬ設定は、ＰＤＳＣＨが
配置されるサブフレームｎと前記ＰＤＳＣＨに対応するＨＡＲＱ－ＡＣＫが送信されるサ
ブフレームｎ＋ｋとの対応を特定するために用いられる。
【０２１４】
　例えば、１つのプライマリーセルが設定されている場合、または、１つのプライマリー
セルおよび１つのセカンダリーセルが設定され、プライマリーセルに対する第１のＤＬ参
照ＵＬ－ＤＬ設定およびセカンダリーセルに対する第１のＤＬ参照ＵＬ－ＤＬ設定が同じ
場合は、２つのサービングセルのそれぞれにおいて、対応する第１のＤＬ参照ＵＬ－ＤＬ
設定が、ＰＤＳＣＨが配置されるサブフレームｎと前記ＰＤＳＣＨに対応するＨＡＲＱ－
ＡＣＫが送信されるサブフレームｎ＋ｋとの対応を特定するために用いられる。
【０２１５】
　また、１つのプライマリーセルおよび１つのセカンダリーセルが設定され、プライマリ
ーセルに対する第１のＤＬ参照ＵＬ－ＤＬ設定およびセカンダリーセルに対する第１のＤ
Ｌ参照ＵＬ－ＤＬ設定が異なる場合は、２つのサービングセルのそれぞれにおいて、対応
する第２のＤＬ参照ＵＬ－ＤＬ設定が、ＰＤＳＣＨが配置されるサブフレームｎと前記Ｐ
ＤＳＣＨに対応するＨＡＲＱ－ＡＣＫが送信されるサブフレームｎ＋ｋとの対応を特定す
るために用いられる。
【０２１６】
　図１５は、本実施形態におけるＰＤＳＣＨが配置されるサブフレームｎ－ｋと前記ＰＤ
ＳＣＨが対応するＨＡＲＱ－ＡＣＫが送信されるサブフレームｎとの対応を示す図である
。端末装置１は、図１５の表に従ってｋの値を特定する。
【０２１７】
　ここで、図１５のマス目のそれぞれにおけるｋｉのセットは、下りリンクの関連セット
インデックスＫ｛ｋ０、ｋ１、…、ｋＭ－１｝（Downlink association set index K{k0,
k1,…,kM-1｝）とも称される。また、図１５における、ｋ０、ｋ１、…、ｋＭ－１のそれ
ぞれは、セットＫにおける要素（element in the set K）とも称される。また、Ｍは、上
りリンクサブフレームｎに関連するセットＫにおける要素の数（the number of elements
 in the set K）を示している。
【０２１８】
　図１５において、１つのプライマリーセルが設定されている場合、または、１つのプラ
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イマリーセルおよび１つのセカンダリーセルが設定され、プライマリーセルに対する第１
のＤＬ参照ＵＬ－ＤＬ設定およびセカンダリーセルに対する第１のＤＬ参照ＵＬ－ＤＬ設
定が同一の場合は、ＤＬ参照ＵＬ－ＤＬ設定として、第１のＤＬ参照ＵＬ－ＤＬ設定が参
照される。
【０２１９】
　また、１つのプライマリーセルおよび１つのセカンダリーセルが設定され、プライマリ
ーセルに対する第１のＤＬ参照ＵＬ－ＤＬ設定およびセカンダリーセルに対する第１のＤ
Ｌ参照ＵＬ－ＤＬ設定が異なる場合は、ＤＬ参照ＵＬ－ＤＬ設定として、第２のＤＬ参照
ＵＬ－ＤＬ設定が参照される。
【０２２０】
　以下、図１５の説明において、第１のＤＬ参照ＵＬ－ＤＬ設定および第２のＤＬ参照Ｕ
Ｌ－ＤＬ設定を、単にＵＬ－ＤＬ設定と称する。
【０２２１】
　端末装置１は、サービングセルのサブフレームｎ－ｋ（ｋは図１５の表によって特定さ
れる）において、端末装置１を対象としており、対応するＨＡＲＱ－ＡＣＫの送信を行な
うべきＰＤＳＣＨでの送信を検出した場合には、サブフレームｎにおいてＨＡＲＱ－ＡＣ
Ｋを送信する。
【０２２２】
　すなわち、端末装置１は、サブフレーム（複数のサブフレームでもよい）ｎ－ｋにおけ
るＰＤＳＣＨでの送信の検出に基づいて、上りリンクサブフレームｎにおいてＨＡＲＱ－
ＡＣＫを送信する。また、端末装置１は、サブフレーム（複数のサブフレームでもよい）
ｎ－ｋにおける下りリンクのＳＰＳリリースを指示するＰＤＣＣＨ／ＥＰＤＣＣＨの検出
に基づいて、上りリンクサブフレームｎにおいてＨＡＲＱ－ＡＣＫを送信してもよい。こ
こで、ｋ∈Ｋであり、Ｋは、図１５によって示され、ＨＡＲＱ－ＡＣＫが供給されるべき
ために規定される。
【０２２３】
　ここで、例えば、端末装置１は、システムインフォメーションの送信に用いられるＰＤ
ＳＣＨでの送信に対するＨＡＲＱ－ＡＣＫの応答を行なわない。また、端末装置１は、Ｃ
－ＲＮＴＩによってスクランブルされたＣＲＣをともなうＤＣＩフォーマットによってス
ケジュールされたＰＤＳＣＨでの送信に対するＨＡＲＱ－ＡＣＫの応答を行なう。
【０２２４】
　また、例えば、端末装置１は、サブフレームｎ＝２において、ＵＬ－ＤＬ設定１がセッ
トされているセルにおけるサブフレームｎ－６および／またはｎ－７において受信したＰ
ＤＳＣＨでの送信に対するＨＡＲＱ－ＡＣＫの送信を行なう。すなわち、ＵＬ－ＤＬ設定
１において、サブフレームｎ（上りリンクサブフレームｎ）に関連するセットＫにおける
要素の数Ｍは、Ｍ＝２である。
【０２２５】
　ここで、第２の情報が受信されない場合には、第１のＤＬ参照ＵＬ－ＤＬ設定は設定さ
れなくてもよい。この場合、基地局装置３および端末装置１は、上述した第１のＤＬ参照
ＵＬ－ＤＬ設定に基づいて行なわれる処理を、第１のＵＬ参照ＵＬ－ＤＬ設定（サービン
グセルＵＬ－ＤＬ設定）に基づいて行なってもよい。
【０２２６】
　例えば、１つのプライマリーセルおよび１つのセカンダリーセルが設定され、セカンダ
リーセルに対する第２の情報を受信しておらず、プライマリーセルに対する第２の情報を
受信しており、セカンダリーセルに対する第１のＵＬ参照ＵＬ－ＤＬ設定（サービングセ
ルＵＬ－ＤＬ設定）およびプライマリーセルに対する第１のＤＬ参照ＵＬ－ＤＬ設定が異
なり、サービングセルがセカンダリーセルである場合は、他のサービングセル(プライマ
リーセル）に対する第１のＤＬ参照ＵＬ－ＤＬ設定、および、サービングセル（セカンダ
リーセル）に対する第１のＵＬ参照ＵＬ－ＤＬ設定によって形成されるペアに基づいて、
サービングセル（セカンダリーセル）に対する第２のＤＬ参照ＵＬ－ＤＬ設定をセットし
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てもよい。
【０２２７】
　また、例えば、１つのプライマリーセルおよび１つのセカンダリーセルが設定され、プ
ライマリーセルに対する第２の情報を受信しておらず、セカンダリーセルに対する第２の
情報を受信しており、プライマリーセルに対する第１のＵＬ参照ＵＬ－ＤＬ設定（サービ
ングセルＵＬ－ＤＬ設定）およびセカンダリーセルに対する第１のＤＬ参照ＵＬ－ＤＬ設
定が異なり、サービングセルがセカンダリーセルである場合は、他のサービングセル(プ
ライマリーセル）に対する第１のＵＬ参照ＵＬ－ＤＬ設定、および、サービングセル（セ
カンダリーセル）に対する第１のＤＬ参照ＵＬ－ＤＬ設定によって形成されるペアに基づ
いて、サービングセル（セカンダリーセル）に対する第２のＤＬ参照ＵＬ－ＤＬ設定をセ
ットしてもよい。
【０２２８】
　また、例えば、１つのプライマリーセルおよび１つのセカンダリーセルが設定され、プ
ライマリーセルに対する第２の情報を受信しておらず、セカンダリーセルに対する第２の
情報を受信しており、プライマリーセルに対する第１のＵＬ参照ＵＬ－ＤＬ設定（サービ
ングセルＵＬ－ＤＬ設定）およびセカンダリーセルに対する第１のＤＬ参照ＵＬ－ＤＬ設
定が異なる場合は、２つのサービングセルのそれぞれにおいて、対応する第２のＤＬ参照
ＵＬ－ＤＬ設定が、ＰＤＳＣＨが配置されるサブフレームｎと前記ＰＤＳＣＨに対応する
ＨＡＲＱ－ＡＣＫが送信されるサブフレームｎ＋ｋとの対応を特定するために用いられて
もよい。
【０２２９】
　また、例えば、１つのプライマリーセルおよび１つのセカンダリーセルが設定され、プ
ライマリーセルに対する第２の情報を受信しておらず、セカンダリーセルに対する第２の
情報を受信しており、プライマリーセルに対する第１のＵＬ参照ＵＬ－ＤＬ設定（サービ
ングセルＵＬ－ＤＬ設定）およびセカンダリーセルに対する第１のＤＬ参照ＵＬ－ＤＬ設
定が同じ場合は、プライマリーセルにおいて、対応する第１のＵＬ参照ＵＬ－ＤＬ設定（
サービングセルＵＬ－ＤＬ設定）が、ＰＤＳＣＨが配置されるサブフレームｎと前記ＰＤ
ＳＣＨに対応するＨＡＲＱ－ＡＣＫが送信されるサブフレームｎ＋ｋとの対応を特定する
ために用いられ、セカンダリーセルにおいて、対応する第１のＤＬ参照ＵＬ－ＤＬ設定が
、ＰＤＳＣＨが配置されるサブフレームｎと前記ＰＤＳＣＨに対応するＨＡＲＱ－ＡＣＫ
が送信されるサブフレームｎ＋ｋとの対応を特定するために用いられてもよい。
【０２３０】
　また、例えば、１つのプライマリーセルおよび１つのセカンダリーセルが設定され、プ
ライマリーセルに対する第２の情報を受信しておらず、セカンダリーセルに対する第２の
情報を受信しており、プライマリーセルに対する第１のＵＬ参照ＵＬ－ＤＬ設定（サービ
ングセルＵＬ－ＤＬ設定）およびセカンダリーセルに対する第１のＤＬ参照ＵＬ－ＤＬ設
定が異なる場合は、図１０および図１２において、プライマリーセルＵＬ－ＤＬ設定は、
プライマリーセルに対する第１のＵＬ参照ＵＬ－ＤＬ設定を参照してもよい。
【０２３１】
　ここで、第１のＤＬ参照ＵＬ－ＤＬ設定がセットされるサービングセルに対して、第２
のＵＬ参照ＵＬ－ＤＬ設定および第２のＤＬ参照ＵＬ－ＤＬ設定はセットされなくてもよ
い。
【０２３２】
　図１６は、本実施形態におけるスペシャルサブフレームの設定（Special subframe con
figuration）を示す図である。本実施形態では、下りリンクにおいて、ノーマルＣＰ（no
rmal Cyclic Prefix）が適用（サポート）されてもよい。また、下りリンクにおいて、拡
張ＣＰ（extended Cyclic Prefix）が適用されてもよい。また、上りリンクにおいて、ノ
ーマルＣＰが適用されてもよい。また、上りリンクにおいて、拡張ＣＰが適用されてもよ
い。
【０２３３】
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　ここで、ＤｗＰＴＳ、ＧＰ、および、ＵｐＰＴＳの合計の長さは３０７２０・Ｔｓ＝１
ｍｓであってもよい。また、ＤｗＰＴＳは、下りリンク送信のためにリザーブされるフィ
ールドであってもよい。また、ＵｐＰＴＳは、上りリンク送信のためにリザーブされるフ
ィールドであってもよい。また、ＧＰは、下りリンク送信および上りリンク送信が行なわ
れないフィールドであってもよい。
【０２３４】
　すなわち、スペシャルサブフレームの設定に基づいて、ＤｗＰＴＳの長さがセットされ
てもよい。また、スペシャルサブフレームの設定に基づいて、ＵｐＰＴＳの長さがセット
されてもよい。また、スペシャルサブフレームの設定に基づいて、ＧＰの長さがセットさ
れてもよい。
【０２３５】
　基地局装置３は、スペシャルサブフレームの設定を示すパラメータ（specialSubframe 
Patterns）を端末装置１に送信してもよい。例えば、基地局装置３は、スペシャルサブフ
レームの設定を示すパラメータを、ＭＩＢ、システムインフォメーションブロックタイプ
１メッセージ、システムインフォメーションメッセージ、ＲＲＣメッセージ、ＭＡＣ　Ｃ
Ｅ（Control Element）、および、物理層の制御情報（例えば、ＤＣＩフォーマット）の
少なくとも１つに含めて、端末装置１に送信してもよい。
【０２３６】
　以下、スペシャルサブフレームの設定として設定ｉがセットされることを、スペシャル
サブフレーム設定ｉがセットされると記載する。
【０２３７】
　ここで、ＨＡＲＱ－ＡＣＫの送信（上りリンク制御情報の送信でもよい）に対して、複
数のＰＵＣＣＨのフォーマットが定義（サポート）される。
【０２３８】
　例えば、４ビットまでのＨＡＲＱ－ＡＣＫに対して、チャネル選択を伴うＰＵＣＣＨフ
ォーマット１ｂ（PUCCH format 1b for up to 4-bit HARQ-ACK with channel selection
）が用いられる。また、２０ビットまでのＨＡＲＱ－ＡＣＫに対して、ＰＵＣＣＨフォー
マット３が用いられる。ここで、ＰＵＣＣＨフォーマット３は、２０ビットまでのＨＡＲ
Ｑ－ＡＣＫ、および、１ビットのスケジューリングリクエスト（1-bit positive/negativ
e SR）に対して用いられてもよい。
【０２３９】
　ここで、ＰＵＣＣＨフォーマット３は、２０ビットまでの空間的にバンドルされたＨＡ
ＲＱ－ＡＣＫ（spacially bundled HARQ-ACK）、および、１ビットのスケジューリングリ
クエストに対して用いられてもよい。また、ＰＵＣＣＨフォーマット３は、２２ビットま
での、ＨＡＲＱ－ＡＣＫ、スケジューリングリクエスト、および、ＣＳＩに対して用いら
れてもよい。また、ＰＵＣＣＨフォーマット３は、２２ビットまでの、空間的にバンドル
されたＨＡＲＱ－ＡＣＫ、スケジューリングリクエスト、および、ＣＳＩに対して用いら
れてもよい。
【０２４０】
　ここで、１つのサービングセルにおける１つのサブフレーム内の複数のコードワードに
わたる空間的なＨＡＲＱ－ＡＣＫバンドリング（spacial HARQ-ACK bundling）は、全て
の対応するそれぞれのＨＡＲＱ－ＡＣＫ(all the corresponding individual HARQ-ACKs)
の論理和演算（logical AND operation）によって行なわれてもよい。
【０２４１】
　基地局装置３は、ＨＡＲＱ－ＡＣＫの送信に用いられるＰＵＣＣＨのフォーマットを、
端末装置１に対して設定してもよい。例えば、基地局装置３は、ＨＡＲＱ－ＡＣＫの送信
に対して、複数のＰＵＣＣＨのフォーマットのうちの１つを指示するパラメータ（pucch-
Format）を、ＲＲＣメッセージに含めて端末装置１に送信してもよい。また、基地局装置
３は、ＨＡＲＱ－ＡＣＫの送信に対して、チャネル選択を伴うＰＵＣＣＨフォーマット１
ｂ、または、ＰＵＣＣＨフォーマット３のいずれかを用いるように設定してもよい。
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【０２４２】
　ここで、以下の記載は、ＴＤＤに対して、ＨＡＲＱ－ＡＣＫの送信に対してチャネル選
択を伴うＰＵＣＣＨフォーマット１ｂが設定された場合に（For TDD, in a case that PU
CCH format 1b with channel selection is configured for transmission of HARQ-ACK
）適用されてもよい。また、以下の記載は、ＴＤＤに対して、ＨＡＲＱ－ＡＣＫの送信に
対してＰＵＣＣＨフォーマット３が設定された場合に（For TDD, in a case that PUCCH 
format 3 is configured for transmission of HARQ-ACK）適用されてもよい。
【０２４３】
　また、以下、基本的には、端末装置１の動作を記載するが、端末装置１に対応して、基
地局装置３が同様の動作を行なうことは勿論である。
【０２４４】
　端末装置１は、上りリンクサブフレームｎに関連するＨＡＲＱ－ＡＣＫビットの数を、
数１に基づいて決定してもよい。
【０２４５】

【数１】

【０２４６】
　ここで、数１において、Ｏは、ＨＡＲＱ－ＡＣＫビットの数を示している。また、Ｎｃ

ｅｌｌｓ
ＤＬは、設定されたセルの数を示している。また、Ｏｃ

ＡＣＫは、ｃ番目のセル
（c-th cell、ｃ≧０）に対するＨＡＲＱ－ＡＣＫビットの数を示している。ここで、ｃ
番目のセルとは、あるセルを意味してもよい。
【０２４７】
　また、ｃ番目のセルに対するＨＡＲＱ－ＡＣＫビット、ｏｃ、０

ＡＣＫ、ｏｃ、１
ＡＣ

Ｋ、…、ｏｃ、ｊ
ＡＣＫ（ｊ＝Ｏｃ

ＡＣＫ－１）は、以下のように構成される。例えば、
ｃ番目のセルにおいて設定された送信モードが、１つのトランスポートブロック（１つの
下りリンクトランスポートブロックの送信）をサポートする場合は、Ｏｃ

ＡＣＫ＝Ｂｃ
Ｄ

Ｌが適用されてもよい。また、例えば、ｃ番目のセルにおいて空間的なバンドリングが適
用される場合は、Ｏｃ

ＡＣＫ＝Ｂｃ
ＤＬが適用されてもよい。また、例えば、ｃ番目のセ

ルにおいて設定された送信モードが、２つまでのトランスポートブロック（２つまでの下
りリンクトランスポートブロックの送信）をサポートし、空間的なバンドリングが適用さ
れない場合は、Ｏｃ

ＡＣＫ＝２Ｂｃ
ＤＬが適用されてもよい。

【０２４８】
　ここで、ＤＬ参照ＵＬ－ＤＬ設定１－６に対して、ｃ番目のセルにおいて設定された送
信モードが、１つのトランスポートブロックをサポートする場合は、サブフレームｎ－ｋ
における、対応するＰＤＣＣＨ／ＥＰＤＣＣＨによって指示されたＰＤＳＣＨでの送信、
または、下りリンクＳＰＳリリースを指示するＰＤＣＣＨ／ＥＰＤＣＣＨ、に対するＨＡ
ＲＱ－ＡＣＫは、ｏｃ，ＤＡＩ（ｋ）－１

ＡＣＫに関連する。
【０２４９】
　また、ＤＬ参照ＵＬ－ＤＬ設定１－６に対して、ｃ番目のセルにおいて設定された送信
モードが、２つまでのトランスポートブロックをサポートする場合は、サブフレームｎ－
ｋにおける、対応するＰＤＣＣＨ／ＥＰＤＣＣＨによって指示されるＰＤＳＣＨでの送信
、または、下りリンクＳＰＳリリースを指示するＰＤＣＣＨ／ＥＰＤＣＣＨ、に対するＨ
ＡＲＱ－ＡＣＫは、ｏｃ，ＤＡＩ（ｋ）－２

ＡＣＫ、および、ｏｃ，ＤＡＩ（ｋ）－１
Ａ

ＣＫに関連する。
【０２５０】
　ここで、ＤＡＩ（ｋ）は、サブフレームｎ－ｋにおいて検出された下りリンクに対する
ＤＣＩフォーマットにおけるＤＡＩの値を示している。また、ｏｃ，ＤＡＩ（ｋ）－２

Ａ
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ＣＫ、ｏｃ，ＤＡＩ（ｋ）－１
ＡＣＫは、それぞれ、コードワード０、コードワード１に

対するＨＡＲＱ－ＡＣＫを示している。
【０２５１】
　また、ＤＬ参照ＵＬ－ＤＬ設定０に対して、ｃ番目のセルにおいて設定された送信モー
ドが、１つのトランスポートブロックをサポートする場合は、サブフレームｎ－ｋにおけ
る、対応するＰＤＣＣＨ／ＥＰＤＣＣＨによって指示されるＰＤＳＣＨでの送信、または
、下りリンクＳＰＳリリースを指示するＰＤＣＣＨ／ＥＰＤＣＣＨ、に対するＨＡＲＱ－
ＡＣＫは、ｏｃ，０

ＡＣＫに関連する。
【０２５２】
　また、ＤＬ参照ＵＬ－ＤＬ設定０に対して、ｃ番目のセルにおいて設定された送信モー
ドが、２つまでのトランスポートブロックをサポートする場合は、サブフレームｎ－ｋに
おける、対応するＰＤＣＣＨ／ＥＰＤＣＣＨによって指示されるＰＤＳＣＨでの送信、ま
たは、下りリンクＳＰＳリリースを指示するＰＤＣＣＨ／ＥＰＤＣＣＨ、に対するＨＡＲ
Ｑ－ＡＣＫは、ｏｃ，０

ＡＣＫおよびｏｃ，１
ＡＣＫに関連する。ここで、ｏｃ，０

ＡＣ

Ｋ、ｏｃ，１
ＡＣＫは、それぞれ、コードワード０、コードワード１に対するＨＡＲＱ－

ＡＣＫを示している。
【０２５３】
　ここで、基地局装置３は、複数の送信モードのうちの１つに基づいてＰＤＳＣＨでの送
信を受信するよう、端末装置１に対して設定してもよい。例えば、基地局装置３は、ＲＲ
Ｃメッセージを使用して、下りリンクの送信モードを端末装置１に対して設定してもよい
。
【０２５４】
　また、Ｂｃ

ＤＬは、端末装置１が、ｃ番目のセルに対するＨＡＲＱ－ＡＣＫを送信する
必要がある下りリンクサブフレームの数を示している。ここで、Ｂｃ

ＤＬは、端末装置１
が、ｃ番目のセルに対するＨＡＲＱ－ＡＣＫを送信する必要がある下りリンクサブフレー
ム、および、スペシャルサブフレームの数を示してもよい。すなわち、Ｂｃ

ＤＬは、端末
装置１が、ｃ番目のセルに対するＨＡＲＱ－ＡＣＫを送信する必要があるＰＤＳＣＨでの
送信の数を示してもよい。また、Ｂｃ

ＤＬは、端末装置１が、ｃ番目のセルに対するＨＡ
ＲＱ－ＡＣＫを送信する必要がある、ＰＤＳＣＨでの送信、および、下りリンクのＳＰＳ
リリースを指示するＰＤＣＣＨ／ＥＰＤＣＣＨの送信の数を示してもよい。
【０２５５】
　ここで、端末装置１がＰＵＣＣＨでの送信を行なおうとする場合に対して、Ｂｃ

ＤＬ＝
Ｍであってもよい。上述したように、Ｍは、上りリンクサブフレームｎに関連するセット
Ｋにおける要素の数を示している。ここで、この場合においては、セットＫは、ノーマル
下りリンクＣＰでのスペシャルサブフレーム設定０および５、または、拡張下りリンクＣ
Ｐでのスペシャルサブフレーム設定０および４、のスペシャルサブフレームを含まない（
the set K does not include a special subframe of special subframe configurations
 0 and 5 with normal downlink CP or of special subframe configurations 0 and 4 w
ith extended downlink CP）。
【０２５６】
　すなわち、端末装置１は、ｃ番目のセルに対して、ノーマル下りリンクＣＰでのスペシ
ャルサブフレーム設定０および５、または、拡張下りリンクＣＰでのスペシャルサブフレ
ーム設定０および４、以外がセットされている場合には、Ｂｃ

ＤＬ＝Ｍとして、該ｃ番目
のセルに対するＨＡＲＱ－ＡＣＫビットを決定してもよい。
【０２５７】
　また、端末装置１がＰＵＣＣＨでの送信を行なおうとする場合に対して、Ｂｃ

ＤＬ＝Ｍ
－１であってもよい。ここで、この場合においては、セットＫは、ノーマル下りリンクＣ
Ｐでのスペシャルサブフレーム設定０および５、または、拡張下りリンクＣＰでのスペシ
ャルサブフレーム設定０および４、のスペシャルサブフレームを含む（the set K includ
es a special subframe of special subframe configurations 0 and 5 with normal dow
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nlink CP or of special subframe configurations 0 and 4 with extended downlink CP
）。
【０２５８】
　すなわち、端末装置１は、ｃ番目のセルに対して、ノーマル下りリンクＣＰでのスペシ
ャルサブフレーム設定０および５、または、拡張下りリンクＣＰでのスペシャルサブフレ
ーム設定０および４がセットされている場合には、Ｂｃ

ＤＬ＝Ｍ－１として、該ｃ番目の
セルに対するＨＡＲＱ－ＡＣＫビットを決定してもよい。
【０２５９】
　すなわち、端末装置１は、ｃ番目のセルに対して、ノーマル下りリンクＣＰでのスペシ
ャルサブフレーム設定０および５、または、拡張下りリンクＣＰでのスペシャルサブフレ
ーム設定０および４がセットされている場合には、該ｃ番目のセルのスペシャルサブフレ
ームを、ＨＡＲＱ－ＡＣＫビットを決定するために用いられるサブフレームから除外して
もよい。
【０２６０】
　すなわち、端末装置１は、ノーマル下りリンクＣＰでのスペシャルサブフレーム設定０
および５、または、拡張下りリンクＣＰでのスペシャルサブフレーム設定０および４に対
して、スペシャルサブフレームのＤｗＰＴＳにおけるＰＤＳＣＨでの送信を期待しなくて
もよい。また、端末装置１は、ＣＰの長さ、および、スペシャルサブフレームの設定に基
づいて、スペシャルサブフレームのＤｗＰＴＳにおけるＰＤＳＣＨでの送信を期待するか
否かを決定してもよい。
【０２６１】
　すなわち、ノーマル下りリンクＣＰでのスペシャルサブフレーム設定０および５、また
は、拡張下りリンクＣＰでのスペシャルサブフレーム設定０および４に対して、スペシャ
ルサブフレームのＤｗＰＴＳにおいて、ＰＤＳＣＨでの送信は行なわれなくてもよい。
【０２６２】
　また、端末装置１は、ノーマル下りリンクＣＰでのスペシャルサブフレーム設定０およ
び５、または、拡張下りリンクＣＰでのスペシャルサブフレーム設定０および４に対して
、スペシャルサブフレームのＤｗＰＴＳにおいて、ＥＰＤＣＣＨをモニタしなくてもよい
。また、端末装置１は、ＣＰの長さ、および、スペシャルサブフレームの設定に基づいて
、スペシャルサブフレームのＤｗＰＴＳにおいて、ＥＰＤＣＣＨをモニタするか否かを決
定してもよい。
【０２６３】
　すなわち、ノーマル下りリンクＣＰでのスペシャルサブフレーム設定０および５、また
は、拡張下りリンクＣＰでのスペシャルサブフレーム設定０および４に対して、スペシャ
ルサブフレームのＤｗＰＴＳにおいて、ＥＰＤＣＣＨでの送信は行なわれなくてもよい。
【０２６４】
　ここで、上述したような、ＨＡＲＱ－ＡＣＫビットの決定（ＨＡＲＱ－ＡＣＫビットの
数の決定、ＨＡＲＱ－ＡＣＫのペイロードサイズの決定、リザーブされるＨＡＲＱ－ＡＣ
Ｋフィールドの数の決定）を、ＨＡＲＱ－ＡＣＫのコードブックサイズの決定とも称する
。
【０２６５】
　すなわち、あるセルにおける、ノーマル下りリンクＣＰでのスペシャルサブフレーム設
定０および５、または、拡張下りリンクＣＰでのスペシャルサブフレーム設定０および４
に対して、該セルのスペシャルサブフレームは、ＨＡＲＱ－ＡＣＫのコードブックサイズ
の決定から除外されてもよい（for special subframe configurations 0 and 5 with nor
mal downlink CP or configurations 0 and 4 with extended downlink CP in a cell, t
he special subframe of the cell is excluded from the HARQ-ACK codebook size dete
rmination）。
【０２６６】
　上述までのＨＡＲＱ－ＡＣＫのコードブックサイズの決定方法を踏まえて、以下、本実
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施形態における通信方法について、詳細に説明する。
【０２６７】
　ここで、以下の説明において、第１のＵＬ参照ＵＬ－ＤＬ設定および第２のＵＬ参照Ｕ
Ｌ－ＤＬ設定を総称して、ＵＬ参照ＵＬ－ＤＬ設定とも称する。また、第１のＤＬ参照Ｕ
Ｌ－ＤＬ設定および第２のＤＬ参照ＵＬ－ＤＬ設定を総称して、ＤＬ参照ＵＬ－ＤＬ設定
とも称する。
【０２６８】
　また、第１のＵＬ参照ＵＬ－ＤＬ設定がセットされ、且つ、第２のＵＬ参照ＵＬ－ＤＬ
設定がセットされていない場合には、ＵＬ参照ＵＬ－ＤＬ設定は第１のＵＬ参照ＵＬ－Ｄ
Ｌ設定でもよい。また、第１のＵＬ参照ＵＬ－ＤＬ設定がセットされ、且つ、第２のＵＬ
参照ＵＬ－ＤＬ設定がセットされている場合には、ＵＬ参照ＵＬ－ＤＬ設定は第１のＵＬ
参照ＵＬ－ＤＬ設定でもよい。また、第１のＵＬ参照ＵＬ－ＤＬ設定がセットされ、且つ
、第２のＵＬ参照ＵＬ－ＤＬ設定がセットされている場合には、ＵＬ参照ＵＬ－ＤＬ設定
は第２のＵＬ参照ＵＬ－ＤＬ設定でもよい。
【０２６９】
　また、第１のＤＬ参照ＵＬ－ＤＬ設定がセットされ、且つ、第２のＤＬ参照ＵＬ－ＤＬ
設定がセットされていない場合には、ＤＬ参照ＵＬ－ＤＬ設定は第１のＤＬ参照ＵＬ－Ｄ
Ｌ設定でもよい。また、第１のＤＬ参照ＵＬ－ＤＬ設定がセットされ、且つ、第２のＤＬ
参照ＵＬ－ＤＬ設定がセットされている場合には、ＤＬ参照ＵＬ－ＤＬ設定は第１のＤＬ
参照ＵＬ－ＤＬ設定でもよい。また、第１のＤＬ参照ＵＬ－ＤＬ設定がセットされ、且つ
、第２のＤＬ参照ＵＬ－ＤＬ設定がセットされている場合には、ＤＬ参照ＵＬ－ＤＬ設定
は第２のＤＬ参照ＵＬ－ＤＬ設定でもよい。
【０２７０】
　図１７は、本実施形態における通信方法を説明するための図である。ここで、図１７で
は、一例として、あるセルに対して、ＵＬ参照ＵＬ－ＤＬ設定０、ＤＬ参照ＵＬ－ＤＬ設
定２、第３のＵＬ－ＤＬ設定４がセットされている場合を示している。端末装置１は、該
セルに対するＨＡＲＱ－ＡＣＫのコードブックサイズを決定する。
【０２７１】
　すなわち、図１７におけるサブフレーム６は、ＵＬ参照ＵＬ－ＤＬ設定に基づいてスペ
シャルサブフレームとして指示されたサブフレームである。また、図１７におけるサブフ
レーム６は、ＤＬ参照ＵＬ－ＤＬ設定に基づいてスペシャルサブフレームとして指示され
たサブフレームである。また、図１７におけるサブフレーム６は、第３のＵＬ－ＤＬ設定
に基づいて下りリンクサブフレームとして指示されたサブフレームである。
【０２７２】
　すなわち、本実施形態において、５ｍｓの下りリンク－上りリンク・スイッチポイント
周期と１０ｍｓの下りリンク－上りリンク・スイッチポイント周期の間における設定（再
設定でもよい）がサポートされる。
【０２７３】
　例えば、ＵＬ参照ＵＬ－ＤＬ設定に基づいて５ｍｓの下りリンク－上りリンク・スイッ
チポイント周期のＵＬ－ＤＬ設定がセットされ、第３のＵＬ－ＤＬ設定に基づいて１０ｍ
ｓの下りリンク－上りリンク・スイッチポイント周期のＵＬ－ＤＬ設定がセットされても
よい。また、ＵＬ参照ＵＬ－ＤＬ設定に基づいて１０ｍｓの下りリンク－上りリンク・ス
イッチポイント周期のＵＬ－ＤＬ設定がセットされ、第３のＵＬ－ＤＬ設定に基づいて５
ｍｓの下りリンク－上りリンク・スイッチポイント周期のＵＬ－ＤＬ設定がセットされて
もよい。
【０２７４】
　ここで、端末装置１は、ＨＡＲＱ－ＡＣＫのコードブックサイズの決定に用いられるス
ペシャルサブフレームを、ＤＬ参照ＵＬ－ＤＬ設定に基づいて決定してもよい。すなわち
、端末装置１は、ＤＬ参照ＵＬ－ＤＬ設定に基づいてスペシャルサブフレームとして指示
されたサブフレーム（すなわち、図１７におけるサブフレーム６）を、ＨＡＲＱ－ＡＣＫ
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のコードブックサイズの決定に用いるかどうかを、ノーマル下りリンクＣＰでのスペシャ
ルサブフレーム設定０および５、または、拡張下りリンクＣＰでのスペシャルサブフレー
ム設定０および４がセットされているかどうかに基づいて決定してもよい。
【０２７５】
　例えば、端末装置１は、ノーマル下りリンクＣＰでのスペシャルサブフレーム設定０お
よび５、または、拡張下りリンクＣＰでのスペシャルサブフレーム設定０および４、以外
がセットされている場合には、ＤＬ参照ＵＬ－ＤＬ設定に基づいてスペシャルサブフレー
ムとして指示されたサブフレーム（すなわち、図１７におけるサブフレーム６）を、ＨＡ
ＲＱ－ＡＣＫのコードブックサイズの決定に用いてもよい。すなわち、この場合において
は、端末装置１は、Ｂｃ

ＤＬ＝Ｍとして、ＨＡＲＱ－ＡＣＫのコードブックサイズを決定
してもよい。
【０２７６】
　また、端末装置１は、ノーマル下りリンクＣＰでのスペシャルサブフレーム設定０およ
び５、または、拡張下りリンクＣＰでのスペシャルサブフレーム設定０および４がセット
されている場合には、ＤＬ参照ＵＬ－ＤＬ設定に基づいてスペシャルサブフレームとして
指示されたサブフレーム（すなわち、図１７におけるサブフレーム６）を、ＨＡＲＱ－Ａ
ＣＫのコードブックサイズの決定から除外してもよい。すなわち、この場合においては、
端末装置１は、Ｂｃ

ＤＬ＝Ｍ－１として、ＨＡＲＱ－ＡＣＫのコードブックサイズを決定
してもよい。
【０２７７】
　すなわち、端末装置１は、ノーマル下りリンクＣＰでのスペシャルサブフレーム設定０
および５、または、拡張下りリンクＣＰでのスペシャルサブフレーム設定０および４に対
して、ＤＬ参照ＵＬ－ＤＬ設定に基づいてスペシャルサブフレームとして指示されたサブ
フレーム（すなわち、図１７におけるサブフレーム６）のＤｗＰＴＳにおけるＰＤＳＣＨ
での送信を期待しなくてもよい。
【０２７８】
　また、端末装置１は、ノーマル下りリンクＣＰでのスペシャルサブフレーム設定０およ
び５、または、拡張下りリンクＣＰでのスペシャルサブフレーム設定０および４、以外に
対して、ＤＬ参照ＵＬ－ＤＬ設定に基づいてスペシャルサブフレームとして指示されたサ
ブフレーム（すなわち、図１７におけるサブフレーム６）のＤｗＰＴＳにおけるＰＤＳＣ
Ｈでの送信を期待してもよい。
【０２７９】
　すなわち、端末装置１は、ＣＰの長さ、および、スペシャルサブフレームの設定に基づ
いて、ＤＬ参照ＵＬ－ＤＬ設定に基づいてスペシャルサブフレーム（すなわち、図１７に
おけるサブフレーム６）として指示されたサブフレームのＤｗＰＴＳにおけるＰＤＳＣＨ
での送信を期待するか否かを決定してもよい。
【０２８０】
　また、ノーマル下りリンクＣＰでのスペシャルサブフレーム設定０および５、または、
拡張下りリンクＣＰでのスペシャルサブフレーム設定０および４に対して、ＤＬ参照ＵＬ
－ＤＬ設定に基づいてスペシャルサブフレームとして指示されたサブフレーム（すなわち
、図１７におけるサブフレーム６）のＤｗＰＴＳにおいて、ＰＤＳＣＨでの送信は行なわ
れなくてもよい。
【０２８１】
　また、ノーマル下りリンクＣＰでのスペシャルサブフレーム設定０および５、または、
拡張下りリンクＣＰでのスペシャルサブフレーム設定０および４、以外に対して、ＤＬ参
照ＵＬ－ＤＬ設定に基づいてスペシャルサブフレームとして指示されたサブフレーム（す
なわち、図１７におけるサブフレーム６）のＤｗＰＴＳにおいて、ＰＤＳＣＨでの送信は
行なわれてもよい。
【０２８２】
　また、端末装置１は、ノーマル下りリンクＣＰでのスペシャルサブフレーム設定０およ
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び５、または、拡張下りリンクＣＰでのスペシャルサブフレーム設定０および４に対して
、ＤＬ参照ＵＬ－ＤＬ設定に基づいてスペシャルサブフレームとして指示されたサブフレ
ーム（すなわち、図１７におけるサブフレーム６）のＤｗＰＴＳにおいて、ＥＰＤＣＣＨ
をモニタしなくてもよい。
【０２８３】
　また、端末装置１は、ノーマル下りリンクＣＰでのスペシャルサブフレーム設定０およ
び５、または、拡張下りリンクＣＰでのスペシャルサブフレーム設定０および４、以外に
対して、ＤＬ参照ＵＬ－ＤＬ設定に基づいてスペシャルサブフレームとして指示されたサ
ブフレーム（すなわち、図１７におけるサブフレーム６）のＤｗＰＴＳにおいて、ＥＰＤ
ＣＣＨをモニタしてもよい。
【０２８４】
　すなわち、端末装置１は、ＣＰの長さ、および、スペシャルサブフレームの設定に基づ
いて、ＤＬ参照ＵＬ－ＤＬ設定に基づいてスペシャルサブフレーム（すなわち、図１７に
おけるサブフレーム６）として指示されたサブフレームのＤｗＰＴＳにおいて、ＥＰＤＣ
ＣＨをモニタするか否かを決定してもよい。
【０２８５】
　また、ノーマル下りリンクＣＰでのスペシャルサブフレーム設定０および５、または、
拡張下りリンクＣＰでのスペシャルサブフレーム設定０および４に対して、ＤＬ参照ＵＬ
－ＤＬ設定に基づいてスペシャルサブフレームとして指示されたサブフレーム（すなわち
、図１７におけるサブフレーム６）のＤｗＰＴＳにおいて、ＥＰＤＣＣＨでの送信は行な
われなくてもよい。
【０２８６】
　また、ノーマル下りリンクＣＰでのスペシャルサブフレーム設定０および５、または、
拡張下りリンクＣＰでのスペシャルサブフレーム設定０および４、以外に対して、ＤＬ参
照ＵＬ－ＤＬ設定に基づいてスペシャルサブフレームとして指示されたサブフレーム（す
なわち、図１７におけるサブフレーム６）のＤｗＰＴＳにおいて、ＥＰＤＣＣＨでの送信
は行なわれてもよい。
【０２８７】
　すなわち、あるセルにおける、ノーマル下りリンクＣＰでのスペシャルサブフレーム設
定０および５、または、拡張下りリンクＣＰでのスペシャルサブフレーム設定０および４
に対して、ＤＬ参照ＵＬ－ＤＬ設定に基づいて指示された、該セルのスペシャルサブフレ
ームは、ＨＡＲＱ－ＡＣＫのコードブックサイズの決定から除外されてもよい。端末装置
１は、ＤＬ参照ＵＬ－ＤＬ設定、ＣＰの長さ、および、スペシャルサブフレームの設定に
基づいて、ＨＡＲＱ－ＡＣＫのコードブックサイズを決定してもよい。
【０２８８】
　図１８は、本実施形態における通信方法を説明するための別の図である。ここで、図１
８では、一例として、あるセルに対して、ＵＬ参照ＵＬ－ＤＬ設定０、ＤＬ参照ＵＬ－Ｄ
Ｌ設定３、第３のＵＬ－ＤＬ設定４がセットされている場合を示している。端末装置１は
、該セルに対するＨＡＲＱ－ＡＣＫのコードブックサイズを決定する。
【０２８９】
　すなわち、図１８におけるサブフレーム６は、ＵＬ参照ＵＬ－ＤＬ設定に基づいてスペ
シャルサブフレームとして指示されたサブフレームである。また、図１８におけるサブフ
レーム６は、ＤＬ参照ＵＬ－ＤＬ設定に基づいて下りリンクサブフレームとして指示され
たサブフレームである。また、図１８におけるサブフレーム６は、第３のＵＬ－ＤＬ設定
に基づいて下りリンクサブフレームとして指示されたサブフレームである。
【０２９０】
　ここで、端末装置１は、ＤＬ参照ＵＬ－ＤＬ設定に基づいて下りリンクサブフレームと
して指示されたサブフレーム（すなわち、図１８におけるサブフレーム６）を、ＨＡＲＱ
－ＡＣＫのコードブックサイズの決定に用いてもよい。すなわち、この場合においては、
端末装置１は、Ｂｃ

ＤＬ＝Ｍとして、ＨＡＲＱ－ＡＣＫのコードブックサイズを決定して
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もよい。
【０２９１】
　すなわち、端末装置１は、ＤＬ参照ＵＬ－ＤＬ設定に基づいて下りリンクサブフレーム
として指示されたサブフレーム（すなわち、図１８におけるサブフレーム６）におけるＰ
ＤＳＣＨでの送信を期待してもよい。すなわち、ＤＬ参照ＵＬ－ＤＬ設定に基づいて指示
された、あるセルの下りリンクサブフレーム（すなわち、図１８におけるサブフレーム６
）は、ＨＡＲＱ－ＡＣＫのコードブックサイズの決定に用いられてもよい。
【０２９２】
　また、端末装置１は、ＤＬ参照ＵＬ－ＤＬ設定に基づいて下りリンクサブフレームとし
て指示されたサブフレーム（すなわち、図１８におけるサブフレーム６）において、ＥＰ
ＤＣＣＨをモニタしてもよい。
【０２９３】
　図１９は、本実施形態における通信方法を説明するための別の図である。ここで、図１
９では、一例として、あるセルに対して、ＵＬ参照ＵＬ－ＤＬ設定０、ＤＬ参照ＵＬ－Ｄ
Ｌ設定４、第３のＵＬ－ＤＬ設定２がセットされている場合を示している。端末装置１は
、該セルに対するＨＡＲＱ－ＡＣＫのコードブックサイズを決定する。
【０２９４】
　すなわち、図１９におけるサブフレーム６は、ＵＬ参照ＵＬ－ＤＬ設定に基づいてスペ
シャルサブフレームとして指示されたサブフレームである。また、図１９におけるサブフ
レーム６は、ＤＬ参照ＵＬ－ＤＬ設定に基づいて下りリンクサブフレームとして指示され
たサブフレームである。また、図１９におけるサブフレーム６は、第３のＵＬ－ＤＬ設定
に基づいてスペシャルサブフレームとして指示されたサブフレームである。
【０２９５】
　ここで、端末装置１は、ＨＡＲＱ－ＡＣＫのコードブックサイズの決定に用いられるス
ペシャルサブフレームを、第３のＵＬ－ＤＬ設定に基づいて決定してもよい。すなわち、
端末装置１は、第３のＵＬ－ＤＬ設定に基づいてスペシャルサブフレームとして指示され
たサブフレーム（すなわち、図１９におけるサブフレーム６）を、ＨＡＲＱ－ＡＣＫのコ
ードブックサイズの決定に用いるかどうかを、ノーマル下りリンクＣＰでのスペシャルサ
ブフレーム設定０および５、または、拡張下りリンクＣＰでのスペシャルサブフレーム設
定０および４がセットされているかどうかに基づいて決定してもよい。
【０２９６】
　例えば、端末装置１は、ノーマル下りリンクＣＰでのスペシャルサブフレーム設定０お
よび５、または、拡張下りリンクＣＰでのスペシャルサブフレーム設定０および４、以外
がセットされている場合には、第３のＵＬ－ＤＬ設定に基づいてスペシャルサブフレーム
として指示されたサブフレーム（すなわち、図１９におけるサブフレーム６）を、ＨＡＲ
Ｑ－ＡＣＫのコードブックサイズの決定に用いてもよい。すなわち、この場合においては
、端末装置１は、Ｂｃ

ＤＬ＝Ｍとして、ＨＡＲＱ－ＡＣＫのコードブックサイズを決定し
てもよい。
【０２９７】
　また、端末装置１は、ノーマル下りリンクＣＰでのスペシャルサブフレーム設定０およ
び５、または、拡張下りリンクＣＰでのスペシャルサブフレーム設定０および４がセット
されている場合には、第３のＵＬ－ＤＬ設定に基づいてスペシャルサブフレームとして指
示されたサブフレーム（すなわち、図１９におけるサブフレーム６）を、ＨＡＲＱ－ＡＣ
Ｋのコードブックサイズの決定から除外してもよい。すなわち、この場合においては、端
末装置１は、Ｂｃ

ＤＬ＝Ｍ－１として、ＨＡＲＱ－ＡＣＫのコードブックサイズを決定し
てもよい。
【０２９８】
　すなわち、端末装置１は、ノーマル下りリンクＣＰでのスペシャルサブフレーム設定０
および５、または、拡張下りリンクＣＰでのスペシャルサブフレーム設定０および４に対
して、第３のＵＬ－ＤＬ設定に基づいてスペシャルサブフレームとして指示されたサブフ
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レーム（すなわち、図１９におけるサブフレーム６）のＤｗＰＴＳにおけるＰＤＳＣＨで
の送信を期待しなくてもよい。
【０２９９】
　また、端末装置１は、ノーマル下りリンクＣＰでのスペシャルサブフレーム設定０およ
び５、または、拡張下りリンクＣＰでのスペシャルサブフレーム設定０および４、以外に
対して、第３のＵＬ－ＤＬ設定に基づいてスペシャルサブフレームとして指示されたサブ
フレーム（すなわち、図１９におけるサブフレーム６）のＤｗＰＴＳにおけるＰＤＳＣＨ
での送信を期待してもよい。
【０３００】
　すなわち、端末装置１は、ＣＰの長さ、および、スペシャルサブフレームの設定に基づ
いて、第３のＵＬ－ＤＬ設定に基づいてスペシャルサブフレーム（すなわち、図１９にお
けるサブフレーム６）として指示されたサブフレームのＤｗＰＴＳにおけるＰＤＳＣＨで
の送信を期待するか否かを決定してもよい。
【０３０１】
　すなわち、ノーマル下りリンクＣＰでのスペシャルサブフレーム設定０および５、また
は、拡張下りリンクＣＰでのスペシャルサブフレーム設定０および４に対して、第３のＵ
Ｌ－ＤＬ設定に基づいてスペシャルサブフレームとして指示されたサブフレーム（すなわ
ち、図１９におけるサブフレーム６）のＤｗＰＴＳにおいて、ＰＤＳＣＨでの送信は行な
われなくてもよい。
【０３０２】
　また、ノーマル下りリンクＣＰでのスペシャルサブフレーム設定０および５、または、
拡張下りリンクＣＰでのスペシャルサブフレーム設定０および４、以外に対して、第３の
ＵＬ－ＤＬ設定に基づいてスペシャルサブフレームとして指示されたサブフレーム（すな
わち、図１９におけるサブフレーム６）のＤｗＰＴＳにおいて、ＰＤＳＣＨでの送信は行
なわれてもよい。
【０３０３】
　また、端末装置１は、ノーマル下りリンクＣＰでのスペシャルサブフレーム設定０およ
び５、または、拡張下りリンクＣＰでのスペシャルサブフレーム設定０および４に対して
、第３のＵＬ－ＤＬ設定に基づいてスペシャルサブフレームとして指示されたサブフレー
ム（すなわち、図１９におけるサブフレーム６）のＤｗＰＴＳにおいて、ＥＰＤＣＣＨを
モニタしなくてもよい。
【０３０４】
　また、端末装置１は、ノーマル下りリンクＣＰでのスペシャルサブフレーム設定０およ
び５、または、拡張下りリンクＣＰでのスペシャルサブフレーム設定０および４、以外に
対して、第３のＵＬ－ＤＬ設定に基づいてスペシャルサブフレームとして指示されたサブ
フレーム（すなわち、図１９におけるサブフレーム６）のＤｗＰＴＳにおいて、ＥＰＤＣ
ＣＨをモニタしてもよい。
【０３０５】
　すなわち、端末装置１は、ＣＰの長さ、および、スペシャルサブフレームの設定に基づ
いて、第３のＵＬ－ＤＬ設定に基づいてスペシャルサブフレーム（すなわち、図１９にお
けるサブフレーム６）として指示されたサブフレームのＤｗＰＴＳにおいて、ＥＰＤＣＣ
Ｈをモニタするか否かを決定してもよい。
【０３０６】
　また、ノーマル下りリンクＣＰでのスペシャルサブフレーム設定０および５、または、
拡張下りリンクＣＰでのスペシャルサブフレーム設定０および４に対して、第３のＵＬ－
ＤＬ設定に基づいてスペシャルサブフレームとして指示されたサブフレーム（すなわち、
図１９におけるサブフレーム６）のＤｗＰＴＳにおいて、ＥＰＤＣＣＨでの送信は行なわ
れなくてもよい。
【０３０７】
　また、ノーマル下りリンクＣＰでのスペシャルサブフレーム設定０および５、または、
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拡張下りリンクＣＰでのスペシャルサブフレーム設定０および４、以外に対して、第３の
ＵＬ－ＤＬ設定に基づいてスペシャルサブフレームとして指示されたサブフレーム（すな
わち、図１９におけるサブフレーム６）のＤｗＰＴＳにおいて、ＥＰＤＣＣＨでの送信は
行なわれてもよい。
【０３０８】
　すなわち、あるセルにおける、ノーマル下りリンクＣＰでのスペシャルサブフレーム設
定０および５、または、拡張下りリンクＣＰでのスペシャルサブフレーム設定０および４
に対して、第３のＵＬ－ＤＬ設定に基づいて指示された、該セルのスペシャルサブフレー
ムは、ＨＡＲＱ－ＡＣＫのコードブックサイズの決定から除外されてもよい。端末装置１
は、第３のＵＬ－ＤＬ設定、ＣＰの長さ、および、スペシャルサブフレームの設定に基づ
いて、ＨＡＲＱ－ＡＣＫのコードブックサイズを決定してもよい。
【０３０９】
　図２０は、本実施形態における通信方法を説明するための別の図である。ここで、図２
０では、一例として、あるセルに対して、ＵＬ参照ＵＬ－ＤＬ設定０、ＤＬ参照ＵＬ－Ｄ
Ｌ設定４、第３のＵＬ－ＤＬ設定３がセットされている場合を示している。端末装置１は
、該セルに対するＨＡＲＱ－ＡＣＫのコードブックサイズを決定する。
【０３１０】
　すなわち、図２０におけるサブフレーム６は、ＵＬ参照ＵＬ－ＤＬ設定に基づいてスペ
シャルサブフレームとして指示されたサブフレームである。また、図２０におけるサブフ
レーム６は、ＤＬ参照ＵＬ－ＤＬ設定に基づいて下りリンクサブフレームとして指示され
たサブフレームである。また、図２０におけるサブフレーム６は、第３のＵＬ－ＤＬ設定
に基づいて下りリンクサブフレームとして指示されたサブフレームである。
【０３１１】
　ここで、端末装置１は、第３のＵＬ－ＤＬ設定に基づいて下りリンクサブフレームとし
て指示されたサブフレーム（すなわち、図２０におけるサブフレーム６）を、ＨＡＲＱ－
ＡＣＫのコードブックサイズの決定に用いてもよい。すなわち、この場合においては、端
末装置１は、Ｂｃ

ＤＬ＝Ｍとして、ＨＡＲＱ－ＡＣＫのコードブックサイズを決定しても
よい。
【０３１２】
　すなわち、端末装置１は、第３のＵＬ－ＤＬ設定に基づいて下りリンクサブフレームと
して指示されたサブフレーム（すなわち、図２０におけるサブフレーム６）におけるＰＤ
ＳＣＨでの送信を期待してもよい。すなわち、ＤＬ参照ＵＬ－ＤＬ設定に基づいて指示さ
れた、あるセルの下りリンクサブフレーム（すなわち、図２０におけるサブフレーム６）
は、ＨＡＲＱ－ＡＣＫのコードブックサイズの決定に用いられてもよい。
【０３１３】
　また、端末装置１は、第３のＵＬ－ＤＬ設定に基づいて下りリンクサブフレームとして
指示されたサブフレーム（すなわち、図２０におけるサブフレーム６）において、ＥＰＤ
ＣＣＨをモニタしてもよい。
【０３１４】
　ここで、上述した、図１７から図２０におけるＨＡＲＱ－ＡＣＫの送信方法（ＨＡＲＱ
－ＡＣＫのコードワードサイズの決定方法）は、端末装置１に対して、少なくとも、ＤＬ
参照ＵＬ－ＤＬ設定がセットされている場合の動作を示している。すなわち、図１７から
図２０における動作は、ダイナミックＴＤＤ（ｅＩＭＴＡでもよい）が設定された端末装
置１における動作を示している。
【０３１５】
　以下、端末装置１に対して、少なくとも、ＤＬ参照ＵＬ－ＤＬ設定がセットされていな
い場合のＨＡＲＱ－ＡＣＫのコードブックサイズの決定方法を記載する。すなわち、ダイ
ナミックＴＤＤ（ｅＩＭＴＡでもよい）が設定されていない端末装置１における動作を記
載する。
【０３１６】
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　ここで、ＤＬ参照ＵＬ－ＤＬ設定がセットされていない端末装置１は、ＨＡＲＱ－ＡＣ
Ｋのコードブックサイズの決定に用いられるスペシャルサブフレームを、ＵＬ参照ＵＬ－
ＤＬ設定に基づいて決定してもよい。すなわち、端末装置１は、ＵＬ参照ＵＬ－ＤＬ設定
に基づいてスペシャルサブフレームとして指示されたサブフレームを、ＨＡＲＱ－ＡＣＫ
のコードブックサイズの決定に用いるかどうかを、ノーマル下りリンクＣＰでのスペシャ
ルサブフレーム設定０および５、または、拡張下りリンクＣＰでのスペシャルサブフレー
ム設定０および４がセットされているかどうかに基づいて決定してもよい。
【０３１７】
　例えば、端末装置１は、ノーマル下りリンクＣＰでのスペシャルサブフレーム設定０お
よび５、または、拡張下りリンクＣＰでのスペシャルサブフレーム設定０および４、以外
がセットされている場合には、ＵＬ参照ＵＬ－ＤＬ設定に基づいてスペシャルサブフレー
ムとして指示されたサブフレームを、ＨＡＲＱ－ＡＣＫのコードブックサイズの決定に用
いてもよい。すなわち、この場合においては、端末装置１は、Ｂｃ

ＤＬ＝Ｍとして、ＨＡ
ＲＱ－ＡＣＫのコードブックサイズを決定してもよい。
【０３１８】
　また、端末装置１は、ノーマル下りリンクＣＰでのスペシャルサブフレーム設定０およ
び５、または、拡張下りリンクＣＰでのスペシャルサブフレーム設定０および４がセット
されている場合には、ＵＬ参照ＵＬ－ＤＬ設定に基づいてスペシャルサブフレームとして
指示されたサブフレームを、ＨＡＲＱ－ＡＣＫのコードブックサイズの決定から除外して
もよい。すなわち、この場合においては、端末装置１は、Ｂｃ

ＤＬ＝Ｍ－１として、ＨＡ
ＲＱ－ＡＣＫのコードブックサイズを決定してもよい。
【０３１９】
　すなわち、端末装置１は、ノーマル下りリンクＣＰでのスペシャルサブフレーム設定０
および５、または、拡張下りリンクＣＰでのスペシャルサブフレーム設定０および４に対
して、ＵＬ参照ＵＬ－ＤＬ設定に基づいてスペシャルサブフレームとして指示されたサブ
フレームのＤｗＰＴＳにおけるＰＤＳＣＨでの送信を期待しなくてもよい。
【０３２０】
　また、端末装置１は、ノーマル下りリンクＣＰでのスペシャルサブフレーム設定０およ
び５、または、拡張下りリンクＣＰでのスペシャルサブフレーム設定０および４、以外に
対して、ＵＬ参照ＵＬ－ＤＬ設定に基づいてスペシャルサブフレームとして指示されたサ
ブフレームのＤｗＰＴＳにおけるＰＤＳＣＨでの送信を期待してもよい。
【０３２１】
　すなわち、端末装置１は、ＣＰの長さ、および、スペシャルサブフレームの設定に基づ
いて、ＵＬ参照ＵＬ－ＤＬ設定に基づいてスペシャルサブフレームとして指示されたサブ
フレームのＤｗＰＴＳにおけるＰＤＳＣＨでの送信を期待するか否かを決定してもよい。
【０３２２】
　また、ノーマル下りリンクＣＰでのスペシャルサブフレーム設定０および５、または、
拡張下りリンクＣＰでのスペシャルサブフレーム設定０および４に対して、ＵＬ参照ＵＬ
－ＤＬ設定に基づいてスペシャルサブフレームとして指示されたサブフレームのＤｗＰＴ
Ｓにおいて、ＰＤＳＣＨでの送信は行なわれなくてもよい。
【０３２３】
　また、ノーマル下りリンクＣＰでのスペシャルサブフレーム設定０および５、または、
拡張下りリンクＣＰでのスペシャルサブフレーム設定０および４、以外に対して、ＵＬ参
照ＵＬ－ＤＬ設定に基づいてスペシャルサブフレームとして指示されたサブフレームのＤ
ｗＰＴＳにおいて、ＰＤＳＣＨでの送信は行なわれてもよい。
【０３２４】
　また、端末装置１は、ノーマル下りリンクＣＰでのスペシャルサブフレーム設定０およ
び５、または、拡張下りリンクＣＰでのスペシャルサブフレーム設定０および４に対して
、ＵＬ参照ＵＬ－ＤＬ設定に基づいてスペシャルサブフレームとして指示されたサブフレ
ームのＤｗＰＴＳにおいて、ＥＰＤＣＣＨをモニタしなくてもよい。
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【０３２５】
　また、端末装置１は、ノーマル下りリンクＣＰでのスペシャルサブフレーム設定０およ
び５、または、拡張下りリンクＣＰでのスペシャルサブフレーム設定０および４、以外に
対して、ＵＬ参照ＵＬ－ＤＬ設定に基づいてスペシャルサブフレームとして指示されたサ
ブフレームのＤｗＰＴＳにおいて、ＥＰＤＣＣＨをモニタしてもよい。
【０３２６】
　すなわち、端末装置１は、ＣＰの長さ、および、スペシャルサブフレームの設定に基づ
いて、ＵＬ参照ＵＬ－ＤＬ設定に基づいてスペシャルサブフレームとして指示されたサブ
フレームのＤｗＰＴＳにおいて、ＥＰＤＣＣＨをモニタするか否かを決定してもよい。
【０３２７】
　また、ノーマル下りリンクＣＰでのスペシャルサブフレーム設定０および５、または、
拡張下りリンクＣＰでのスペシャルサブフレーム設定０および４に対して、ＵＬ参照ＵＬ
－ＤＬ設定に基づいてスペシャルサブフレームとして指示されたサブフレームのＤｗＰＴ
Ｓにおいて、ＥＰＤＣＣＨでの送信は行なわれなくてもよい。
【０３２８】
　また、ノーマル下りリンクＣＰでのスペシャルサブフレーム設定０および５、または、
拡張下りリンクＣＰでのスペシャルサブフレーム設定０および４、以外に対して、ＵＬ参
照ＵＬ－ＤＬ設定に基づいてスペシャルサブフレームとして指示されたサブフレームのＤ
ｗＰＴＳにおいて、ＥＰＤＣＣＨでの送信は行なわれてもよい。
【０３２９】
　すなわち、あるセルにおける、ノーマル下りリンクＣＰでのスペシャルサブフレーム設
定０および５、または、拡張下りリンクＣＰでのスペシャルサブフレーム設定０および４
に対して、ＵＬ参照ＵＬ－ＤＬ設定に基づいて指示された、該セルのスペシャルサブフレ
ームは、ＨＡＲＱ－ＡＣＫのコードブックサイズの決定から除外されてもよい。端末装置
１は、ＵＬ参照ＵＬ－ＤＬ設定、ＣＰの長さ、および、スペシャルサブフレームの設定に
基づいて、ＨＡＲＱ－ＡＣＫのコードブックサイズを決定してもよい。
【０３３０】
　また、端末装置１は、ＵＬ参照ＵＬ－ＤＬ設定に基づいて下りリンクサブフレームとし
て指示されたサブフレームを、ＨＡＲＱ－ＡＣＫのコードブックサイズの決定に用いても
よい。すなわち、この場合においては、端末装置１は、Ｂｃ

ＤＬ＝Ｍとして、ＨＡＲＱ－
ＡＣＫのコードブックサイズを決定してもよい。
【０３３１】
　すなわち、端末装置１は、ＵＬ参照ＵＬ－ＤＬ設定に基づいて下りリンクサブフレーム
として指示されたサブフレームにおけるＰＤＳＣＨでの送信を期待してもよい。すなわち
、ＵＬ参照ＵＬ－ＤＬ設定に基づいて指示された、あるセルの下りリンクサブフレームは
、ＨＡＲＱ－ＡＣＫのコードブックサイズの決定に用いられてもよい。
【０３３２】
　また、端末装置１は、ＵＬ参照ＵＬ－ＤＬ設定に基づいて下りリンクサブフレームとし
て指示されたサブフレームにおいてＥＰＤＣＣＨをモニタしてもよい。
【０３３３】
　上述のようにＨＡＲＱ－ＡＣＫのコードブックサイズを決定した端末装置１は、決定し
たＨＡＲＱ－ＡＣＫのコードブックサイズを用いて、ＨＡＲＱ－ＡＣＫを送信する。すな
わち、端末装置１は、サブフレーム（複数のサブフレームでもよい）ｎ－ｋ（ここで、ｋ
∈Ｋ、Ｋは、図１５によって示される）におけるＰＤＳＣＨでの送信の検出に基づいて、
対応するＨＡＲＱ－ＡＣＫのフィールドにＡＣＫまたはＮＡＣＫをセットし、上りリンク
サブフレームｎにおいて、ＨＡＲＱ－ＡＣＫ、または、空間的にバンドルされたＨＡＲＱ
－ＡＣＫを送信する。
【０３３４】
　また、端末装置１は、サブフレーム（複数のサブフレームでもよい）ｎ－ｋ（ここで、
ｋ∈Ｋ、Ｋは、図１５によって示される）における下りリンクのＳＰＳリリースを指示す
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るＰＤＣＣＨ／ＥＰＤＣＣＨの検出に基づいて、対応するＨＡＲＱ－ＡＣＫのフィールド
にＡＣＫまたはＮＡＣＫをセットし、上りリンクサブフレームｎにおいて、ＨＡＲＱ－Ａ
ＣＫを送信してもよい。
【０３３５】
　ここで、端末装置１は、あるセルに対する、あるサブフレームにおいて、ＰＤＳＣＨ、
および、下りリンクＳＰＳリリースを指示するＰＤＣＣＨ／ＥＰＤＣＣＨのどちらも検出
しなかった場合には、ＮＡＣＫを生成してもよい。すなわち、端末装置１は、あるセルに
対する、あるサブフレームにおいて、ＰＤＳＣＨ、および、下りリンクＳＰＳリリースを
指示するＰＤＣＣＨ／ＥＰＤＣＣＨのどちらも検出しなかった場合には、対応するＨＡＲ
Ｑ－ＡＣＫのフィールドにＮＡＣＫをセットしてもよい。
【０３３６】
　ここで、端末装置１は、該セルにおいて設定された下りリンク送信モードが２つまでの
トランスポートブロックをサポートし、且つ、空間的なバンドリングが適用されない場合
には、２つのＮＡＣＫを生成してもよい。また、端末装置１は、該セルにおいて設定され
た下りリンク送信モードが１つのトランスポートブロックをサポートする場合には、１つ
のＮＡＣＫを生成してもよい。また、端末装置１は、該セルにおいて空間的なバンドリン
グが適用される場合には、１つのＮＡＣＫを生成してもよい。
【０３３７】
　ここで、端末装置１は、あるセルに対する、あるサブフレームにおいて、該セルにおい
て設定された下りリンク送信モードが２つまでのトランスポートブロックをサポートし、
且つ、該セルの該サブフレームにおいて１つのトランスポートブロックを受信し、且つ、
該セルに対して空間的なＨＡＲＱ－ＡＣＫバンドリングが適用されない場合には、受信し
た１つのトランスポートブロックとは異なるトランスポートブロックに対する１つのＮＡ
ＣＫを生成してもよい。
【０３３８】
　また、端末装置１は、あるセルに対する、あるサブフレームにおいて、該セルにおいて
設定された下りリンク送信モードが２つまでのトランスポートブロックをサポートし、且
つ、該セルの該サブフレームにおいて下りリンクＳＰＳリリースを指示するＰＤＣＣＨ／
ＥＰＤＣＣＨを受信（検出）し、且つ、該セルに対して空間的なＨＡＲＱ－ＡＣＫバンド
リングが適用されない場合には、コードワード１に対応するＨＡＲＱ－ＡＣＫとして、１
つのＮＡＣＫを生成する。ここで、受信した下りリンクＳＰＳリリースを指示するＰＤＣ
ＣＨ／ＥＰＤＣＣＨに対する１つのＡＣＫは、コードワード０に対応するＨＡＲＱ－ＡＣ
Ｋとして生成されてもよい。
【０３３９】
　また、端末装置１は、あるセルに対する、あるサブフレームにおいて、該セルにおいて
設定された下りリンク送信モードが２つまでのトランスポートブロックをサポートし、且
つ、該セルの該サブフレームにおいて下りリンクＳＰＳリリースを指示するＰＤＣＣＨ／
ＥＰＤＣＣＨを受信（検出）し、且つ、該セルに対して空間的なＨＡＲＱ－ＡＣＫバンド
リングが適用されない場合には、コードワード０に対応するＨＡＲＱ－ＡＣＫとして、１
つのＮＡＣＫを生成する。ここで、受信した下りリンクＳＰＳリリースを指示するＰＤＣ
ＣＨ／ＥＰＤＣＣＨに対する１つのＡＣＫは、コードワード１に対応するＨＡＲＱ－ＡＣ
Ｋとして生成されてもよい。
【０３４０】
　また、端末装置１は、あるセルに対する、あるサブフレームにおいて、該セルにおいて
設定された下りリンク送信モードが２つまでのトランスポートブロックをサポートし、且
つ、該セルの該サブフレームにおいて下りリンクＳＰＳリリースを指示するＰＤＣＣＨ／
ＥＰＤＣＣＨを受信（検出）し、且つ、該セルに対して空間的なＨＡＲＱ－ＡＣＫバンド
リングが適用されない場合には、２つのＡＣＫを生成してもよい。すなわち、この場合に
おいては、下りリンクＳＰＳリリースを指示するＰＤＣＣＨ／ＥＰＤＣＣＨへの応答とし
て、両方のトランスポートブロックに対して２つのＡＣＫ（同じＨＡＲＱ－ＡＣＫ応答）
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が生成されてもよい。
【０３４１】
　また、基地局装置３は、あるセルに対する、あるサブフレームにおいて、該セルにおい
て設定された下りリンク送信モードが２つまでのトランスポートブロックをサポートし、
且つ、該セルの該サブフレームにおいて下りリンクＳＰＳリリースを指示するＰＤＣＣＨ
／ＥＰＤＣＣＨを送信し、且つ、該セルに対して空間的なＨＡＲＱ－ＡＣＫバンドリング
が適用されない場合、該両方のトランスポートブロックに対するＨＡＲＱ－ＡＣＫのうち
少なくとも１つがＡＣＫであるならば、端末装置１が、下りリンクＳＰＳリリースを指示
するＰＤＣＣＨ／ＥＰＤＣＣＨの受信（検出）に成功したと判断してもよい。
【０３４２】
　ここで、上述したように、端末装置１は、ＣＰの長さ、および、サブフレームの設定に
基づいて、あるサブフレーム（あるサブフレームのＤｗＰＴＳでもよい）におけるＰＤＳ
ＣＨでの送信を期待するか否かを決定してもよい。
【０３４３】
　以下、ＣＰの長さ、サブフレームの設定、および、第３のＵＬ－ＤＬ設定に基づく、端
末装置１の動作の一例を記載する。
【０３４４】
　例えば、端末装置１は、ノーマル下りリンクＣＰでのスペシャルサブフレーム設定０お
よび５、または、拡張下りリンクＣＰでのスペシャルサブフレーム設定０および４がセッ
トされている場合には、第３のＵＬ－ＤＬ設定に基づいてスペシャルサブフレームとして
指示されたサブフレーム（サブフレームのＤｗＰＴＳでもよい）におけるＰＤＳＣＨでの
送信を期待しなくてもよい。
【０３４５】
　また、端末装置１は、ノーマル下りリンクＣＰでのスペシャルサブフレーム設定０およ
び５、または、拡張下りリンクＣＰでのスペシャルサブフレーム設定０および４がセット
されている場合には、第３のＵＬ－ＤＬ設定に基づいて下りリンクサブフレームとして指
示されたサブフレームにおけるＰＤＳＣＨでの送信を期待しなくてもよい。
【０３４６】
　ここで、端末装置１は、ノーマル下りリンクＣＰでのスペシャルサブフレーム設定０お
よび５、または、拡張下りリンクＣＰでのスペシャルサブフレーム設定０および４がセッ
トされている場合に、第３のＵＬ－ＤＬ設定に基づいて下りリンクサブフレームとして指
示されたサブフレームにおいて、ＥＰＤＣＣＨ（ＥＰＤＣＣＨで送信される上りリンクグ
ラントでもよい）をモニタしてもよい。
【０３４７】
　また、端末装置１は、ノーマル下りリンクＣＰでのスペシャルサブフレーム設定０およ
び５、または、拡張下りリンクＣＰでのスペシャルサブフレーム設定０および４がセット
されている場合に、第３のＵＬ－ＤＬ設定に基づいて下りリンクサブフレームとして指示
されたサブフレームにおいて、ＥＰＤＣＣＨ（ＥＰＤＣＣＨで送信される上りリンクグラ
ントでもよい）をモニタしなくてもよい。
【０３４８】
　また、端末装置１は、ノーマル下りリンクＣＰでのスペシャルサブフレーム設定０およ
び５、または、拡張下りリンクＣＰでのスペシャルサブフレーム設定０および４、以外が
セットされている場合には、第３のＵＬ－ＤＬ設定に基づいてスペシャルサブフレームと
して指示されたサブフレーム（サブフレームのＤｗＰＴＳでもよい）におけるＰＤＳＣＨ
での送信を期待してもよい。
【０３４９】
　また、端末装置１は、ノーマル下りリンクＣＰでのスペシャルサブフレーム設定０およ
び５、または、拡張下りリンクＣＰでのスペシャルサブフレーム設定０および４、以外が
セットされている場合には、第３のＵＬ－ＤＬ設定に基づいて下りリンクサブフレームと
して指示されたサブフレームにおけるＰＤＳＣＨでの送信を期待してもよい。
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【０３５０】
　すなわち、端末装置１は、第３のＵＬ－ＤＬ設定に基づいてスペシャルサブフレームと
して指示されたサブフレーム（サブフレームのＤｗＰＴＳでもよい）におけるＰＤＳＣＨ
での送信を期待するか否かを、ノーマル下りリンクＣＰでのスペシャルサブフレーム設定
０および５、または、拡張下りリンクＣＰでのスペシャルサブフレーム設定０および４が
セットされているかどうかに基づいて決定してもよい。
【０３５１】
　また、端末装置１は、第３のＵＬ－ＤＬ設定に基づいて下りリンクサブフレームとして
指示されたサブフレームにおけるＰＤＳＣＨでの送信を期待するか否かを、ノーマル下り
リンクＣＰでのスペシャルサブフレーム設定０および５、または、拡張下りリンクＣＰで
のスペシャルサブフレーム設定０および４がセットされているかどうかに基づいて決定し
てもよい。
【０３５２】
　以下、ＣＰの長さ、サブフレームの設定、ＵＬ参照ＵＬ－ＤＬ設定、ＤＬ参照ＵＬ－Ｄ
Ｌ設定、および、第３のＵＬ－ＤＬ設定に基づく、端末装置１の動作の一例を記載する。
【０３５３】
　上述したように、端末装置１は、第３のＵＬ－ＤＬ設定に基づいて下りリンクサブフレ
ームおよびスペシャルサブフレームとして指示されたサブフレーム（以下、説明を明確に
するために、ＤＬ－Ｓサブフレームとも記載する）においてＰＤＳＣＨでの送信を期待し
てもよい。ここで、この場合において、端末装置１は、該ＤＬ－Ｓサブフレームが、第１
のＵＬ－ＤＬ設定に基づいてスペシャルサブフレームとして指示され、且つ、第２のＵＬ
－ＤＬ設定に基づいてスペシャルサブフレームとして指示された場合には、該ＤＬ－Ｓサ
ブフレームにおいてＰＤＳＣＨでの送信を期待するか否かを、ＣＰの長さ、および、スペ
シャルサブフレームの設定に基づいて決定してもよい。
【０３５４】
　すなわち、端末装置１は、該ＤＬ－ＳサブフレームにおいてＰＤＳＣＨでの送信を期待
するか否かを、ノーマル下りリンクＣＰでのスペシャルサブフレーム設定０および５、ま
たは、拡張下りリンクＣＰでのスペシャルサブフレーム設定０および４がセットされてい
るかどうかに基づいて決定してもよい。
【０３５５】
　すなわち、端末装置１は、ノーマル下りリンクＣＰでのスペシャルサブフレーム設定０
および５、または、拡張下りリンクＣＰでのスペシャルサブフレーム設定０および４がセ
ットされている場合には、該ＤＬ－ＳサブフレームにおいてＰＤＳＣＨでの送信を期待し
なくてもよい。また、端末装置１は、ノーマル下りリンクＣＰでのスペシャルサブフレー
ム設定０および５、または、拡張下りリンクＣＰでのスペシャルサブフレーム設定０およ
び４、以外がセットされている場合には、該ＤＬ－ＳサブフレームにおいてＰＤＳＣＨで
の送信を期待してもよい。
【０３５６】
　また、端末装置１は、該ＤＬ－Ｓサブフレームが、第１のＵＬ－ＤＬ設定に基づいてス
ペシャルサブフレームとして指示され、且つ、第２のＵＬ－ＤＬ設定に基づいて下りリン
クサブフレームとして指示された場合には、該ＤＬ－ＳサブフレームにおいてＰＤＳＣＨ
での送信を期待してもよい。すなわち、この場合においては、端末装置１は、ＣＰの長さ
、および、スペシャルサブフレームの設定に関わらず、該ＤＬ－Ｓサブフレームにおいて
ＰＤＳＣＨでの送信を期待してもよい。
【０３５７】
　また、上述したように、端末装置１は、ＥＰＤＣＣＨをモニタするサブフレーム（以下
、説明を明確にするために、ＥＰＤＣＣＨモニタリングサブフレームとも記載する）のう
ち、第３のＵＬ－ＤＬ設定に基づいて下りリンクサブフレームおよびスペシャルサブフレ
ームとして指示されたサブフレーム（以下、説明を明確にするために、ＥＰＤＣＣＨモニ
タリングＤＬ－Ｓサブフレームとも記載する）においてＥＰＤＣＣＨをモニタしてもよい
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。ここで、上述したように、ＥＰＤＣＣＨをモニタするサブフレームは、端末装置１がＥ
ＰＤＣＣＨをモニタすべきサブフレームとして設定される。
【０３５８】
　ここで、この場合において、端末装置１は、ＥＰＤＣＣＨモニタリングＤＬ－Ｓサブフ
レームが、第１のＵＬ－ＤＬ設定に基づいてスペシャルサブフレームとして指示され、且
つ、第２のＵＬ－ＤＬ設定に基づいてスペシャルサブフレームとして指示された場合（第
１の場合とも記載される）には、該ＥＰＤＣＣＨモニタリングＤＬ－Ｓサブフレームにお
いてＥＰＤＣＣＨをモニタするか否かを、ＣＰの長さ、および、スペシャルサブフレーム
の設定に基づいて決定してもよい。
【０３５９】
　すなわち、端末装置１は、該ＥＰＤＣＣＨモニタリングＤＬ－Ｓサブフレームにおいて
ＥＰＤＣＣＨをモニタするか否かを、ノーマル下りリンクＣＰでのスペシャルサブフレー
ム設定０および５、または、拡張下りリンクＣＰでのスペシャルサブフレーム設定０およ
び４がセットされているかどうかに基づいて決定してもよい。
【０３６０】
　すなわち、端末装置１は、ノーマル下りリンクＣＰでのスペシャルサブフレーム設定０
および５、または、拡張下りリンクＣＰでのスペシャルサブフレーム設定０および４がセ
ットされている場合には、該ＥＰＤＣＣＨモニタリングＤＬ－ＳサブフレームにおいてＥ
ＰＤＣＣＨをモニタしなくてもよい。また、端末装置１は、ノーマル下りリンクＣＰでの
スペシャルサブフレーム設定０および５、または、拡張下りリンクＣＰでのスペシャルサ
ブフレーム設定０および４、以外がセットされている場合には、該ＥＰＤＣＣＨモニタリ
ングＤＬ－ＳサブフレームにおいてＥＰＤＣＣＨをモニタしてもよい。
【０３６１】
　また、端末装置１は、該ＥＰＤＣＣＨモニタリングＤＬ－Ｓサブフレームが、第１のＵ
Ｌ－ＤＬ設定に基づいてスペシャルサブフレームとして指示され、且つ、第２のＵＬ－Ｄ
Ｌ設定に基づいて下りリンクサブフレームとして指示された場合（第１の場合とも記載さ
れる）には、該ＥＰＤＣＣＨモニタリングＤＬ－ＳサブフレームにおいてＥＰＤＣＣＨを
モニタしてもよい。すなわち、この場合においては、端末装置１は、ＣＰの長さ、および
、スペシャルサブフレームの設定に関わらず、該ＥＰＤＣＣＨモニタリングＤＬ－Ｓサブ
フレームにおいてＥＰＤＣＣＨをモニタしてもよい。
【０３６２】
　ここで、上述のような通信方法は、端末装置１に対して１つのセル（のみ）が設定され
ている場合に対して、適用されてもよい。また、端末装置１に対して複数のセル（例えば
、２つのセル）が設定されており、該複数のセルの全て（例えば、該２つのセル）に対す
る第１のＵＬ参照ＵＬ－ＤＬ設定が同一の場合に対して、適用されてもよい。
【０３６３】
　また、端末装置１に対して複数のセルが設定されており、少なくとも２つのセルに対す
る第１のＵＬ参照ＵＬ－ＤＬ設定が同一ではない（異なる）場合に対して、適用されても
よい。
【０３６４】
　ここで、端末装置１に対して複数のセルが設定されており、少なくとも２つのセルに対
する第１のＵＬ参照ＵＬ－ＤＬ設定が同一ではない場合、端末装置１が、サブフレームｎ
において、ＰＵＣＣＨで送信を行なおうとする場合に対して、常に、Ｂｃ

ＤＬ＝Ｍｃとし
て、ＨＡＲＱ－ＡＣＫのコードブックサイズが決定されてもよい。
【０３６５】
　ここで、Ｍｃは、あるセルに対するサブフレームｎに関連するセットＫｃにおける要素
の数を示している。すなわち、端末装置１は、該セルのサブフレームｎ－ｋにおけるＰＤ
ＳＣＨでの送信の検出に基づいて、上りリンクサブフレームｎにおいてＨＡＲＱ－ＡＣＫ
を送信する。ここで、ｋ∈Ｋｃであり、Ｋｃは、図１５によって示される。ここで、この
場合においては、図１５におけるＵＬ－ＤＬ設定は、ＤＬ参照ＵＬ－ＤＬ設定を参照する
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。すなわち、この場合においては、図１５におけるＵＬ－ＤＬ設定として、ＤＬ参照ＵＬ
－ＤＬ設定が用いられる。
【０３６６】
　以下、本実施形態における装置の構成について説明する。
【０３６７】
　図２１は、本実施形態における端末装置１の構成を示す概略ブロック図である。図示す
るように、端末装置１は、上位層処理部１０１、制御部１０３、受信部１０５、送信部１
０７と送受信アンテナ部１０９を含んで構成される。また、上位層処理部１０１は、無線
リソース制御部１０１１、スケジューリング情報解釈部１０１３、および、受信制御部１
０１５を含んで構成される。また、受信部１０５は、復号化部１０５１、復調部１０５３
、多重分離部１０５５、無線受信部１０５７とチャネル測定部１０５９を含んで構成され
る。また、送信部１０７は、符号化部１０７１、変調部１０７３、多重部１０７５、無線
送信部１０７７と上りリンク参照信号生成部１０７９を含んで構成される。
【０３６８】
　上位層処理部１０１は、ユーザの操作等により生成された上りリンクデータ（トランス
ポートブロック）を、送信部１０７に出力する。また、上位層処理部１０１は、媒体アク
セス制御（MAC: Medium Access Control）層、パケットデータ統合プロトコル（Packet D
ata Convergence Protocol: PDCP）層、無線リンク制御（Radio Link Control: RLC）層
、無線リソース制御（Radio Resource Control: RRC）層の処理を行なう。
【０３６９】
　上位層処理部１０１が備える無線リソース制御部１０１１は、自装置の各種設定情報／
パラメータの管理をする。無線リソース制御部１０１１は、基地局装置３から受信した上
位層の信号に基づいて各種設定情報／パラメータをセットする。すなわち、無線リソース
制御部１０１１は、基地局装置３から受信した各種設定情報／パラメータを示す情報に基
づいて各種設定情報／パラメータをセットする。また、無線リソース制御部１０１１は、
上りリンクの各チャネルに配置される情報を生成し、送信部１０７に出力する。無線リソ
ース制御部１０１１を設定部１０１１とも称する。
【０３７０】
　すなわち、無線リソース制御部１０１１は、第１のＵＬ参照ＵＬ－ＤＬ設定、第２のＵ
Ｌ参照ＵＬ－ＤＬ設定、第１のＤＬ参照ＵＬ－ＤＬ設定、第２のＤＬ参照ＵＬ－ＤＬ設定
、および、第３のＵＬ－ＤＬ設定をセットする。
【０３７１】
　上位層処理部１０１が備えるスケジューリング情報解釈部１０１３は、受信部１０５を
介して受信したＤＣＩフォーマット（スケジューリング情報）の解釈をし、前記ＤＣＩフ
ォーマットを解釈した結果に基づき、受信部１０５、および送信部１０７の制御を行なう
ために制御情報を生成し、制御部１０３に出力する。
【０３７２】
　上位層処理部１０１が備える受信制御部１０１５は、ＤＣＩフォーマットに付加された
ＣＲＣパリティビットのスクランブルに用いられたＲＮＴＩに基づいてサブフレームを識
別し、受信部１０５に対して、識別したサブフレームに基づいてＰＤＳＣＨをデコードす
るよう制御する。ここで、受信制御部１０１５の機能は、受信部１０５に含まれてもよい
。
【０３７３】
　制御部１０３は、上位層処理部１０１からの制御情報に基づいて、受信部１０５、およ
び送信部１０７の制御を行なう制御信号を生成する。制御部１０３は、生成した制御信号
を受信部１０５、および送信部１０７に出力して受信部１０５、および送信部１０７の制
御を行なう。
【０３７４】
　受信部１０５は、制御部１０３から入力された制御信号に従って、送受信アンテナ部１
０９を介して基地局装置３から受信した受信信号を、分離、復調、復号し、復号した情報
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を上位層処理部１０１に出力する。
【０３７５】
　無線受信部１０５７は、送受信アンテナ部１０９を介して受信した下りリンクの信号を
、直交復調によりベースバンド信号に変換し（ダウンコンバート: down covert）、不要
な周波数成分を除去し、信号レベルが適切に維持されるように増幅レベルを制御し、受信
した信号の同相成分および直交成分に基づいて、直交復調し、直交復調されたアナログ信
号をディジタル信号に変換する。無線受信部１０５７は、変換したディジタル信号からＣ
Ｐ（Cyclic Prefix）に相当する部分を除去し、ＣＰを除去した信号に対して高速フーリ
エ変換（Fast Fourier Transform: FFT）を行い、周波数領域の信号を抽出する。
【０３７６】
　多重分離部１０５５は、抽出した信号をＰＨＩＣＨ、ＰＤＣＣＨ、ＥＰＤＣＣＨ、ＰＤ
ＳＣＨ、および下りリンク参照信号に、それぞれ分離する。また、多重分離部１０５５は
、チャネル測定部１０５９から入力された伝搬路の推定値から、ＰＨＩＣＨ、ＰＤＣＣＨ
、ＥＰＤＣＣＨ、およびＰＤＳＣＨの伝搬路の補償を行なう。また、多重分離部１０５５
は、分離した下りリンク参照信号をチャネル測定部１０５９に出力する。
【０３７７】
　復調部１０５３は、ＰＨＩＣＨに対して対応する符号を乗算して合成し、合成した信号
に対してＢＰＳＫ（Binary Phase Shift Keying）変調方式の復調を行ない、復号化部１
０５１へ出力する。復号化部１０５１は、自装置宛てのＰＨＩＣＨを復号し、復号したＨ
ＡＲＱインディケータを上位層処理部１０１に出力する。復調部１０５３は、ＰＤＣＣＨ
および／またはＥＰＤＣＣＨに対して、ＱＰＳＫ変調方式の復調を行ない、復号化部１０
５１へ出力する。復号化部１０５１は、ＰＤＣＣＨおよび／またはＥＰＤＣＣＨの復号を
試み、復号に成功した場合、復号した下りリンク制御情報と下りリンク制御情報が対応す
るＲＮＴＩとを上位層処理部１０１に出力する。
【０３７８】
　復調部１０５３は、ＰＤＳＣＨに対して、ＱＰＳＫ（Quadrature Phase Shift Keying
）、１６ＱＡＭ（Quadrature Amplitude Modulation）、６４ＱＡＭ等の下りリンクグラ
ントで通知された変調方式の復調を行ない、復号化部１０５１へ出力する。復号化部１０
５１は、下りリンク制御情報で通知された符号化率に関する情報に基づいて復号を行い、
復号した下りリンクデータ（トランスポートブロック）を上位層処理部１０１へ出力する
。
【０３７９】
　チャネル測定部１０５９は、多重分離部１０５５から入力された下りリンク参照信号か
ら下りリンクのパスロスやチャネルの状態を測定し、測定したパスロスやチャネルの状態
を上位層処理部１０１へ出力する。また、チャネル測定部１０５９は、下りリンク参照信
号から下りリンクの伝搬路の推定値を算出し、多重分離部１０５５へ出力する。チャネル
測定部１０５９は、ＣＱＩの算出のために、チャネル測定、および／または、干渉測定を
行なう。
【０３８０】
　送信部１０７は、制御部１０３から入力された制御信号に従って、上りリンク参照信号
を生成し、上位層処理部１０１から入力された上りリンクデータ（トランスポートブロッ
ク）を符号化および変調し、ＰＵＣＣＨ、ＰＵＳＣＨ、および生成した上りリンク参照信
号を多重し、送受信アンテナ部１０９を介して基地局装置３に送信する。
【０３８１】
　符号化部１０７１は、上位層処理部１０１から入力された上りリンク制御情報を畳み込
み符号化、ブロック符号化等の符号化を行う。また、符号化部１０７１は、ＰＵＳＣＨの
スケジューリングに用いられる情報に基づきターボ符号化を行なう。
【０３８２】
　変調部１０７３は、符号化部１０７１から入力された符号化ビットをＢＰＳＫ、ＱＰＳ
Ｋ、１６ＱＡＭ、６４ＱＡＭ等の下りリンク制御情報で通知された変調方式または、チャ
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ネル毎に予め定められた変調方式で変調する。変調部１０７３は、ＰＵＳＣＨのスケジュ
ーリングに用いられる情報に基づき、空間多重されるデータの系列の数を決定し、ＭＩＭ
Ｏ（Multiple Input Multiple Output）ＳＭ（Spatial Multiplexing）を用いることによ
り同一のＰＵＳＣＨで送信される複数の上りリンクデータを、複数の系列にマッピングし
、この系列に対してプレコーディング（precoding）を行なう。
【０３８３】
　上りリンク参照信号生成部１０７９は、基地局装置３を識別するための物理レイヤセル
識別子（physical layer cell identity: PCI、Cell IDなどと称する。）、上りリンク参
照信号を配置する帯域幅、上りリンクグラントで通知されたサイクリックシフト、ＤＭＲ
Ｓシーケンスの生成に対するパラメータの値などを基に、予め定められた規則（式）で求
まる系列を生成する。多重部１０７５は、制御部１０３から入力された制御信号に従って
、ＰＵＳＣＨの変調シンボルを並列に並び替えてから離散フーリエ変換（Discrete Fouri
er Transform: DFT）する。また、多重部１０７５は、ＰＵＣＣＨとＰＵＳＣＨの信号と
生成した上りリンク参照信号を送信アンテナポート毎に多重する。つまり、多重部１０７
５は、ＰＵＣＣＨとＰＵＳＣＨの信号と生成した上りリンク参照信号を送信アンテナポー
ト毎にリソースエレメントに配置する。
【０３８４】
　無線送信部１０７７は、多重された信号を逆高速フーリエ変換（Inverse Fast Fourier
 Transform: IFFT）して、ＳＣ－ＦＤＭＡシンボルを生成し、生成されたＳＣ－ＦＤＭＡ
シンボルにＣＰを付加し、ベースバンドのディジタル信号を生成し、ベースバンドのディ
ジタル信号をアナログ信号に変換し、ローパスフィルタを用いて余分な周波数成分を除去
し、搬送波周波数にアップコンバート（up convert）し、電力増幅し、送受信アンテナ部
１０９に出力して送信する。
【０３８５】
　図２２は、本実施形態における基地局装置３の構成を示す概略ブロック図である。図示
するように、基地局装置３は、上位層処理部３０１、制御部３０３、受信部３０５、送信
部３０７、および、送受信アンテナ部３０９、を含んで構成される。また、上位層処理部
３０１は、無線リソース制御部３０１１、スケジューリング部３０１３、および、送信制
御部３０１５を含んで構成される。また、受信部３０５は、復号化部３０５１、復調部３
０５３、多重分離部３０５５、無線受信部３０５７とチャネル測定部３０５９を含んで構
成される。また、送信部３０７は、符号化部３０７１、変調部３０７３、多重部３０７５
、無線送信部３０７７と下りリンク参照信号生成部３０７９を含んで構成される。
【０３８６】
　上位層処理部３０１は、媒体アクセス制御（MAC: Medium Access Control）層、パケッ
トデータ統合プロトコル（Packet Data Convergence Protocol: PDCP）層、無線リンク制
御（Radio Link Control: RLC）層、無線リソース制御（Radio Resource Control: RRC）
層の処理を行なう。また、上位層処理部３０１は、受信部３０５、および送信部３０７の
制御を行なうために制御情報を生成し、制御部３０３に出力する。
【０３８７】
　上位層処理部３０１が備える無線リソース制御部３０１１は、下りリンクのＰＤＳＣＨ
に配置される下りリンクデータ（トランスポートブロック）、システムインフォメーショ
ン、ＲＲＣメッセージ、ＭＡＣ　ＣＥ（Control Element）などを生成し、又は上位ノー
ドから取得し、送信部３０７に出力する。また、無線リソース制御部３０１１は、端末装
置１各々の各種設定情報／パラメータの管理をする。無線リソース制御部３０１１は、上
位層の信号を介して端末装置１各々に対して各種設定情報／パラメータをセットしてもよ
い。すなわち、無線リソース制御部１０１１は、各種設定情報／パラメータを示す情報を
送信／報知する。無線リソース制御部３０１１を設定部３０１１とも称する。
【０３８８】
　すなわち、無線リソース制御部３０１１は、端末装置１各々に対して、第１のＵＬ参照
ＵＬ－ＤＬ設定、第２のＵＬ参照ＵＬ－ＤＬ設定、第１のＤＬ参照ＵＬ－ＤＬ設定、第２
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のＤＬ参照ＵＬ－ＤＬ設定、および、第３のＵＬ－ＤＬ設定を設定する。
【０３８９】
　上位層処理部３０１が備えるスケジューリング部３０１３は、受信したチャネル状態情
報およびチャネル測定部３０５９から入力された伝搬路の推定値やチャネルの品質などか
ら、物理チャネル（ＰＤＳＣＨおよびＰＵＳＣＨ）を割り当てる周波数およびサブフレー
ム、物理チャネル（ＰＤＳＣＨおよびＰＵＳＣＨ）の符号化率および変調方式および送信
電力などを決定する。スケジューリング部３０１３は、スケジューリング結果に基づき、
受信部３０５、および送信部３０７の制御を行なうために制御情報（例えば、ＤＣＩフォ
ーマット）を生成し、制御部３０３に出力する。スケジューリング部３０１３は、さらに
、送信処理および受信処理を行うタイミングを決定する。
【０３９０】
　上位層処理部３０１が備える送信制御部３０１５は、送信部３０７に対して、ＤＣＩフ
ォーマットに付加されたＣＲＣパリティビットのスクランブルに用いられたＲＮＴＩに基
づいてＰＤＳＣＨをリソースエレメントにマップし、該ＰＤＳＣＨでの送信を行うよう制
御する。ここで、送信制御部３０１５の機能は、送信部３０７に含まれてもよい。
【０３９１】
　制御部３０３は、上位層処理部３０１からの制御情報に基づいて、受信部３０５、およ
び送信部３０７の制御を行なう制御信号を生成する。制御部３０３は、生成した制御信号
を受信部３０５、および送信部３０７に出力して受信部３０５、および送信部３０７の制
御を行なう。
【０３９２】
　受信部３０５は、制御部３０３から入力された制御信号に従って、送受信アンテナ部３
０９を介して端末装置１から受信した受信信号を分離、復調、復号し、復号した情報を上
位層処理部３０１に出力する。無線受信部３０５７は、送受信アンテナ部３０９を介して
受信された上りリンクの信号を、直交復調によりベースバンド信号に変換し（ダウンコン
バート: down covert）、不要な周波数成分を除去し、信号レベルが適切に維持されるよ
うに増幅レベルを制御し、受信された信号の同相成分および直交成分に基づいて、直交復
調し、直交復調されたアナログ信号をディジタル信号に変換する。
【０３９３】
　無線受信部３０５７は、変換したディジタル信号からＣＰ（Cyclic Prefix）に相当す
る部分を除去する。無線受信部３０５７は、ＣＰを除去した信号に対して高速フーリエ変
換（Fast Fourier Transform: FFT）を行い、周波数領域の信号を抽出し多重分離部３０
５５に出力する。
【０３９４】
　多重分離部１０５５は、無線受信部３０５７から入力された信号をＰＵＣＣＨ、ＰＵＳ
ＣＨ、上りリンク参照信号などの信号に分離する。尚、この分離は、予め基地局装置３が
無線リソース制御部３０１１で決定し、各端末装置１に通知した上りリンクグラントに含
まれる無線リソースの割り当て情報に基づいて行なわれる。また、多重分離部３０５５は
、チャネル測定部３０５９から入力された伝搬路の推定値から、ＰＵＣＣＨとＰＵＳＣＨ
の伝搬路の補償を行なう。また、多重分離部３０５５は、分離した上りリンク参照信号を
チャネル測定部３０５９に出力する。
【０３９５】
　復調部３０５３は、ＰＵＳＣＨを逆離散フーリエ変換（Inverse Discrete Fourier Tra
nsform: IDFT）し、変調シンボルを取得し、ＰＵＣＣＨとＰＵＳＣＨの変調シンボルそれ
ぞれに対して、ＢＰＳＫ（Binary Phase Shift Keying）、ＱＰＳＫ、１６ＱＡＭ、６４
ＱＡＭ等の予め定められた、または自装置が端末装置１各々に上りリンクグラントで予め
通知した変調方式を用いて受信信号の復調を行なう。復調部３０５３は、端末装置１各々
に上りリンクグラントで予め通知した空間多重される系列の数と、この系列に対して行な
うプリコーディングを指示する情報に基づいて、ＭＩＭＯ　ＳＭを用いることにより同一
のＰＵＳＣＨで送信された複数の上りリンクデータの変調シンボルを分離する。
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【０３９６】
　復号化部３０５１は、復調されたＰＵＣＣＨとＰＵＳＣＨの符号化ビットを、予め定め
られた符号化方式の、予め定められた、又は自装置が端末装置１に上りリンクグラントで
予め通知した符号化率で復号を行ない、復号した上りリンクデータと、上りリンク制御情
報を上位層処理部１０１へ出力する。ＰＵＳＣＨが再送信の場合は、復号化部３０５１は
、上位層処理部３０１から入力されるＨＡＲＱバッファに保持している符号化ビットと、
復調された符号化ビットを用いて復号を行なう。チャネル測定部３０９は、多重分離部３
０５５から入力された上りリンク参照信号から伝搬路の推定値、チャネルの品質などを測
定し、多重分離部３０５５および上位層処理部３０１に出力する。
【０３９７】
　送信部３０７は、制御部３０３から入力された制御信号に従って、下りリンク参照信号
を生成し、上位層処理部３０１から入力されたＨＡＲＱインディケータ、下りリンク制御
情報、下りリンクデータを符号化、および変調し、ＰＨＩＣＨ、ＰＤＣＣＨ、ＥＰＤＣＣ
Ｈ、ＰＤＳＣＨ、および下りリンク参照信号を多重して、送受信アンテナ部３０９を介し
て端末装置１に信号を送信する。
【０３９８】
　符号化部３０７１は、上位層処理部３０１から入力されたＨＡＲＱインディケータ、下
りリンク制御情報、および下りリンクデータを、ブロック符号化、畳み込み符号化、ター
ボ符号化等の予め定められた符号化方式を用いて符号化を行なう、または無線リソース制
御部３０１１が決定した符号化方式を用いて符号化を行なう。変調部３０７３は、符号化
部３０７１から入力された符号化ビットをＢＰＳＫ、ＱＰＳＫ、１６ＱＡＭ、６４ＱＡＭ
等の予め定められた、または無線リソース制御部３０１１が決定した変調方式で変調する
。
【０３９９】
　下りリンク参照信号生成部３０７９は、基地局装置３を識別するための物理レイヤセル
識別子（ＰＣＩ）などを基に予め定められた規則で求まる、端末装置１が既知の系列を下
りリンク参照信号として生成する。多重部３０７５は、変調された各チャネルの変調シン
ボルと生成された下りリンク参照信号を多重する。つまり、多重部３０７５は、変調され
た各チャネルの変調シンボルと生成された下りリンク参照信号をリソースエレメントに配
置する。
【０４００】
　無線送信部３０７７は、多重された変調シンボルなどを逆高速フーリエ変換（Inverse 
Fast Fourier Transform: IFFT）して、ＯＦＤＭシンボルを生成し、生成したＯＦＤＭシ
ンボルにＣＰを付加し、ベースバンドのディジタル信号を生成し、ベースバンドのディジ
タル信号をアナログ信号に変換し、ローパスフィルタにより余分な周波数成分を除去し、
搬送波周波数にアップコンバート（up convert）し、電力増幅し、送受信アンテナ部３０
９に出力して送信する。
【０４０１】
　より具体的には、本実施形態における端末装置１は、第１のＵＬ－ＤＬ設定（ＵＬ参照
ＵＬ－ＤＬ設定）をセットし、第２のＵＬ－ＤＬ設定（ＤＬ参照ＵＬ－ＤＬ設定）をセッ
トし、第３のＵＬ－ＤＬ設定をセットする制御部（無線リソース制御部１０１１）を備え
る。
【０４０２】
　また、本実施形態における端末装置１は、第１のＵＬ－ＤＬ設定（ＵＬ参照ＵＬ－ＤＬ
設定）に基づいてスペシャルサブフレームとして指示されたサブフレームを、ＨＡＲＱ－
ＡＣＫのコードブックサイズの決定から除外するかどうかを、該サブフレームが第２のＵ
Ｌ－ＤＬ設定（ＤＬ参照ＵＬ－ＤＬ設定）に基づいてスペシャルサブフレームとして指示
されたか、該サブフレームが第２のＵＬ－ＤＬ設定（ＤＬ参照ＵＬ－ＤＬ設定）に基づい
て下りリンクサブフレームとして指示されたか、に少なくとも基づいて決定する制御部（
制御部１０３）を備える。
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【０４０３】
　また、制御部（制御部１０３）は、該サブフレームが第２のＵＬ－ＤＬ設定（ＤＬ参照
ＵＬ－ＤＬ設定）に基づいてスペシャルサブフレームとして指示された場合には、該サブ
フレームを、ＨＡＲＱ－ＡＣＫのコードブックサイズの決定から除外するかどうかを、Ｃ
Ｐの長さ、および、スペシャルサブフレームの設定に基づいて決定する。
【０４０４】
　また、制御部（制御部１０３）は、該サブフレームが第２のＵＬ－ＤＬ設定（ＤＬ参照
ＵＬ－ＤＬ設定）に基づいて下りリンクサブフレームとして指示された場合には、ＣＰの
長さ、および、スペシャルサブフレームの設定に関わらず、該サブフレームを、ＨＡＲＱ
－ＡＣＫのコードブックサイズの決定から除外しない。すなわち、この場合においては、
制御部（制御部１０３）は、該サブフレームを、ＨＡＲＱ－ＡＣＫのコードブックサイズ
の決定に用いる。
【０４０５】
　また、本実施形態における端末装置１は、第３のＵＬ－ＤＬ設定に基づいて下りリンク
サブフレームおよびスペシャルサブフレームとして指示されたサブフレームにおいてＰＤ
ＳＣＨでの送信を期待する受信部（受信部１０５）を備え、該サブフレームが、第１のＵ
Ｌ－ＤＬ設定（ＵＬ参照ＵＬ－ＤＬ設定）に基づいてスペシャルサブフレームとして指示
され、且つ、第２のＵＬ－ＤＬ設定（ＤＬ参照ＵＬ－ＤＬ設定）に基づいてスペシャルサ
ブフレームとして指示された場合には、該サブフレームにおいてＰＤＳＣＨでの送信を期
待するかどうかを、ＣＰの長さ、および、スペシャルサブフレームの設定に基づいて決定
し、該サブフレームが、第１のＵＬ－ＤＬ設定（ＵＬ参照ＵＬ－ＤＬ設定）に基づいてス
ペシャルサブフレームとして指示され、且つ、第２のＵＬ－ＤＬ設定（ＤＬ参照ＵＬ－Ｄ
Ｌ設定）に基づいて下りリンクサブフレームとして指示された場合には、ＣＰの長さ、お
よび、スペシャルサブフレームの設定に関わらず、該サブフレームにおいてＰＤＳＣＨで
の送信を期待する。
【０４０６】
　また、本実施形態における端末装置１は、ＥＰＤＣＣＨをモニタするサブフレームを設
定する制御部（無線リソース制御部１０１１）と、該設定されたサブフレームのうち、第
３のＵＬ－ＤＬ設定に基づいて下りリンクサブフレームおよびスペシャルサブフレームと
して指示されたサブフレームにおいて、ＥＰＤＣＣＨをモニタする受信部（受信部１０５
）と、を備え、該設定および指示されたサブフレームが、第１のＵＬ－ＤＬ設定（ＵＬ参
照ＵＬ－ＤＬ設定）に基づいてスペシャルサブフレームとして指示され、且つ、第２のＵ
Ｌ－ＤＬ設定（ＤＬ参照ＵＬ－ＤＬ設定）に基づいてスペシャルサブフレームとして指示
された場合には、該設定および指示されたサブフレームにおいてＥＰＤＣＣＨをモニタす
るかどうかを、ＣＰの長さ、および、スペシャルサブフレームの設定に基づいて決定し、
該設定および指示されたサブフレームが、第１のＵＬ－ＤＬ設定（ＵＬ参照ＵＬ－ＤＬ設
定）に基づいてスペシャルサブフレームとして指示され、且つ、第２のＵＬ－ＤＬ設定（
ＤＬ参照ＵＬ－ＤＬ設定）に基づいて下りリンクサブフレームとして指示された場合には
、ＣＰの長さ、および、スペシャルサブフレームの設定に関わらず、該設定および指示さ
れたサブフレームにおいてＥＰＤＣＣＨをモニタする。
【０４０７】
　また、本実施形態における基地局装置３は、第１のＵＬ－ＤＬ設定（ＵＬ参照ＵＬ－Ｄ
Ｌ設定）をセットし、第２のＵＬ－ＤＬ設定（ＤＬ参照ＵＬ－ＤＬ設定）をセットし、第
３のＵＬ－ＤＬ設定をセットする制御部（無線リソース制御部３０１１）を備える。
【０４０８】
　また、本実施形態における基地局装置３は、第１のＵＬ－ＤＬ設定（ＵＬ参照ＵＬ－Ｄ
Ｌ設定）に基づいてスペシャルサブフレームとして指示したサブフレームを、ＨＡＲＱ－
ＡＣＫのコードブックサイズの決定から除外するかどうかを、該サブフレームを第２のＵ
Ｌ－ＤＬ設定（ＤＬ参照ＵＬ－ＤＬ設定）に基づいてスペシャルサブフレームとして指示
したか、該サブフレームを第２のＵＬ－ＤＬ設定（ＤＬ参照ＵＬ－ＤＬ設定）に基づいて
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下りリンクサブフレームとして指示したか、に少なくとも基づいて決定する制御部（制御
部３０３）を備える。
【０４０９】
　また、制御部（制御部３０３）は、該サブフレームを第２のＵＬ－ＤＬ設定（ＤＬ参照
ＵＬ－ＤＬ設定）に基づいてスペシャルサブフレームとして指示した場合には、該サブフ
レームを、ＨＡＲＱ－ＡＣＫのコードブックサイズの決定から除外するかどうかを、ＣＰ
の長さ、および、スペシャルサブフレームの設定に基づいて決定する。
【０４１０】
　また、制御部（制御部３０３）は、該サブフレームを第２のＵＬ－ＤＬ設定（ＤＬ参照
ＵＬ－ＤＬ設定）に基づいて下りリンクサブフレームとして指示した場合には、ＣＰの長
さ、および、スペシャルサブフレームの設定に関わらず、該サブフレームを、ＨＡＲＱ－
ＡＣＫのコードブックサイズの決定から除外しない。すなわち、この場合においては、制
御部（制御部３０３）は、該サブフレームを、ＨＡＲＱ－ＡＣＫのコードブックサイズの
決定に用いる。
【０４１１】
　また、本実施形態における基地局装置３は、第３のＵＬ－ＤＬ設定に基づいて下りリン
クサブフレームおよびスペシャルサブフレームとして指示したサブフレームにおいてＰＤ
ＳＣＨでの送信を行う送信部（送信部３０７）を備え、該サブフレームを、第１のＵＬ－
ＤＬ設定（ＵＬ参照ＵＬ－ＤＬ設定）に基づいてスペシャルサブフレームとして指示し、
且つ、第２のＵＬ－ＤＬ設定（ＤＬ参照ＵＬ－ＤＬ設定）に基づいてスペシャルサブフレ
ームとして指示した場合には、該サブフレームにおいてＰＤＳＣＨでの送信を行うかどう
かを、ＣＰの長さ、および、スペシャルサブフレームの設定に基づいて決定し、該サブフ
レームを、第１のＵＬ－ＤＬ設定（ＵＬ参照ＵＬ－ＤＬ設定）に基づいてスペシャルサブ
フレームとして指示し、且つ、第２のＵＬ－ＤＬ設定（ＤＬ参照ＵＬ－ＤＬ設定）に基づ
いて下りリンクサブフレームとして指示した場合には、ＣＰの長さ、および、スペシャル
サブフレームの設定に関わらず、該サブフレームにおいてＰＤＳＣＨでの送信を行う。
【０４１２】
　また、本実施形態における基地局装置３は、端末装置１がＥＰＤＣＣＨをモニタするサ
ブフレームを設定する制御部（無線リソース制御部３０１１）と、該設定したサブフレー
ムのうち、第３のＵＬ－ＤＬ設定に基づいて下りリンクサブフレームおよびスペシャルサ
ブフレームとして指示したサブフレームにおいて、ＥＰＤＣＣＨでの送信を行う送信部（
送信部３０７）と、を備え、該設定および指示したサブフレームを、第１のＵＬ－ＤＬ設
定（ＵＬ参照ＵＬ－ＤＬ設定）に基づいてスペシャルサブフレームとして指示し、且つ、
第２のＵＬ－ＤＬ設定（ＤＬ参照ＵＬ－ＤＬ設定）に基づいてスペシャルサブフレームと
して指示した場合には、該設定および指示したサブフレームにおいてＥＰＤＣＣＨでの送
信を行うかどうかを、ＣＰの長さ、および、スペシャルサブフレームの設定に基づいて決
定し、該設定および指示したサブフレームを、第１のＵＬ－ＤＬ設定（ＵＬ参照ＵＬ－Ｄ
Ｌ設定）に基づいてスペシャルサブフレームとして指示し、且つ、第２のＵＬ－ＤＬ設定
（ＤＬ参照ＵＬ－ＤＬ設定）に基づいて下りリンクサブフレームとして指示した場合には
、ＣＰの長さ、および、スペシャルサブフレームの設定に関わらず、該設定および指示し
たサブフレームにおいてＥＰＤＣＣＨでの送信を行う。
【０４１３】
　上述したように、ＵＬ－参照ＵＬ－ＤＬ設定、ＤＬ参照ＵＬ－ＤＬ設定、第３の設定、
ＣＰの長さ、および／または、サブフレームの設定に基づいて、ＰＤＳＣＨ、ＥＰＤＣＣ
Ｈ、または、ＰＵＣＣＨを用いた通信を行うことによって、無線リソースを効率的に使用
することができる。
【０４１４】
　例えば、上位層の信号を用いて設定されるパラメータのみに基づいて、ＰＤＳＣＨ、Ｅ
ＰＤＣＣＨ、または、ＰＵＣＣＨを用いた通信を行うことによって、よりロバストな通信
を行うことが可能となり、結果として、無線リソースを効率的に使用することができる。
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【０４１５】
　また、例えば、上位層の信号を用いて設定されるパラメータ、および、物理層の信号を
用いて設定されるパラメータに基づいて、ＰＤＳＣＨ、ＥＰＤＣＣＨ、または、ＰＵＣＣ
Ｈを用いた通信を行うことによって、より動的な通信を行うことが可能となり、結果とし
て、無線リソースを効率的に使用することができる。
【０４１６】
　また、上述したように、ＵＬ－参照ＵＬ－ＤＬ設定、ＤＬ参照ＵＬ－ＤＬ設定、第３の
設定、ＣＰの長さ、および／または、サブフレームの設定に基づいて、ＥＰＤＣＣＨでの
送信（ＥＰＤＣＣＨのモニタ）を制御することによって、端末装置１における動作を簡略
化することができる。
【０４１７】
　本発明に関わる基地局装置３、および端末装置１で動作するプログラムは、本発明に関
わる上記実施形態の機能を実現するように、ＣＰＵ（Central Processing Unit）等を制
御するプログラム（コンピュータを機能させるプログラム）であってもよい。そして、こ
れら装置で取り扱われる情報は、その処理時に一時的にＲＡＭ（Random Access Memory）
に蓄積され、その後、Ｆｌａｓｈ　ＲＯＭ（Read Only Memory)などの各種ＲＯＭやＨＤ
Ｄ（Hard Disk Drive）に格納され、必要に応じてＣＰＵによって読み出し、修正・書き
込みが行われる。
【０４１８】
　尚、上述した実施形態における端末装置１、基地局装置３の一部、をコンピュータで実
現するようにしてもよい。その場合、この制御機能を実現するためのプログラムをコンピ
ュータが読み取り可能な記録媒体に記録して、この記録媒体に記録されたプログラムをコ
ンピュータシステムに読み込ませ、実行することによって実現してもよい。
【０４１９】
　尚、ここでいう「コンピュータシステム」とは、端末装置１、又は基地局装置３に内蔵
されたコンピュータシステムであって、ＯＳや周辺機器等のハードウェアを含むものとす
る。また、「コンピュータ読み取り可能な記録媒体」とは、フレキシブルディスク、光磁
気ディスク、ＲＯＭ、ＣＤ－ＲＯＭ等の可搬媒体、コンピュータシステムに内蔵されるハ
ードディスク等の記憶装置のことをいう。
【０４２０】
　さらに「コンピュータ読み取り可能な記録媒体」とは、インターネット等のネットワー
クや電話回線等の通信回線を介してプログラムを送信する場合の通信線のように、短時間
、動的にプログラムを保持するもの、その場合のサーバやクライアントとなるコンピュー
タシステム内部の揮発性メモリのように、一定時間プログラムを保持しているものも含ん
でもよい。また上記プログラムは、前述した機能の一部を実現するためのものであっても
良く、さらに前述した機能をコンピュータシステムにすでに記録されているプログラムと
の組み合わせで実現できるものであってもよい。
【０４２１】
　また、上述した実施形態における基地局装置３は、複数の装置から構成される集合体（
装置グループ）として実現することもできる。装置グループを構成する装置の各々は、上
述した実施形態に関わる基地局装置３の各機能または各機能ブロックの一部、または、全
部を備えてもよい。装置グループとして、基地局装置３の一通りの各機能または各機能ブ
ロックを有していればよい。また、上述した実施形態に関わる端末装置１は、集合体とし
ての基地局装置と通信することも可能である。
【０４２２】
　また、上述した実施形態における基地局装置３は、ＥＵＴＲＡＮ（Evolved Universal 
Terrestrial Radio Access Network）であってもよい。また、上述した実施形態における
基地局装置３は、ｅＮｏｄｅＢに対する上位ノードの機能の一部または全部を有してもよ
い。
【０４２３】
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　また、上述した実施形態における端末装置１、基地局装置３の一部、又は全部を典型的
には集積回路であるＬＳＩとして実現してもよいし、チップセットとして実現してもよい
。端末装置１、基地局装置３の各機能ブロックは個別にチップ化してもよいし、一部、又
は全部を集積してチップ化してもよい。また、集積回路化の手法はＬＳＩに限らず専用回
路、又は汎用プロセッサで実現してもよい。また、半導体技術の進歩によりＬＳＩに代替
する集積回路化の技術が出現した場合、当該技術による集積回路を用いることも可能であ
る。
【０４２４】
　また、上述した実施形態では、通信装置の一例として端末装置を記載したが、本願発明
は、これに限定されるものではなく、屋内外に設置される据え置き型、または非可動型の
電子機器、たとえば、ＡＶ機器、キッチン機器、掃除・洗濯機器、空調機器、オフィス機
器、自動販売機、その他生活機器などの端末装置もしくは通信装置にも適用出来る。
【０４２５】
　以上、この発明の実施形態に関して図面を参照して詳述してきたが、具体的な構成はこ
の実施形態に限られるものではなく、この発明の要旨を逸脱しない範囲の設計変更等も含
まれる。また、本発明は、請求項に示した範囲で種々の変更が可能であり、異なる実施形
態にそれぞれ開示された技術的手段を適宜組み合わせて得られる実施形態についても本発
明の技術的範囲に含まれる。また、上記各実施形態に記載された要素であり、同様の効果
を奏する要素同士を置換した構成も含まれる。
【産業上の利用可能性】
【０４２６】
　本発明は、携帯電話、パーソナル・コンピュータ、タブレット型コンピュータなどに適
用できる。
【符号の説明】
【０４２７】
　１（１Ａ、１Ｂ、１Ｃ）　　端末装置
　３　　基地局装置
　１０１　　上位層処理部
　１０３　　制御部
　１０５　　受信部
　１０７　　送信部
　３０１　　上位層処理部
　３０３　　制御部
　３０５　　受信部
　３０７　　送信部
　１０１１　　無線リソース制御部
　１０１３　　スケジューリング情報解釈部
　１０１５　　受信制御部
　３０１１　　無線リソース制御部
　３０１３　　スケジューリング部
　３０１５　　送信制御部
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